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会長からのご挨拶

第 33 回日本環境感染学会総会・学術集会
会長　針原　　康

（NTT 東日本関東病院）

　この度第33回日本環境感染学会総会・学術集会を担当させて頂くこととなり、大変光栄に存じ
ます。
　日本環境感染学会総会・学術集会は医療施設だけでなく、社会環境において発生する感染症も
含めて、その制御に関わる専門家が、職種を越えて、一年に一度集い、その研究成果や現場での
経験を発表して情報を共有するための貴重な場です。感染制御に関わる様々な課題について、職
種横断的に検討できる日本環境感染学会の存在は、今後ますますその重要性を増していくと考え
ております。
　本総会ではテーマを、「感染制御における Best Practice の追求」とさせて頂きました。感染症
の発症には多数の因子が関与するため、単独の対策の変更・導入で有意な効果を期待することは
困難です。有効と思われる対策を可能な限り取り入れて、それらを確実に実践していくBest Prac-
tice の追求が感染制御には不可欠と考えられるからです。
　本総会では招請講演として、前日本看護協会会長の坂本すが先生に「看護師のキャリア教育の
動向と今後」、日本医療安全調査機構の宮田哲郎先生に「医療事故調査制度について」の御講演を
頂く予定です。理事長講演の他、シンポジウム 18、パネルディスカッション 11、教育講演 26、
ベーシックレクチャー 6、委員会企画 7、他学会、研究会との合同企画 7 と、感染制御に関する課
題を網羅するプログラム内容となっております。一般口演、ポスター発表でも積極的な意見交換
をお願いできれば、有難いと存じます。
　本総会から副会長をお願いする制度が開始されました。今回は感染制御の実践に大きな役割を
占める看護職にお願いすることとして、慶應義塾大学病院感染制御部の高野八百子先生にお引き
受け頂きました。本総会の準備に御尽力頂くとともに、副会長講演も予定されております。
　本総会は3年ぶりに東京で開催されることになりました。3年前と同様にグランドプリンスホテ
ル新高輪での開催ですが、前回は雪の中での開催でしたので、今回は天候に恵まれることを願っ
ております。
　2020年の東京オリンピックを控え、東京の交通の要衝でもある品川も様変わりしつつあります。
品川の景観も併せてお楽しみ頂ければと考えております。
　開催にあたり、プログラム委員会の皆様方をはじめ、数多くの学会関係者の皆様に多大な御支
援、御指導を頂きましたことに改めて感謝申し上げます。
　本総会に多くの会員の皆様方に御参加頂き、本会が明日からのわが国の感染対策の発展に結び
つくことになれば、大変有り難いと考えております。
　第33回日本環境感染学会総会・学術集会が実りある有意義な会になりますように、皆様の御指
導、御支援のほどよろしくお願い申し上げます。

第33回日本環境感染学会総会・学術集会の開催にあたって
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第 33 回日本環境感染学会総会・学術集会
副会長　高野八百子

（慶應義塾大学病院　感染制御部）

　このたび、第33回日本環境感染学会総会・学術集会針原康会長よりご指名いただき副会長の任
につかせていただきました。
　初の副会長という大役をいただき、責任を果たせるのか不安がございますが、会長の針原康先
生、プログラム委員長の森兼啓太先生をはじめ24名のプログラム委員の先生方に助けていただき
ながら、努めているところでございます。拝命いただきまた、ご指導くださり誠にありがとうご
ざいます。

　本総会のテーマである「感染制御における Best Practice の追求」はまさに、私たちの日々の実
践であり、長年の課題ともいえるでしょう。すべての演題が私たちの明日からの活動に大きな示
唆となるのではないでしょうか。さらにすべての施設の感染対策の発展に貢献することになれば
と願っております。
　私自身、参加・拝聴し、次の活動につなげるよう期待できる大変 楽しみな充実したプログラム
になっております。

　本学術集会への参加およびご発表いただく先生方に感謝申しあげますと同時に、ご指導・ご協
力くださいますようよろしくお願い申し上げます。

副会長からのご挨拶
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第 33 回日本環境感染学会総会・学術集会
プログラム委員長　森兼　啓太

（山形大学医学部附属病院　検査部・感染制御部）

　第 33 回日本環境感染学会総会・学術集会にご参加下さいまして、誠にありがとうございます。

　感染制御は、医療における「複雑系」です。常に多職種が関わり、個々の患者のアウトカムは
その患者自身の要因だけでなく、周囲の患者や医療者の人的要因などに大きく左右されます。心
理学、行動科学など様々な領域の知見が必要な活動であると言えます。この複雑系の世界で、根
拠を求めつつも、それらを統合し最善を尽くす、これが感染制御における Best Practice であると
言えます。

　針原会長が掲げられた本テーマに沿って、24 名のプログラム委員の方々にご協力頂き、企画を
進めて参りました。委員の方々には、指定演題の企画立案・演者の推薦、一般演題の査読を行っ
て頂きました。この場を借りてお礼申し上げます。更に、コアメンバー委員として複数の打合せ
や座長候補を提案して下さった、國島広之先生・渋谷智恵先生・満田年宏先生のご尽力なくして
は、プログラム編成は不可能でした。3 人の先生方には重ねてお礼申し上げます。

　お陰様をもちまして、感染制御の領域における様々な問題を幅広くカバーする、充実したプロ
グラムが出来上がりました。セッション種別ですが、「シンポジウム」はあるテーマに対して卓越
した複数の演者がその考えや経験を述べる場、「パネルディスカッション」はまだ結論が出ていな
いテーマに対して複数の演者が各々の意見を述べ討論する場、「ベーシックレクチャー」は感染制
御の基本的な事項に関する講義、「教育講演」は先進的・特異的内容に関する講義、といった構成
にしております。この他、会長講演や理事長講演、招請講演などの特別セッションもご用意して
おります。ご自分の関心やレベルに合わせてご聴講下さい。

　限られた会期に多くの企画を立案したため、これも聞きたい、あれも聞きたい、しかし時間帯
が重なっている、といった状況も多く見られるのではないかと思います。まずはプログラム全体
をよくご覧頂き、聴講されるセッションのプラニングを御願い申し上げます。また、例年、どの
会場も混雑が激しく、立ち見はおろか会場に入れないという事象もしばしば発生しています。今
年は例年より座席数が多くなっており、また入場者数予測に基づく会場配置を行っておりますの
で、いくぶん緩和されるのではないかと考えております。それでも立ち見になってしまった場合
は、どうかご寛恕下さい。

　最後に、ご参加下さった皆様が良好な環境のもとで 2 日間勉強され、新たな知見を得られ、ま
た知識の整理をされ、それらを明日からの現場での感染制御に活かされんことを祈念しておりま
す。

プログラム委員長からのご挨拶
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回 開催年 開催地 歴代会長
第 1 回 1986 年 東　京 上田　　泰（東京慈恵会医科大学　名誉教授）
第 2 回 1987 年 東　京 清水喜八郎（東京女子医科大学　内科）
第 3 回 1988 年 東　京 小林　寛伊（東京大学医学部　中央手術部）
第 4 回 1989 年 大　阪 三輪谷俊夫（大阪大学　微生物病研究所）
第 5 回 1990 年 東　京 五島瑳智子（東邦大学医学部　微生物学）
第 6 回 1991 年 東　京 出月　康夫（東京大学医学部　第二外科）
第 7 回 1992 年 福　岡 熊澤　淨一（九州大学医学部　泌尿器科）
第 8 回 1993 年 東　京 川名　林治（岩手医科大学医学部　細菌学）
第 9 回 1994 年 東　京 松本　文夫（神奈川県衛生看護専門学校付属病院）
第10回 1995 年 倉　敷 副島　林造（川崎医科大学　呼吸器内科）
第11回 1996 年 東　京 斎藤　　厚（琉球大学医学部　第一内科）
第12回 1997 年 新　潟 荒川　正昭（新潟大学医学部　第二内科）
第13回 1998 年 東　京 岩井　重富（日本大学医学部　第三外科）
第14回 1999 年 名古屋 品川　長夫（名古屋市厚生院）
第15回 2000 年 大　分 那須　　勝（大分医科大学　第二内科）
第16回 2001 年 東　京 柴　　孝也（東京慈恵会医科大学　内科学）
第17回 2002 年 大　阪 永井　　勲（社会保険紀南綜合病院）
第18回 2003 年 横　浜 木村　　哲（東京大学医学部付属病院　感染制御部）
第19回 2004 年 横　浜 砂川　慶介（北里大学医学部　感染症学）
第20回 2005 年 神　戸 守殿　貞夫（神戸大学大学院　腎泌尿器科学）
第21回 2006 年 東　京 山口　惠三（東邦大学医学部　微生物・感染症学）
第22回 2007 年 横　浜 小西　敏郎（NTT 東日本関東病院）
第23回 2008 年 長　崎 河野　　茂（長崎大学医歯薬総合研究所　感染免疫学）
第24回 2009 年 横　浜 辻　　明良（東邦大学医学部看護学科　感染制御学）
第25回 2010 年 東　京 小野寺昭一（東京慈恵会医科大学　感染制御部）
第26回 2011 年 横　浜 大久保　憲（東京医療保健大学大学院　感染制御学）
第27回 2012 年 福　岡 尾家　重治（山口大学医学部付属病院　薬剤部）

第28回 2013 年 横　浜 賀来　満夫
　（東北大学大学院医学系研究科　感染制御・検査診断学分野）

第29回 2014 年 東　京 岩田　　敏（慶應義塾大学医学部　感染症学）
第30回 2015 年 神　戸 荒川　創一（神戸大学医学部付属病院　感染制御部）

第31回 2016 年 京　都
一山　　智
　（  京都大学大学院医学研究科　臨床病態検査学/ 

京都大学医学部附属病院　検査部・感染制御部）

第32回 2017 年 神　戸 森屋　恭爾
　（東京大学大学院医学系研究科　病因病理学専攻感染制御学）

第33回 2018 年 東　京 針原　　康（NTT 東日本関東病院）

日本環境感染学会総会記録
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副会長
高野八百子 慶應義塾大学病院　感染制御部

プログラム委員長
森兼　啓太 山形大学医学部附属病院　検査部・感染制御部

プログラム委員
内山　正子 新潟大学医歯学総合病院　感染管理部
大毛　宏喜 広島大学病院　感染症科
大友　陽子 東京女子医科大学病院　総合感染症・感染制御部
大曲　貴夫 国立国際医療研究センター　感染症内科
小野　和代 東京医科歯科大学医学部附属病院　看護部
小野寺直人 岩手医科大学医学部臨床検査医学講座・附属病院感染症対策室
國島　広之 聖マリアンナ医科大学　感染症学講座
黒須　一見 国立研究開発法人　国立国際医療研究センター　国際医療協力局
小池　竜司 東京医科歯科大学医学部附属病院　感染制御部
坂木　晴世 国立病院機構西埼玉中央病院　看護部
坂本　春生 東海大学医学部附属八王子病院　口腔外科
佐藤　智明 東京大学医学部附属病院　感染制御部　検査部
佐和　章弘 広島国際大学　薬学部　医療薬学研究センター
渋谷　智恵 公益社団法人日本看護協会　看護研修学校　認定看護師教育課程
高山　和郎 東京大学医学部附属病院薬剤部
竹末　芳生 兵庫医科大学　感染制御学
多湖ゆかり 彦根市立病院
藤田　　烈 帝京大学医学部　臨床研究医学講座
本田　　仁 東京都立多摩総合医療センター　感染症科
三澤　成毅 順天堂大学医学部附属順天堂医院　臨床検査部
満田　年宏 東京女子医科大学病院総合感染症・感染制御部　感染制御科
村上　啓雄 岐阜大学医学部附属病院　生体支援センター
森澤　雄司 自治医科大学　感染制御部
吉田　正樹 東京慈恵会医科大学　感染制御部

（敬称略五十音順）

第33回日本環境感染学会総会・学術集会 プログラム委員
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会場周辺図
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無料シャトルバス（品川～高輪エリア循環）のご案内

※ 状況により運行時間、本数
およびルートが変更にな
る場合がございます。

※ 各ホテル利用者の使用する
バスのため時間帯や人数
によっては、ご乗車いただ
けない場合もございます。
ご了承ください。
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ク
セ
ス
・
会
場
案
内
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会場案内

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会

EV EV EV EV

黄玉

階段
エスカレーター

青玉 紅玉 白玉

萩

EV

EV

藤

さくらB

さくらA

※第1～3会場の講演発表
　データのみ受付可

レセプションホール

エントランスホール
うずしお

ティーサロン　バザール

エントランス
ロビー

玄関

第１会場
（飛天）

ポスター会場
（レセプションホールさくら）

休憩コーナー

書籍展示
（株式会社紀伊國屋書店）

企業展示
（株式会社VIPグローバル）

第３会場
（平安） 第２会場

（天平）

階
段

第４会場
（瑞光）

第５会場
（旭光）

第６会場
（暁光）

グランドプリンスホテル新高輪
B1F

グランドプリンスホテル新高輪
B1F

グランドプリンスホテル新高輪
3F

グランドプリンスホテル新高輪
3F

国際館パミール
1F

国際館パミール
1F

王庭

主催・運営本部企業展示会場・
休憩スペース

参加受付・学会
事務局デスク

事前参加登録デスク

昼食提供コーナー
整理券配付所 連絡通路

クローク

クローク

階段
エスカレーター

エントランスロビー

PCセンター①ポスター座長受付デスク

休憩コーナー

書籍展示
（株式会社クマノミ出版）

グランドプリンスホテル
新高輪 1F へ通行可能

ア
ク
セ
ス
・
会
場
案
内
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The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control

神殿「雅」

写真室

プリエ
ウェディング
チャペル

コスチュームサロン

宴会場ロビー

若葉

若草

階段

若芝

EV EV EVEV

エスカレーター

階段
エスカレーター

女性更衣室 男性更衣室

302 301
EV EV EV

エスカレーター
階段

EV

階段

エスカレーター

オニキス

国際館パミール
2F

国際館パミール
2F

国際館パミール
3F

国際館パミール
3F

グランドプリンスホテル高輪
B1F

グランドプリンスホテル高輪
B1F

第７会場
（青葉）

第11会場
（香雲） 第10会場

（白雲）

第９会場
（慶雲）

企業展示会場
（北辰）

第８会場
（松葉）

書籍展示
（株式会社志学書店）

PCセンター②

企業展示会場
（翠雲）

書籍展示（株式会社ガリバー）

第15会場
（アメジスト）

第14会場
（ロイヤルルーム） 第13会場

（クラウンルーム） 第12会場
（プリンスルーム）

※第4～11会場の
　講演発表データ
　のみ受付可

休憩＆
スイーツコーナー
ドリンクコーナー

休憩＆
スイーツコーナー
ドリンクコーナー

昼食提供
コーナー
昼食提供
コーナー

昼食提供
コーナー
昼食提供
コーナー

2月23日（金）19：10～
意見交換会

2月23日（金）19：10～
意見交換会

※第12～15会場の
　講演発表データ
　のみ受付可

PCセンター③

ア
ク
セ
ス
・
会
場
案
内
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企業展示会場　スタンプラリーのご案内

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会

EV EV EV EV

黄玉

階段
エスカレーター

青玉
K01～
　K08

紅玉
K09～
　K15

白玉

302 301
EV EV EV

エスカレーター
階段

ティーサロン　バザール

エントランス
ロビー

玄関

第４会場
（瑞光）

第５会場
（旭光）

第６会場
（暁光）

国際館パミール
1F

国際館パミール
1F

王庭

国際館パミール
3F

国際館パミール
3F

第11会場
（香雲）

第10会場
（白雲）

第９会場
（慶雲）

企業展示会場
（北辰）

H01-1
H21～H48

H02～H18
H49～H50

企業展示会場
（翠雲）
S01～S42

階段
エスカレーター

エントランスロビー

企業展示会場・休憩スペース

休憩＆
スイーツコーナー
ドリンクコーナー

休憩＆
スイーツコーナー
ドリンクコーナー

会期中、国際館パミールの企業展示会場内でスタンプラリーを開催いたします。
展示会場内の各エリア（青・赤・緑・黄）で、スタンプを4つ集めていただいた方には、参加証付
属のスタンプカードと引き換えに、特製スイーツをプレゼントいたします。
皆さま奮って企業展示会場へお越しください。
※無くなり次第、配付を終了いたします。
詳細は、学術集会ホームページ（http://www.congre.co.jp/33jsipc/）でご案内いたします。

開催時間 2月23日（金） 9：00～18：00 2月24日（土） 8：30～15：00

企
業
展
示
会
場
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企業展示会場（グランドプリンスホテル新高輪 パミール館 3F 北辰）

H21H22

H23

H24

H25

H26H27

H28

H29H30

H31

H32

H33

H34

H35

H01-1

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

企
業
展
示
会
場
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No. 出展社名
H01-1 株式会社VIPグローバル
H21 ミドリ安全株式会社
H22 ビー・ブラウンエースクラップ株式会社
H23 アルケア株式会社
H24 株式会社メルシー
H25 スリーエム ジャパン株式会社
H26 メディキット株式会社
H27 株式会社小池メディカル
H28 丸石製薬株式会社
H29 日本コヴィディエン株式会社
H30 株式会社ミタス
H31 コヴィディエンジャパン株式会社
H32 TOTO株式会社
H33 オオサキメディカル株式会社
H34 宇都宮製作株式会社

No. 出展社名
H35 ハクゾウメディカル株式会社
H36 日機装株式会社/日科ミクロン株式会社
H37 健栄製薬株式会社
H38 シャボン玉石けん株式会社
H39 兼一薬品工業株式会社
H40 株式会社名優
H41 株式会社スズケン
H42 吉田製薬株式会社
H43 旭化成アドバンス株式会社
H44 株式会社大塚製薬工場
H45 株式会社フリーキラ製薬
H46 株式会社東陽テクニカ
H47 パラマウントベッド株式会社
H48 シオエ製薬株式会社



企業展示会場（グランドプリンスホテル新高輪 パミール館 3F 北辰）

H50

H02

H49

H03

H04

H05

H06

H07

H08 H08

H09H10

H11 H11

H12

H14

H13

H15

H16H16

H17H17

H18

企
業
展
示
会
場
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No. 出展社名
H02 サクラ精機株式会社
H03 イオンディライト株式会社
H04 杉田産業株式会社
H05 株式会社 IMU・GENOS
H06 株式会社パルメディカル
H07 株式会社医療福祉研究所
H08 株式会社モレーンコーポレーション

H09 富士フイルム株式会社/ 
富士フイルムメディカル株式会社

H10 メドライン・ジャパン合同会社

No. 出展社名
H11 日本ベクトン・ディッキンソン株式会社
H12 ニプロ株式会社
H13 株式会社メディコン
H14 小川医理器株式会社
H15 テルモ株式会社
H16 アトムメディカル株式会社
H17 ハリヤード・ヘルスケア・インク
H18 サラヤ株式会社
H49 ベックマン・コールター株式会社
H50 株式会社岡村製作所



企業展示会場（グランドプリンスホテル新高輪 パミール館 3F 翠雲）

S01

S37

S38

S39

S40

S41

S02

S03

S04

S05

S06

S07

S08

S09

S10

S11

S12
S13

S14

S15
S16

S17

S18

S19

S20

S21

S22

S23S24

S25
S26

S27

S28

S29

S30

S31

S32

S33

S34

S35

S36

S42

No. 出展社名
S01 株式会社カネカ
S02 株式会社ニチオン
S03 キッコーマンバイオケミファ株式会社
S04 シスメックス株式会社
S05 花王プロフェッショナル・サービス株式会社
S06 東栄部品株式会社
S07 株式会社アースブルー
S08 株式会社カインドウェア
S09 三興化学工業株式会社
S10 株式会社ケアコム
S11 NPO法人 HAICS研究会
S12 ニッタ株式会社
S13 イワツキ株式会社
S14 ニュートリー株式会社
S15 関東化学株式会社
S16 アイテック阪急阪神株式会社
S17 株式会社写真化学
S18 株式会社日本医化器械製作所
S19 日本製紙クレシア株式会社
S20 株式会社スミロン
S21 川本産業株式会社
S22 ビオメリュー・ジャパン株式会社
S23 有限会社 グッツール
S24 ケーディーアイコンズ株式会社
S25 栄研化学株式会社
S26 株式会社セーフマスター
S27 株式会社スギヤマゲン
S28 白十字株式会社
S29 メンリッケヘルスケア株式会社
S30 有限会社テクノアメニティ
S31 株式会社NBCメッシュテック
S32 株式会社ダン・タクマ
S33 オックスフォード・イムノテック株式会社
S34 アリーアメディカル株式会社
S35 株式会社ジェイ・エム・エス
S36 大研医器株式会社
S37 日本エア・リキード株式会社
S38 平和メディク株式会社
S39 株式会社グッドスマイルインターナショナル
S40 杏林製薬株式会社
S41 キョーリンメディカルサプライ株式会社
S42 大衛株式会社

企
業
展
示
会
場
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企業展示会場（グランドプリンスホテル新高輪 パミール館 1F 青玉・紅玉）

No. 出展社名
K01 株式会社セントラルユニ
K02 メディコムジャパン
K03 株式会社トーカイ/株式会社ティ・アシスト
K04 株式会社重松製作所
K05 株式会社メディテックジャパン
K06 スミスメディカル・ジャパン株式会社
K07 アキレス株式会社
K08 興研株式会社
K09 株式会社共和
K10 株式会社エリカ オプチカル
K11 東洋羽毛首都圏販売株式会社
K12 株式会社長谷川綿行
K13 日本メディカルプロダクツ株式会社
K14 シーバイエス株式会社
K15 乾商事株式会社

K01

K02

K03

K04

K05

K06

K07

K09

K10

K11

K12

K13

K14
K08

紅玉紅玉青玉青玉

K15企
業
展
示
会
場
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日程表　1日目（2月23日金）

グランドプリンスホテル新高輪
第1会場

（B1F 飛天）
第2会場
（3F 天平）

第3会場
（3F 平安）

ポスター会場
（B1F さくら）

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

開会式
会長講演

外科診療と感染対策
司会：小西 敏郎 演者：針原 康

理事長講演
感染制御におけるパラダイムシフ

ト―日本環境感染学会が 
目指すべき未来像―

司会：大久保 憲 演者：賀来 満夫

シンポジウム1
手指衛生遵守率の評価と 

フィードバック―最新技術を 
用いた先端施設の取り組み
司会：操 華子、飯沼 由嗣　　
演者：浅野 恵子、有瀬 和美、 

　新居 晶恵、堀 賢

ランチョンセミナー 1
CDCガイドライン2011 の 

その後－閉鎖式デバイス、その
選択に誇りを持てますか？－

共催：日本ベクトン・ディッキンソン㈱

招請講演 1
看護師のキャリア教育の 

動向と今後
司会：小林 伊
演者：坂本 すが

名誉会員・功労会員授与式 
学会賞表彰・受賞講演 
上田 Award 表彰

第 14 回教育委員会講習会
あなたの施設にも 
CRE がやってくる

司会：川名 明彦、平松 玉江　　　　　
演者：   貫井 陽子、美島 路恵、西 圭史、 

三澤 成毅

教育講演 1
知っていますか？ B 型肝炎教育のこと：

医療従事者養成課程における実態と課題
司会：前田 ひとみ 演者：操 華子

教育講演 2
大規模災害における 
口腔保健活動の課題

司会：緒方 剛 演者：足立 了平

教育講演 3
ベッドパンウォッシャー：フラッシャー
ディスインフェクター（FD）の適正使用
司会：鍋谷 佳子 演者：村上 啓雄

教育講演 4
薬剤耐性・アウトブレイクとコスト

司会：一山 智　
演者：今中 雄一

ベーシックレクチャー 1
感染制御に必要な統計学 

～統計を学ぶための第一歩～
司会：斧 康雄 演者：菊地 義弘

ベーシックレクチャー 2
消毒薬の視点から覗く感染制御～実
践に役立つ消毒薬の基礎知識～

司会：白石 正 演者：潮平 英郎

スイーツセミナー 1
針刺し損傷防止機能付きペン型
注入器用注入針の導入効果

共催：日本ベクトン・ディッキンソン㈱

アフタヌーンセミナー 1
感染対策地域ネットワークの今、これ
から ～躊躇するアナタ、でもアナタな
らきっとできる！ネットワーク構築～

共催：丸石製薬㈱

教育講演 5
培養検査のプロセスを考える～原
因菌を確実に検出するために～
司会：大毛 宏喜 演者：日暮 芳己

一般口演 1
抗菌薬適正使用 -1

O1-1～6

一般口演 2
抗菌薬適正使用 -2

O2-1～6

一般口演 3
抗菌薬適正使用 -3

O3-1～5

ランチョンセミナー 2
あらためて見直そう、尿路感染管

理～AMR 対策も踏まえて～
共催：㈱メディコン

一般口演 4
抗菌薬適正使用 -4

O4-1～6

一般口演 5
抗菌薬適正使用 -5

O5-1～6

一般口演 6
抗菌薬適正使用-6

O6-1～6

ポスター貼付

ポスター閲覧

ポスター発表（前半）

ポスター発表（後半）

ポスター閲覧

ポスター撤去

BSI-1～2
SSI-1
歯科・医療材料
手指衛生 -1～4
インフルエンザ -1～2
C.difficile・ノロウイルス
抗菌薬適正使用 -1～4
消毒・洗浄・減菌
MRSA 等の細菌感染

針刺し切創・体液曝路
結核
標準予防策、経路別予防策 -1～2
組織、活動 -1～2
教育、啓発 -1～2
アウトブレイク-1～3
ウイルス感染
NICU
地域連携 -1～2

ポ
ス
タ
ー
発
表

企業展示時間　9：00～18：00

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会

日
程
表
（
１
日
目
）
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国際館パミール
第4会場
（1F 瑞光）

第5会場
（1F 旭光）

第6会場
（1F 暁光）

第7会場
（2F 青葉）

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

一般口演 7
環境整備 -1
O7-1～6

一般口演 8
教育、啓発 -1
O8-1～6

一般口演 9
教育、啓発 -2
O9-1～5

ランチョンセミナー 3
誤刺防止機構付静脈留置針導入

10 年　新たな課題と対策
共催：ビー・ブラウンエースクラップ㈱

一般口演 10
手指衛生 -1
O10-1～6

一般口演 11
手指衛生 -2
O11-1～6

アフタヌーンセミナー 2
医療環境のきれいごと

共催：㈱モレーンコーポレーション

シンポジウム2
感染制御の戦略 

～どのように推進しますか～
司会：植田 貴史、橋本 丈代
演者：  一木 薫、塚田 真弓、帯金 里美、

泉澤 友宏

災害時感染制御検討委員会 
企画

感染制御のスペシャリストが担う
べき災害時の役割～我々は何を学
び、何を創ろうとしているのか～
司会：櫻井 滋、加來 浩器
基調発言：賀来 満夫
演者： 泉川 公一、加來 浩器、 

菅原 えりさ、児玉 栄一

ランチョンセミナー 4
手指衛生とその周辺に関するホット
トピックス～患者さんにも医療者に
も優しい手指衛生を目指して～

共催：サラヤ㈱

JHAIS 委員会企画
サーベイランスのプロが伝授！ 

2016 年 JHAISサマリーと症例判定
司会：高野 八百子、針原 康
演者： 森兼 啓太、藤田 烈、坂木 晴世、

清水 潤三、渡邉 都貴子、 
柴谷 涼子

パネルディスカッション1
軟性内視鏡器具の再生処理に関

する課題と動向
司会：金光 敬二、島崎 豊
演者： 木村 英伸、齋藤 康一郎、 

長谷川 久弥、高階 雅紀

あり方委員会企画
ファシリティマネジメント 

感染管理担当者のあり方を考える
司会：菅野 みゆき、吉田 眞紀子
演者：坂本 史衣、小野 勤子、岡 幸彦
追加発言：賀来 満夫

日本環境感染学会・職業感染
制御委員会との合同企画
職業感染制御委員会企画

司会：國島 広之、菅野 みゆき
演者：  藤田 昌久、豊川 真弘、四柳 宏、

吉川 徹

教育講演 6
在宅ケアにおける感染管理の考え方 

～地域包括ケアシステムの推進に備える
司会：上灘 紳子 演者：高山 義浩

教育講演 7
肺結核の院内感染対策～空気感染
対策の実際と感染拡大防止の方法～
司会：堀 誠治 演者：井端 英憲

教育講演 8
AMR・HAI サーベイランスの今後

司会：村木 優一　
演者：早川 佳代子

日本救急医学会合同企画
「救急外来部門における感染対

策」の標準化に挑む 2017
司会：池田 弘人、佐々木 淳一
第一部： 合同 WG 活動報告 2017
演者：  森田 正則、椎野 泰和、藤田 昌久、

志馬 伸朗
第二部：感染対策をディベートで考え

る！救急医 vs 感染制御医
プレゼンター：鍋谷 佳子
ディスカッサント：  松山 重成、長門 直、

添田 博

教育講演 9
学校・保育園・幼稚園における感染
予防―日常的な指導とアウトブレイク

発生時の支援の実際
司会：高野 八百子 演者：坂木 晴世

教育講演 10
病院清掃委託事業者は医療 
サービスの質向上の担い手

司会：森屋 恭爾 演者：菅原 えりさ

一般口演 12
BSI（血液感染）-1
O12-1～6

一般口演 13
BSI（血液感染）-2
O13-1～5

一般口演 14
プロセス管理
O14-1～5

ランチョンセミナー 5
当院 ICTの取り組み～インフルエン
ザを例として、看護師の立場で～
共催：富士フイルム㈱ /　　　　 
　　　富士フイルムメディカル㈱

一般口演 15
微生物検査
O15-1～6

スイーツセミナー 2
手荒れ対策もバッチリ！手指衛生
遵守率アップに向けた取り組み
共催：杏林製薬㈱ /　　　　 
　　　日本エア・リキード㈱
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日程表　1日目（2月23日金）

国際館パミール
第8会場
（2F 松葉）

第9会場
（3F 慶雲）

第10会場
（3F 白雲）

第11会場
（3F 香雲）

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

一般口演 16
消毒・洗浄・減菌 -1

O16-1～6

一般口演 17
消毒・洗浄・減菌 -2

O17-1～6

一般口演 18
消毒・洗浄・減菌 -3

O18-1～5

ランチョンセミナー 6
現場での器材の再生処理と薬剤
耐性菌対策～ローカルルールに

なっていませんか？～
共催：吉田製薬㈱

昼食提供コーナー 昼食提供コーナー

一般口演 19
標準予防策、経路別予防策

O19-1～6

一般口演 20
針刺し切創・体液曝路 -1

O20-1～6

一般口演 21
針刺し切創・体液曝路 -2

O21-1～6

教育講演 11
カテーテル関連尿路感染を減ら

すサーベイランスと対策
司会：高橋 聡　
演者：坂本 史衣

教育講演 12
感染対策を「習慣」にする 
サーベイランスデータの活用

司会：木津 純子 演者：坂本 史衣

教育講演 13
SSI防止ガイドラインをどう考えるか

司会：荒川 創一
演者：清水 潤三

日本外科感染症学会合同企画
手術部位感染予防の考え方 

―エビデンスの解釈と 
コストについて

司会：大久保 憲、渋谷 智恵
パネリスト： 渡邉 学、畑 啓昭、 

青山 恵美、澤木 ゆかり
プレゼンター：大毛 宏喜
総括発言：吉田 理香

シンポジウム3
看護師特定行為研修を 
感染管理に活用する

司会：洪 愛子、森澤 雄司
演者：  渋谷 智恵、柴谷 涼子、細田 清美、

齋藤 佑輔

新生児感染症管理予防研究会
合同シンポジウム

NICUの感染制御－次の10年に
向けた課題3選

司会：大城 誠、星野 智子
演者：  大城 誠、松永 展明、木下 大介、 

坂木 晴世

パネルディスカッション2
環境浄化の新しい技術と 

医療現場への応用
司会：大久保 憲、吉田 理香
演者：  大久保 憲、尾家 重治、金森 肇、

西村 秀一

ランチョンセミナー 7
クロストリジウム・ディフィシル感
染症の日常診療の課題に迫る 
～診断、治療、感染管理～
共催：アステラス製薬㈱

職業感染制御研究会企画 
（シンポジウム）

血液体液曝露の残された課題
司会：満田 年宏、李 宗子
演者：  李 宗子、満田 年宏、網中 眞由美、

森澤 雄司

教育講演 14
JANISデータの利用法について
司会：柴山 恵吾　　　　　　
演者：筒井 敦子、加藤 維斗

パネルディスカッション3
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌

（CRE）を取り巻く現状： 
課題と対策

司会：泉川 公一、石井 良和
演者：  鈴木 里和、石井 良和、八木 哲也、

長谷川 悠太・藤田 せつ子

パネルディスカッション4
国外で拡散し国内へ持ち込まれる

薬剤耐性菌と感染対策
司会：大曲 貴夫、三澤 成毅
演者：  菅井 基行、長野 則之、石井 良和、

早川 佳代子

シンポジウム4
今だから知りたい口腔衛生管理

の基礎知識
司会：坂本 春生、栗原 英見
演者：  今井 健一、岸本 裕充、高橋 美穂、

長谷 由紀子

パネルディスカッション5
サーベイランスデータに基づいた
現場実践～効果的なサーベイラ
ンスのフィードバックに向けた 

私たちの取り組み～
司会：黒須 一見、大石 貴幸
演者：  嶋 雅範、黒木 利恵、片岡 明美、

下川 結花

シンポジウム5
抗菌薬適正使用支援プログラム

をめぐる新しい展開
司会：森澤 雄司、松本 哲哉
演者：  山田 康一、足立 遼子、矢島 秀明、

寺山 義泰

意見交換会
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グランドプリンスホテル高輪
第12会場

（B1F　プリンスルーム）
第13会場

（B1F　クラウンルーム）
第14会場

（B1F　ロイヤルルーム）
第15会場

（B1F　アメジスト）
8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

パネルディスカッション6
施設内アウトブレイク 

こんなとき ICT はどうする？
司会：大友 陽子、小池 竜司
演者：  三浦 美穂、池谷 修、太田 浩敏、

石黒 信久

シンポジウム6
どっぷり浸りたいあなたへ 

～透析関連感染サーベイランスを
元にした感染対策から、透析室で
日常遭遇する感染症対策まで～
司会：森兼 啓太、多湖 ゆかり
演者： 森兼 啓太、山下 恵美、

多湖 ゆかり、谷口 弘美、
林沼 聖子

ランチョンセミナー 8
Formulation matters ～組成が 
示唆する手指消毒剤の効果～
共催：ゴージョージャパン㈱

日本医療薬学会 
合同シンポジウム

AMR 対策アクションプランへの貢
献：両学会がどのように関わって
いくか・どのように結果を出して

いくか！
司会：小野寺 直人、北原 隆志
演者： 高山 和郎、堀 賢、猪川 和朗、

小田 真隆、舘田 一博

私立医科大学病院 
感染対策推進会議企画

病院における薬剤耐性菌対策―私立医科大
学病院感染対策推進会議データからの考察―
司会：岩田 敏  　　　　　　　　　
演者：三澤 成毅、池谷 修、藤田 烈
追加発言：堀 誠治  　　　　　　　

シンポジウム7
薬剤師が ICT、ASTメンバーの中
で果たす役割を今改めて考える
司会：佐和 章弘、山崎 博史
演者：  山崎 博史、村木 優一、前田 真之、

白石 正
統括発言：小野寺 直人

一般口演 22
インフルエンザ -1
O22-1～6

一般口演 23
インフルエンザ -2
O23-1～6

一般口演 24
インフルエンザ -3
O24-1～5

ランチョンセミナー 9
みんなで取り組む小児の感染管
理 ～手洗いからワクチンまで～
共催：ジャパンワクチン㈱ / 

第一三共㈱　

教育講演 15
消毒薬の適切な使用と 

新世代消毒薬
司会：佐和 章弘 演者：頼岡 克弘

一般口演 25
地域連携 -1
O25-1～6

一般口演 26
地域連携 -2
O26-1～6

一般口演 27
薬剤耐性菌
O27-1～4

ランチョンセミナー 10
手術室の感染対策を改善するた

めのコツ
共催：ハリヤード・ヘルスケア・インク

一般口演 28
ウイルス感染 -1
O28-1～5

一般口演 29
ウイルス感染 -2
O29-1～4

一般口演 30
細菌感染
O30-1～6

同時通訳
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日程表　2日目（2月24日土）

グランドプリンスホテル新高輪
第1会場

（B1F 飛天）
第2会場
（3F 天平）

第3会場
（3F 平安）

ポスター会場
（B1F さくら）

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

シンポジウム8
2017 年の感染制御に関する 

Top Papers
司会：森兼 啓太
演者：本田 仁、早川 佳代子、森兼 啓太

パネルディスカッション7
アウトブレイクの経験を 
どのように生かすか

司会：藤田 烈、八木 哲也
演者：原之園 美希、稲垣 薫、松永 直久

副会長講演
多職種が力を発揮して感染対策を極める（予定）
司会：柴 孝也 演者：高野 八百子

招請講演 2
医療事故調査制度について

司会：木村 哲　
演者：宮田 哲郎

日本環境感染学会多剤耐性菌
感染制御委員会企画

確認しよう！薬剤耐性グラム陰性桿
菌の基礎知識と感染対策の実践
司会：栁原 克紀、菅原 えりさ
演者： 小佐井 康介、石井 良和、 

渡邉 都貴子、山岸 由佳

閉会式

第 275 回 ICD 講習会
本邦における医療関連感染サー
ベイランスを知ろう̶医療関連感
染サーベイランスとその活用によ

る感染対策̶
司会：針原 康、草地 信也
演者： 筒井 敦子、針原 康、藤本 修平 

大曲 貴夫

教育講演 16
感染管理と栄養
司会：尾家 重治
演者：深柄 和彦

教育講演 17
実用化が期待されるワクチンの 

概要と展望
司会：辻 明良 演者：岡部 信彦

ランチョンセミナー 11
インフェクションZERO へ 

限りない挑戦
共催：㈱大塚製薬工場

教育講演 18
ファシリティドッグと感染対策

司会：満田 年宏
演者：森田 優子

ベーシックレクチャー 3
微生物を知ろう：アウトブレイクを 

起こす細菌　パート1
司会：佐藤 智明 　　　　　　
演者：園部 一成、和久田 光毅

ベーシックレクチャー 4
微生物を知ろう：アウトブレイクを 

起こす細菌　パート2
司会：中島 一敏 　　　
演者：河口 豊、奥川 周

ベーシックレクチャー 5
大規模調理施設としての 
病院給食食品安全管理

司会：内田 美保 演者：一色 賢司

一般口演 31
手指衛生 -3
O31-1～6

一般口演 32
手指衛生 -4
O32-1～6

一般口演 33
手指衛生 -5
O33-1～6

一般口演 34
組織、活動 -1
O34-1～6

一般口演 35
組織、活動 -2
O35-1～5

一般口演 36
C.difficile
O36-1～6

ポスター貼付

ポスター閲覧

ポスター発表（前半）

ポスター発表（後半）

ポスター撤去

BSI-3～4
手指衛生 -5～7
抗菌薬適正使用 -5～6
教育、啓発 -3～4
ワクチン
組織、活動 -3
アウトブレイク-4～5
環境整備 -1～2
薬剤耐性菌 -1～2

微生物検査 -1～2
サーベイランス
病院建築設備
医療機器
SSI-2
地域連携 -3～4
プロセス管理 -1～2
その他 -1～2

ポ
ス
タ
ー
発
表

企業展示時間　8：30～15：00（青玉、紅玉のみ 16：30まで）
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国際館パミール
第4会場
（1F 瑞光）

第5会場
（1F 旭光）

第6会場
（1F 暁光）

第7会場
（2F 青葉）

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

一般口演 37
組織、活動-3
O37-1～6

一般口演 38
組織、活動-4
O38-1～6

一般口演 39
組織、活動-5
O39-1～5

ランチョンセミナー 12
もっと良くなる環境整備のポイント
～手指衛生だけじゃダメなの？～

共催：テルモ㈱

一般口演 40
手指衛生 -6
O40-1～6

一般口演 41
手指衛生 -7
O41-1～6

一般口演 42
NICU

O42-1～5

シンポジウム9
医療機関・行政におけるバイオ

セーフティを考える
司会：金光 敬二、長沢 光章
演者： 篠原 克明、堀 成美、田中 慎一、

加來 浩器

パネルディスカッション8
HIV 感染症患者の入院・入所の

拡大のためにできること
司会：田邊 嘉也、内山 正子
演者： 横幕 能行、池田 和子、桑原 正祐、

水野 雄介

ランチョンセミナー 13
環境整備と医療経済

共催：杏林製薬㈱ /     　　　　　　　 
　　　キョーリンメディカルサプライ㈱

一般口演 43
教育、啓発 -3
O43-1～6

一般口演 44
教育、啓発 -4
O44-1～5

一般口演 45
教育、啓発 -5
O45-1～5

教育講演 19
院内感染する輸入感染症ー麻疹、 
中東呼吸器症候群（MERS）、 
インフルエンザ A（H7N9）ー

司会：小野寺 昭一 演者：三﨑 貴子

教育講演 20
トコジラミの脅威：ムシすると 
トリ返しのつかない事態に！

司会：高橋 孝 演者：金井 信一郎

教育講演 21
4 学会提言： カルバペネム耐性腸内細菌科細菌への
臨床的対応―CPEを対象とした感染対策の重要性―
司会：草地 信也 演者：舘田 一博

ランチョンセミナー 14
結核 doctor’s delayゼロをめざして

－慈恵医大の取り組み－
共催：オックスフォード・イムノテック㈱

教育講演 22
AMRアクションプラン　日本の戦略

司会：竹末 芳生
演者：大曲 貴夫

教育講演 23
新規抗菌薬の必要性と開発状況

司会：臼杵 尚志
演者：花木 秀明

ベーシックレクチャー 6
どうする？手術室

司会：大友 陽子 　　　　　
演者：橋場 敦子、矢野 邦夫

一般口演 46
アウトブレイク-1
O46-1～6

一般口演 47
アウトブレイク-2
O47-1～6

一般口演 48
アウトブレイク-3
O48-1～5

一般口演 49
アウトブレイク-4
O49-1～6

一般口演 50
アウトブレイク-5
O50-1～5
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日程表　2日目（2月24日土）

国際館パミール
第8会場
（2F 松葉）

第9会場
（3F 慶雲）

第10会場
（3F 白雲）

第11会場
（3F 香雲）

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

一般口演 51
環境整備 -2
O51-1～6

一般口演 52
環境整備 -3
O52-1～6

一般口演 53
環境整備 -4
O53-1～5

ランチョンセミナー 15
検査室における感染対策

共催：サクラ精機㈱

一般口演 54
SSI-1

O54-1～6

一般口演 55
SSI-2

O55-1～6

一般口演 56
SSI-3

O56-1～5

シンポジウム10
VREアウトブレイク：地域におけ

る蔓延をどう阻止するか？ 
～地域での蔓延阻止は地域連携

が鍵を握る～
司会：満田 年宏、須川 真規子
演者：  山口 征啓、藤田 直久、下川 結花、

小林 利彰

教育講演 25
米国における医療疫学（Healthcare 
Epidemiology）の現状とその方向性
司会：山口 征啓 演者：後藤 道彦

教育講演 24
ジェネリック抗菌薬について 

もっと知ろう
司会：二木 芳人 演者：藤村 茂

パネルディスカッション9
シングルユース製品（SUD）を 

取り巻く諸問題
司会：千酌 浩樹、深尾 亜由美
演者： 橋本 真紀代、久保田 英雄、 

高階 雅紀、森井 大一
特別発言：大久保 憲

シンポジウム11
感染制御のエビデンスを作る

司会：小池 竜司、藤田 烈
演者： 平川 晃弘、横田 勲、松村 泰志、

田代 志門

シンポジウム12
日本におけるClostridioides
（Clostridium）difficile の 

流行状況と感染対策
司会：三澤 成毅、舘田 一博
演者：  加藤 はる、齋藤 良一、森 伸晃、

舘田 一博

パネルディスカッション10
地域包括ケアシステムを推進する
ために必要な感染対策の視点 
～病院、施設、在宅等様々な 

立場から～
司会：高山 義浩、高山 和郎
演者： 澤田 理恵、残間 由美子、 

別所 千枝、高山 義浩

ランチョンセミナー 16
手術時の感染予防：課題と対策

共催：三興化学工業㈱

編集委員会企画
臨床の知見をエビデンスにする 

―アクセプトされる論文を 
書くために―
司会：長谷川 直樹
演者：木津 純子　
　　　操 華子　　

職業感染制御研究会企画（ベーシックレクチャー）
研究にエピネットデータを利用するにあたって知るべきこと
司会：人見 重美 　　　　　　 
演者：木戸内 清、細見 由美子

シンポジウム13
Antimicrobial stewardship 
team のための MRSA 感染 

治療戦略
司会：山本 善裕、浜田 幸宏
演者： 浜田 幸宏、茂見 茜里、関 雅文、

辻 泰弘、植田 貴史
コメンテーター：竹末 芳生

シンポジウム14
感染制御担当者に求められる 

マネジメント力
司会：本田 仁、小野 和代
演者： 小西 竜太、本田 仁、大友 陽子、

浦上 宗治

シンポジウム15
診療科の特殊性を考慮した 

感染対策
司会：松永 直久、細田 清美
演者： 牧上 久仁子、大音 清香、 

青木 美栄子、岡森 景子

パネルディスカッション11
インフルエンザ対策 
̶どこまで行うか̶

司会：村上 啓雄、吉田 正樹
演者：  川名 明彦、菅野 みゆき、 

本田 順一、峯 麻紀子、吉田 正樹

昼食提供コーナー 昼食提供コーナー

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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グランドプリンスホテル高輪
第12会場

（B1F　プリンスルーム）
第13会場

（B1F　クラウンルーム）
第14会場

（B1F　ロイヤルルーム）
第15会場

（B1F　アメジスト）
8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

シンポジウム16
感染症診断・治療・制御に 

おける4 職種の役割と 
他職種に望むこと

司会：渋谷 智恵、佐藤 智明
演者：  龍野 桂太、古谷 直子、高橋 佳子、

溝口 美祐紀

シンポジウム17
欧米ガイドラインからみた 
手術部位感染予防対策

司会：土田 敏恵、小林 美奈子
演者：  土田 敏恵、畑 啓昭、川村 英樹、

高橋 佳子、渡邉 学

ランチョンセミナー 17
医療関係者のための予防接種

共催：アステラス製薬㈱

シンポジウム18
効果的な抗菌薬適正使用支援を

押し進めるために必要な 
エレメントは ?

司会：三鴨 廣繁、本田 仁
演者： 丹羽 隆、藤田 直久、鈴木 純、

森岡 慎一郎、堀越 裕歩

教育講演 26
逆ギレされないコミュニケーション 

team STEPPS の活用
司会：美島 路恵 演者：中澤 靖

一般口演 57
ワクチン -1
O57-1～7

一般口演 58
ワクチン -2
O58-1～7

ランチョンセミナー 18
カテーテル関連血流感染をどうモ
ニタリングするか？：血液培養サー

ベイランスシステムの有用性
共催：日本ベクトン・ディッキンソン㈱

一般口演 59
MRSA-1
O59-1～6

一般口演 60
MRSA-2
O60-1～6

一般口演 61
MRSA-3
O61-1～5

一般口演 62
UTI-1
O62-1～6

一般口演 63
UTI-2
O63-1～6

ランチョンセミナー 19
院内で結核患者を発見。 

その時どうする
共催：極東製薬工業㈱

一般口演 64
結核 -1
O64-1～6

一般口演 65
結核 -2
O65-1～6

一般口演 66
結核 -3
O66-1～5

一般口演 67
医療材料
O67-1～6

一般口演 68
サーベイランス
O68-1～6

同時通訳
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1．参加受付
当日参加受付：グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 1F
※グランドプリンスホテル新高輪・高輪には受付はございません。
日時：2 月 23 日（金）8：00～17：00
　　　2 月 24 日（土）8：00～14：30

※事前参加登録された方は、予めお送りした参加証をお持ちください。
　受付にお立ち寄りいただく必要はございません。
　ネームカードケースは、当日参加受付付近にご用意しております。
※事前参加登録デスクはグランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 1F にございます。
　事前参加登録の参加証を紛失した際はお立ち寄りください。

2．学会参加費（当日参加登録）
受付にて下記の要領でお支払いください。
1．会員および非会員：11,000 円
2．学生・大学院生・留学生：無料

（学校法人の正規生として所属する学生証、あるいは留学生の証明書を当日受付にご提示
ください。）
参加証は氏名・所属をご記入の上、学会場では必ず着用してください。

3．意見交換会
日時：2 月 23 日（金）19：10～20：40（開場　18：40 予定）
場所：グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 3F「慶雲＋白雲」（第 9・10 会場）
会費：無料
※会場では参加証を必ず着用してください。

4．理事会
日時：2 月 22 日（木）16：10～17：40
場所：グランドプリンスホテル高輪　B1F「アメジスト」（第 15 会場）

5．評議員会
日時：2 月 22 日（木）17：50～18：50
場所：グランドプリンスホテル高輪　B1F「クラウンルーム」（第 13 会場）

6．名誉会員・功労会員授与式、学会賞表彰・受賞講演、上田Award 表彰
日時：2 月 23 日（金）15：50～16：40
場所：グランドプリンスホテル新高輪　B1F「飛天」（第 1 会場）

7．第14回教育委員会講習会
日時：2 月 23 日（金）17：00～18：50
場所：グランドプリンスホテル新高輪　B1F「飛天」（第 1 会場）
テーマ「あなたの施設にもCREがやってくる」

参加者へのご案内

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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8．第275回 ICD講習会
日時：2 月 24 日（土）17：00～19：00
場所：第 1 会場（グランドプリンスホテル新高輪　B1F「飛天」）
テーマ「  本邦における医療関連感染サーベイランスを知ろう 

̶医療関連感染サーベイランスとその活用による感染対策―」
更新のための 15 単位が取得できます。また認定資格の一部となります。
＊学術集会への参加のみの場合、取得可能な更新単位は 5 点です。

講習参加には必ず事前登録が必要です。ICD 制度協議会ホームページ講習会一覧よりお申込
みください。

【ICD 講習会に関する問合せ先】
ICD 制度協議会
URL：http://www.icdjc.jp/klist.html　TEL：03-5842-5845
FAX：03-5842-5846　E-mail：icd@theia.ocn.ne.jp

9．ランチョンセミナー
日時：2 月 23 日（金）12：30～13：20
　　　2 月 24 日（土）12：00～12：50
※  全セミナーの整理券は、事前申込にて規定数に達しましたので、当日配付予定はございま

せん。整理券をお持ちでない方でも、当日の会場の空き状況により、入場することができ
ますので、直接会場にお越しください。なお整理券は、セミナー開始 5 分後に無効となり
ます。

10．スイーツセミナー
日時：2 月 23 日（金）15：30～16：20
※  全セミナーの整理券は、事前申込にて規定数に達しましたので、当日配付予定はございま

せん。整理券をお持ちでない方でも、当日の会場の空き状況により、入場することができ
ますので、直接会場にお越しください。なお整理券は、セミナー開始 5 分後に無効となり
ます。

ランチョンセミナー・スイーツセミナーの事前申し込みをされた参加者の方へ
　参加証とともに整理券を事前発送いたしております。
　再発行は出来ませんので、忘れないように、必ずご持参ください。

11．アフタヌーンセミナー
日時：2 月 23 日（金）16：40～17：30
整理券の配付はございません。直接会場にお越しください。

12．昼食提供コーナー
日時：2 月 23 日（金）12：30～13：10、2 月 24 日（土）12：00～12：40
配付場所：グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 3F「慶雲・香雲」
配付方法：整理券制
配付物：お弁当を配付いたします。数に限りがございますのでご了承ください。

【整理券詳細】
整理券配布時間：2 月 23 日（金）8：00～12：00、2 月 24 日（土）8：00～11：30
整理券配布場所：グランドプリンスホテル新高輪　国際館パミール 1F　ホワイエ

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control
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13．スイーツコーナー
配付場所：グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 3F「北辰」「翠雲」
参加証付属のスタンプラリー用紙と引き換えに、特製スイーツを配付いたします。

【スタンプの集め方】
展示会場内の展示ブースを回り、スタンプを 4 つ集めてください。
※無くなり次第、配付を終了いたします。
※スタンプラリーの詳細は学術集会ホームページをご参照ください。

14．日本環境感染学会事務局からのお知らせ
〈入会に関するお願い〉
新しくご入会いただく方は、下記日本環境感染学会のホームページ事務手続きよりご入会申
請をお願いいたします。
http://www.kankyokansen.org/
〈年会費納入に関するお願い〉
第 33 回日本環境感染学会総会・学術集会会場では年会費の納入が出来ません。
事務局よりお送りいたしました「払込取扱票」にて、年会費をお振込みいただきますようお
願いいたします。
〈上記に関するお問い合わせ〉
〒141-0022　東京都品川区東五反田 5-26-6 池田山パークヒルズ 202 号室
一般社団法人日本環境感染学会事務局
TEL：03-6721-9131/FAX：03-6721-9132
E-mail：jsipc@kankyokansen.org

15．その他のご案内
1．会場内での写真・ビデオ撮影は固くお断りいたします。
2．携帯電話の会場内での使用はご遠慮ください。
3．クロークのご案内
 　日時：2 月 23 日（金）8：00～17：30
 　　　　2 月 24 日（土）8：00～15：00
 　場所：グランドプリンスホテル新高輪国際館パミール 1F
貴重品のお預かりはできません。お預けの荷物は当日中にお引き取りください。

16．ドリンクサービスのご案内
各展示会場にてドリンクサービスをご用意いたします。

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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【抄録について】
本抄録に印刷されている演題は、インターネットによって応募された抄録内容が直接印刷されて
おります。表記の統一はなされておりません。（ごく一部において機械的に変更されている場合も
あります）
共同著者は、日本環境感染学会学会員のみ記載しております。（2017 年 12 月 26 日時点）

発表形式 1演題あたりの発表時間 スライド枚数

指定演題 別途ご連絡しております。お時間を
ご確認ください。 スライド枚数に制限はありませんが、発表

時間内で収まる枚数で作成してください。
一般口演 講演 7 分＋質疑応答 3 分
ポスター発表 講演 3 分＋質疑応答 2 分 ポスター展示要項をご参照ください。

1．指定演題司会・一般口演座長の方へ
・  担当セッションの開始時刻 10 分前までに、次司会・次座長席（各会場内右前方）にご着席

ください。
・  セッション開始時刻になりましたらご登壇いただき、セッションを開始してください。
・  司会・座長席上に計時装置が設置してあります。発表終了 1 分前に黄色、終了時に赤色の

警告ランプが点灯します。セッションの進行は司会・座長の先生にお任せいたしますが、
終了時間を厳守いただきますようご配慮ください。

2．指定演題・一般口演演者の方へ
1）発表時間
・  セッションごとに講演時間、質疑応答の有無・時間および総合討論の有無など構成が異な

ります。事前にお送りしておりますご案内をご参照ください。
・  演台上に計時装置が設置してあります。発表終了 1 分前に黄色、終了時に赤色の警告ラン

プが点灯します。時間厳守にご協力ください。

2）発表データの準備
・PC プレゼンテーションのみです。
・USB メモリ、PC 本体による発表が可能です。※CD-R などには対応しておりません。

〈メディア持込の場合〉
・  会場には、Windows 10 搭載の PC をご用意しております。
　  対応するアプリケーションソフトは、Windows 版 PowerPoint 2010/2013/2016 です。上記

以外のソフトで作成したデータをご使用の場合、または Macintosh 端末をご使用の場合に
は、PC 本体のお持ち込みをお願いいたします。

・動画データがある場合は PC のお持ち込みを推奨いたします。
・フォントは OS 標準フォントをご使用ください。
　　日本語：MS ゴシック、MS 明朝、MSP ゴシック、MSP 明朝
　　英　語：Arial、Times New Roman、Century 等
　　  画面レイアウトのバランス崩れを防ぐため、上記以外のフォントのご使用はご遠慮くだ

さい。
・  動画については、Windows Media Playerで再生可能な形式にしてください。それ以外の形

式の場合には、会場の PC では再生できませんので、必ずご自身の PC をご持参ください。

演者・司会・座長の先生方へ

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control
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・  プレゼンテーションに他のデータ（静止画・動画・グラフなど）をリンクさせている場合
は、必ず他データも保存し、事前に他の PC で動作確認をお願いします。

・  ファイル名は「演題番号　演者名 .ppt（2010/2013/2016の場合は .pptx）」としてください。

〈PC本体持込の場合〉
・  スムーズな進行をするために「発表者ツール」の使用はお控えくだ

さい。
・  スクリーンセーバー、省電力設定は事前に解除してください。
・プロジェクターのモニター端子はミニ D-Sub15 ピンです。
　  PC 本体お持ち込みで変換コネクタが必要な場合は必ずご持参くだ

さい。また、電源アダプタも必ずご持参ください。
・  発表演題のファイル名は「演題番号　演者名 .ppt（2010/2013/2016

の場合は .pptx）」としてください。

3）発表データの登録・運搬・返却
・  PC 本体のお持ち込み、USB メモリのお持ち込みいずれの場合も、発表予定時間の 45 分前

までに、PC センターにてデータ登録を行っていただきますようお願いいたします。
※  発表会場のある施設内のPCセンターでご登録ください。各施設はネットワークで繋がって

いません。
※第 1 日目の早朝の受付は、同日の午前中の発表の方を優先させていただきます。
※  第 1 日目午後・第 2 日目の発表の方は、第 1 日目の午前 11 時以降からのデータ受付にご協

力をお願いいたします。
※第 2 日目の午前中の発表者は、できるだけ前日中にご登録をお済ませください。
※円滑な運営のため、必ず PC センターをお通りください。

〈PCセンター受付時間〉
日　時 受付時間 受付場所

2 月 23 日（金） 8：00～17：30
PCセンター①〈第1会場～第3会場でご発表の方〉
　グランドプリンスホテル新高輪　B1F さくら

PCセンター②〈第4会場～第11会場でご発表の方〉
　国際館パミール　2F

PCセンター③〈第12会場～第15会場でご発表の方〉
　グランドプリンスホテル高輪　B1F

2 月 24 日（土） 8：00～15：00

※発表会場毎に受付場所が異なります。指定の場所でのご登録をお願いいたします。

〈メディア持込の場合〉
・受付されたデータはサーバーに登録させていただき、メディアはその場で返却いたします。
・受付されたデータはそれぞれの発表会場に予め配信いたします。
・お預かりしたデータは、会期終了後直ちに、責任を持って消去いたします。

〈PC本体持込の場合〉
・液晶モニターで外部出力の確認作業をいたします。
・  確認作業後は発表者ご自身で、各会場のPCオペレーター席（会場内左前方）へ、ご発表の

20分前までには運搬をお願いいたします。お預かりしたPCは講演終了後に、オペレーター
席でご返却いたします。お引き取り忘れのないようにご注意ください。

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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4）口演会場において
・演者はセッション開始 15 分前までに会場内左方最前列の次演者席にお着きください。
・司会の指示のもと、演台上のキーボード・マウスを各自操作し、発表してください。

3．ポスター発表　座長の方へ
・  担当セッション開始時刻 10 分前までに、ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪　

B1F さくら）にある「ポスター座長受付デスク」までお越しください。座長用リボンと指
示棒をお渡しいたします。

・担当セッション開始時刻 5 分前までに、担当ポスター前へ移動してください。
・セッション開始時刻になりましたら、セッションを開始してください。
・タイムキーパーは付きません。座長一任のもと、円滑な進行をお願いいたします。
・時間厳守にご協力ください。
・各発表者の持ち時間は、講演 3 分・質疑応答 2 分（計 5 分）です。

4．ポスター発表　演者の方へ
・  会場は、ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪　B1F さくら）です。
・  第 1 日目（2 月 23 日（金））と第 2 日目（2 月 24 日（土））とでポスターの入れ替えがあり

ます。
・  次ページの掲示・発表・撤去スケジュールをご確認のうえ、お間違えの無いように行って

ください。ポスター会場での受付はございません。

1）発表形式・発表時間
・  各発表者の持ち時間は、講演 3 分・質疑応答 2 分（計 5 分）です。
　  ご自身のポスター前で座長の進行のもと、指定の時間内で発表をお願いいたします。
・  各ポスターパネルに設置しているリボンをお付けください。

2）展示要項
・ポスター本文の貼付面は縦160cm×横90cmです（右図参照）。
・  演題番号は事務局で用意いたします。
・  演題名、演者名、所属（縦 20cm×横 70cm）は各自で作成く

ださい。
・  ポスターは研究の【目的】【方法】【結果】及び【結論】等が明

確に分かるように作成ください。また、2～3mの距離からでも
十分に分かる程度の文字サイズで作成してださい。

・  掲示のための画鋲は各パネルに用意してあります。
・  指定の撤去時間以降に残されたポスターは、事務局にて処分い

たします。

3）ポスター演題番号の見方

〈1-P1-1 ～ 2-P29-10〉

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control
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4）掲示・発表・討論・撤去スケジュール
学会 1 日目と 2 日目に分けて掲示・発表・撤去をお願いいたします。下記のスケジュールを
ご確認のうえ、お間違えのないよう準備をお願いいたします。指定の時間内に必ず掲示・撤
去を行ってください。
※  ポスター撤去時間を過ぎた後も掲示されているポスターは、処分いたしますのでご注意く

ださい。

日程 ポスター貼付 発表・討論 ポスター撤去

2 月 23 日（金） 9：00～10：00
13：40～14：30

17：00～18：00
14：40～15：30

2 月 24 日（土） 8：00～9：00
13：10～14：00

15：00～17：00
14：10～15：00

5）利益相反（COI）について
COI 自己申告の基準に基づき、発表時に講演者・一般演題発表者（ポスターを含む）は、利
益相反（COI）の開示をお願いいたします。
COI 自己申告の基準については学会ホームページの利益相反細則第 2 条をご参照ください。

（http://www.kankyokansen.org/modules/about/index.php?content_id=24）

・  口頭発表時、スライドの最初に COI 状態を開示する。
・  ポスター掲示では最後に COI 状態を開示する。

1）口頭・ポスター発表時、申告すべき COI 状態がない時 2）口頭・ポスター発表時、申告すべき COI 状態がある時

日本環境感染学会
COI 開示

筆頭発表者：○○　○○

演題発表に関連し、開示すべき
COI 関係にある企業などはありません．

日本環境感染学会
COI 開示

筆頭発表者：○○　○○

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業として、
①顧問： なし
②株保有・利益： なし
③特許使用料： なし
④講演料： なし
⑤原稿料： なし
⑥受託研究・共同研究費： ○○製薬
⑦奨学寄付金： ○○製薬
⑧寄付講座所属： あり（○○製薬）
⑨贈答品などの報酬： なし

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら） 第1日目（2月23日金）

PC受付
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前半13:40～14:30 後半14:40～15:30

1 BSI-1 1-P1-1～10
2 BSI-2 1-P2-1～9
3 SSI-1 1-P3-1～9
4 歯科・医療材料 1-P4-1～10
5 手指衛生 -1 1-P5-1～9
6 手指衛生 -2 1-P6-1～9
7 手指衛生 -3 1-P7-1～9
8 手指衛生 -4 1-P8-1～9
9 インフルエンザ -1 1-P9-1～10
10 インフルエンザ -2 1-P10-1～9
11 C.difficile・ノロウイルス 1-P11-1～9
12 抗菌薬適正使用 -1 1-P12-1～9
13 抗菌薬適正使用 -2 1-P13-1～9
14 抗菌薬適正使用 -3 1-P14-1～8
15 抗菌薬適正使用 -4 1-P15-1～9
16 消毒・洗浄・減菌 1-P16-1～9

17 MRSA等の細菌感染 1-P17-1～8
18 針刺し切創・体液曝路 1-P18-1～7
19 結核 1-P19-1～8
20 標準予防策、経路別予防策-1 1-P20-1～8
21 標準予防策、経路別予防策-2 1-P21-1～9
22 組織、活動 -1 1-P22-1～9
23 組織、活動 -2 1-P23-1～10
24 教育、啓発 -1 1-P24-1～9
25 教育、啓発 -2 1-P25-1～10
26 アウトブレイク -1 1-P26-1～9
27 アウトブレイク -2 1-P27-1～9
28 アウトブレイク -3 1-P28-1～9
29 ウイルス感染 1-P29-1～10
30 NICU 1-P30-1～10
31 地域連携 -1 1-P31-1～8
32 地域連携 -2 1-P32-1～8
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ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら） 第2日目（2月24日土）
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前半13:10～14:00 後半14:10～15:00

1 BSI-3 2-P1-1～9
2 BSI-4 2-P2-1～9
3 手指衛生 -5 2-P3-1～9
4 手指衛生 -6 2-P4-1～8
5 手指衛生 -7 2-P5-1～8
6 抗菌薬適正使用 -5 2-P6-1～8
7 抗菌薬適正使用 -6 2-P7-1～8
8 教育、啓発 -3 2-P8-1～9
9 教育、啓発 -4 2-P9-1～9
10 ワクチン 2-P10-1～10
11 組織、活動 -3 2-P11-1～9
12 アウトブレイク -4 2-P12-1～9
13 アウトブレイク -5 2-P13-1～9
14 環境整備 -1 2-P14-1～10
15 環境整備 -2 2-P15-1～10

16 薬剤耐性菌 -1 2-P16-1～9
17 薬剤耐性菌 -2 2-P17-1～8
18 微生物検査 -1 2-P18-1～9
19 微生物検査 -2 2-P19-1～9
20 サーベイランス 2-P20-1～10
21 病院建築設備 2-P21-1～8
22 医療機器 2-P22-1～9
23 SSI-2 2-P23-1～9
24 地域連携 -3 2-P24-1～8
25 地域連携 -4 2-P25-1～8
26 プロセス管理 -1 2-P26-1～6
27 プロセス管理 -2 2-P27-1～6
28 その他 -1 2-P28-1～9
29 その他 -2 2-P29-1～10



第33回日本環境感染学会総会・学術集会プログラム
同時通訳

会長講演 2月23日（金） 9：00～9：30 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

司会：小西 敏郎（東京医療保健大学 副学長）

外科診療と感染対策
針原 康（NTT東日本関東病院）

副会長講演 2月24日（土） 13：10～13：40 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

司会：柴 孝也（東京慈恵会医科大学）

多職種が力を発揮して感染対策を極める（予定）
高野 八百子（慶應義塾大学病院 感染制御センター）

理事長講演 2月23日（金） 9：40～10：30 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

司会：大久保 憲（医療法人 平岩病院）

感染制御におけるパラダイムシフト―日本環境感染学会が目指すべき未来像―
賀来 満夫（日本環境感染学会 理事長/東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座 総合感染症学分野

感染制御・検査診断学分野）

招請講演1 2月23日（金） 14：40～15：30 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

司会：小林 寛伊（根岸感染制御学研究所 所長/東京医療保健大学 名誉学長/関東病院 名誉院長）

看護師のキャリア教育の動向と今後
坂本 すが（東京医療保健大学 副学長）

招請講演2 2月24日（土） 13：50～14：40 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

司会：木村 哲（東京医療保健大学 学長）

医療事故調査制度について
宮田 哲郎（山王病院・山王メディカルセンター 血管病センター/国際医療福祉大学 医学部教授）
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シンポジウム1 2月23日（金） 10：40～12：10 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

手指衛生遵守率の評価とフィードバック―最新技術を用いた先端施設の取り組み
司会：操 華子（静岡県立大学大学院 看護学研究科）

飯沼 由嗣（金沢医科大学 臨床感染症学講座）

1）常設ネットワークカメラを用いた手指衛生実施率向上への取り組み
浅野 恵子（学校法人 聖路加国際大学 聖路加国際病院 QI センター 感染管理室）

2）直接観察法の 5年間の経験
有瀬 和美（高知大学医学部附属病院 感染管理部）

3）手指衛生モニタリングシステムによる医師の外来手指衛生の評価
新居 晶恵（三重大学医学部附属病院 感染制御部）

4）タブレットコンピュータを用いた直接観察と改善の PDCA
堀 賢（順天堂大学 大学院医学研究科 感染制御科学）

シンポジウム2 2月23日（金） 9：00～10：30 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

感染制御の戦略～どのように推進しますか～
司会：植田 貴史（兵庫医科大学病院 感染制御部）

橋本 丈代（福岡大学病院）

1）全病院的な手指衛生遵守への多面的アプローチによる耐性菌院内発生予防効果
一木 薫（兵庫医科大学病院 感染制御部）

2）CREのアウトブレイクとシンクから分離されたCREとの遺伝子解析と感染対策
塚田 真弓（東邦大学医療センター大森病院 感染管理部）

3）感染管理ベストプラクティスによる標準化～汚染のない血液培養採取と複数セット採取への取
り組み～
帯金 里美（医療法人純正会 名古屋市立緑市民病院）

4）グラム陽性球菌菌血症における ICT介入の効果
泉澤 友宏（東京慈恵会医科大学附属柏病院 感染対策室）

シンポジウム3 2月23日（金） 15：20～16：50 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

看護師特定行為研修を感染管理に活用する
司会：洪 愛子（神戸女子大学 健康福祉学部）

森澤 雄司（自治医科大学附属病院 感染制御部）

1）「特定行為に係る看護師の研修制度」を活用した感染管理看護師（ICN）の実践活動の発展性に
ついて
渋谷 智恵（公益社団法人日本看護協会 看護研修学校 認定看護師教育課程）

2）特定行為研修を終了した ICNの活動～感染症診療体制強化への取り組み
柴谷 涼子（独立行政法人地域医療機能推進機構大阪病院 看護部 看護ケア推進室）

3）特定行為研修修了者が実践する感染管理活動の拡大～関連高齢者施設における取り組みと評
価～
細田 清美（社会福祉法人 恩賜財団済生会支部 福井県済生会病院）
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4）多職種から見た特定行為研修を修了した感染管理認定看護師が感染防止対策に及ぼす影響と
は～薬剤師の立場で～
齋藤 佑輔（社会福祉法人 恩賜財団済生会支部 福井県済生会病院 薬剤部）

シンポジウム4 2月23日（金） 13：40～15：10 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

今だから知りたい口腔衛生管理の基礎知識
司会：坂本 春生（東海大学医学部付属八王子病院 歯科・口腔外科）

栗原 英見（広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 歯周病態学研究室）

1）口腔の特性と常在微生物叢による感染症
今井 健一（日本大学 歯学部 細菌学講座/総合歯学研究所 生体防御部門）

2）経口気管挿管患者に対する口腔ケア・オーラルマネジメントのポイント～口腔のバイタルサイ
ンを意識する～
岸本 裕充（兵庫医科大学 歯科口腔外科学講座）

3）なぜ周術期口腔機能管理を行う必要があるのか？
高橋 美穂（東海大学医学部付属八王子病院 歯科口腔外科）

4）歯科外来の感染予防の現状は？
長谷 由紀子（広島大学病院 診療支援部 歯科衛生部門）

シンポジウム5 2月23日（金） 17：00～18：30 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

抗菌薬適正使用支援プログラムをめぐる新しい展開
司会：森澤 雄司（自治医科大学附属病院 感染制御部）

松本 哲哉（東京医科大学 微生物学分野）

1）当院のASTによる 3年間の活動の有効性評価
山田 康一（大阪市立大学大学院 医学研究科 臨床感染制御学講座/大阪市立大学医学部附属病院 感染制御

部/大阪市立大学医学部附属病院 感染症内科）

2）当院ASTによるカルバペネム処方後監査における薬剤師の役割と支援効果に関する検討
足立 遼子（国立国際医療研究センター病院 ICT）

3）ICT薬剤師と感染症医の連携による経口第 3世代セファロスポリン系薬の使用量 100％減への
推進
矢島 秀明（前橋赤十字病院 薬剤部）

4）都立府中療育センターにおける連携施設への感染症コンサルト体制の構築
寺山 義泰（東京都立府中療育センター ICT）

シンポジウム6 2月23日（金） 10：40～12：10 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

どっぷり浸りたいあなたへ～透析関連感染サーベイランスを元にした感染対策から、透析室で日
常遭遇する感染症対策まで～

司会：森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部/透析関連感染サーベイランス研究会
（DSN J））

多湖 ゆかり（彦根市立病院/透析関連感染サーベイランス研究会（DSN J））
1）透析関連感染サーベイランスの意義：NHSN（DSN）とDSN J の比較

森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部/透析関連感染サーベイランス研究会（DSN J））
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2）透析関連感染の現状とその評価：多施設共同サーベイランスの成果～第 8回日本環境感染学会
上田Award 授賞論文の解説～
山下 恵美（一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院/透析関連感染サーベイランス研究会（DSN J））

3）透析関連感染サーベイランスデータから考える対策の実際
多湖 ゆかり（彦根市立病院 感染対策室 看護部/透析関連感染サーベイランス研究会（DSN J））

4）透析患者に対するワクチン接種は効果があるのか？～23 価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワク
チンの死亡抑制効果を探る～
谷口 弘美（東葛クリニック病院/透析関連感染サーベイランス研究会（DSN J））

5）ガイドライン（四訂版）改訂後に、DSN J で行った透析関連感染防止のアンケート調査の報告
林沼 聖子（近江八幡市立総合医療センター/透析関連感染サーベイランス研究会（DSN J））

シンポジウム7 2月23日（金） 17：00～19：00 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

薬剤師が ICT、ASTメンバーの中で果たす役割を今改めて考える
司会：佐和 章弘（広島国際大学 薬学部 医療薬学研究センター）

山崎 博史（宇部興産中央病院 薬剤部）

1）薬剤師主導のプロトコールに基づく薬物治療管理（PBPM）と環境および器材汚染への対応
山崎 博史（宇部興産中央病院 薬剤部）

2）感染制御を実践する薬剤師への提言：抗菌薬使用サーベイランスの推進と ICT・ASTにおけ
るデータの利活用について
村木 優一（京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野）

3）ASTの活動における薬剤師の役割と臨床的アウトカム評価の実践について
前田 真之（昭和大学 薬学部 臨床薬学講座 感染制御薬学部門）

4）ICT、AST薬剤師の現状と資格取得薬剤師に期待すること
白石 正（山形大学大学院 医学系研究科 創薬科学講座）

統括発言：

小野寺 直人（岩手医科大学 医学部 臨床検査医学講座/岩手医科大学附属病院 感染症対策室）

シンポジウム8 2月24日（土） 8：30～10：00 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

2017年の感染制御に関するTop Papers
司会：森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

1）パート 1
本田 仁（東京都多摩総合医療センター 感染症科）

2）パート 2
早川 佳代子（国立国際医療研究センター病院 国際感染症センター）

3）パート 3
森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）
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シンポジウム9 2月24日（土） 8：30～10：00 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

医療機関・行政におけるバイオセーフティを考える
司会：金光 敬二（福島県立医科大学 感染制御学講座）

長沢 光章（国際医療福祉大学 成田保健医療学部 医学検査学科）

1）バイオセーフティとは
篠原 克明（国立感染症研究所）

2）平時からの新興再興感染症対応
堀 成美（国立国際医療研究センター 国際感染症センター）

3）バイオセーフティと滅菌（滅菌技師の立場から）
田中 慎一（聖マリアンナ医科大学大学）

4）バイオセキュリティから
加來 浩器（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 広域感染症疫学・制御研究部門）

シンポジウム10 2月24日（土） 8：30～10：00 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

VREアウトブレイク：地域における蔓延をどう阻止するか？～地域での蔓延阻止は地域連携が
鍵を握る～

司会：満田 年宏（東京女子医科大学 感染制御科）
須川 真規子（公立陶生病院 感染制御室）

1）北九州地域におけるVRE対策について
山口 征啓（健和会大手町病院/KRICT（北九州地域感染対策ティーム））

2）京都地区におけるVRE対策の総括とその後
藤田 直久（京都府立医科大学附属病院 感染対策部）

3）横須賀・三浦地区におけるVRE対策：医療施設側の対応
下川 結花（国家公務員共済組合連合会 横須賀共済病院）

4）横須賀地域におけるVRE対策：行政の立場からの対策と支援
小林 利彰（横須賀市保健所）

シンポジウム11 2月24日（土） 14：50～16：20 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

感染制御のエビデンスを作る
司会：小池 竜司（東京医科歯科大学医学部附属病院 感染制御部/東京医科歯科大学 医療イノベーション推

進センター）
藤田 烈（帝京大学 臨床研究センター）

1）臨床研究における研究計画書作成の統計学的ポイント
平川 晃弘（東京大学大学院 医学系研究科 生物統計情報学講座）

2）臨床研究における統計解析のポイント
横田 勲（京都府立医科大学大学院 医学研究科 生物統計学）

3）電子カルテデータの利用の可能性と限界
松村 泰志（大阪大学大学院医学系研究科 医療情報学）

4）観察研究における倫理的配慮とは
田代 志門（国立がん研究センター）
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シンポジウム12 2月24日（土） 8：30～10：00 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

日本におけるClostridioides（Clostridium）difficile の流行状況と感染対策
司会：三澤 成毅（順天堂大学医学部附属順天堂病院 臨床検査部）

舘田 一博（東邦大学 医学部 微生物・感染症学講座/東邦大学 医学部 感染管理部）

1）日本の医療施設における Clostridium difficile 感染症：多施設前方視研究から
加藤 はる（国立感染症研究所 細菌第二部）

2）Clostridium difficile の臨床微生物検査法：培養検査から遺伝子検査まで
齋藤 良一（東京医科歯科大学大学院 保健衛生学研究科 生体防御検査学分野）

3）わが国における Clostridium difficile の院内感染対策の現状
森 伸晃（国立病院機構 東京医療センター 総合内科/国立病院機構 東京医療センター 院内感染対策室）

4）C. difficile 感染症の疫学：“1日”多施設共同研究からアジアの疫学まで
舘田 一博（東邦大学 医学部 微生物・感染症学講座/東邦大学 医学部 感染管理部）

シンポジウム13 2月24日（土） 8：30～10：00 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

Antimicrobial stewardship teamのためのMRSA感染治療戦略
司会：山本 善裕（富山大学大学院 医学薬学研究部 感染予防医学講座）

浜田 幸宏（東京女子医科大学病院 薬剤部）

1）侵襲時の薬物動態とMRSAに対する抗菌薬治療戦略
浜田 幸宏（東京女子医科大学病院 薬剤部）

2）バンコマイシンにおけるTDMと投与設計
茂見 茜里（鹿児島大学病院 薬剤部/鹿児島大学病院 医療環境安全部 感染制御部門）

3）テイコプラニンにおけるTDMと投与設計
関 雅文（東北医科薬科大学病院 感染症内科・感染制御部）

4）リネゾリドおよびダプトマイシンにおけるTDMと投与設計
辻 泰弘（富山大学大学院 医学薬学研究部（薬学）医療薬学研究室）

5）間歇的血液透析、持続的腎代替療法における抗MRSA薬投与設計
植田 貴史（兵庫医科大学病院 感染制御部）

コメンテーター：

竹末 芳生（兵庫医科大学 感染制御学）

シンポジウム14 2月24日（土） 10：10～11：40 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

感染制御担当者に求められるマネジメント力
司会：本田 仁（東京都立多摩総合医療センター 感染症科）

小野 和代（東京医科歯科大学医学部附属病院 看護部）

1）強いミドルマネージャーが医療機関を変える
小西 竜太（独立行政法人 労働者健康安全機構 関東労災病院）

2）感染制御の施設トップリーダーとして～医師の立場から～
本田 仁（東京都立多摩総合医療センター 感染症科）

3）組織横断的活動の調整役として～看護師の立場から～
大友 陽子（東京女子医科大学病院 総合感染症・感染制御部）
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4）臨床現場で専門性の発揮を期待される実務者として～薬剤師の立場から～
浦上 宗治（佐賀大学医学部附属病院 感染制御部）

シンポジウム15 2月24日（土） 13：10～14：40 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

診療科の特殊性を考慮した感染対策
司会：松永 直久（帝京大学医学部附属病院 感染制御部）

細田 清美（福井県済生会病院 感染対策室）

1）病態に基づく疥癬対策再考―やらなくてよいこと・やるべきこと
牧上 久仁子（つばさ在宅クリニック）

2）眼科領域における感染対策
大音 清香（医療法人社団済安堂 井上眼科病院 看護部）

3）耳鼻咽喉科診療用ユニットを使用した診察・治療の感染対策
青木 美栄子（新潟大学医歯学総合病院 感染管理部）

4）歯科医療器材の再処理に関する課題
岡森 景子（医療法人医誠会 本部 感染監査室）

シンポジウム16 2月24日（土） 8：30～10：00 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

感染症診断・治療・制御における4職種の役割と他職種に望むこと
司会：渋谷 智恵（社団法人日本看護協会看護研修学校）

佐藤 智明（東京大学医学部附属病院 感染制御部）

1）医師の役割
龍野 桂太（東京大学医学部附属病院 感染制御部）

2）感染制御における感染管理担当看護師の役割
古谷 直子（医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 地域感染症疫学・予防センター）

3）薬剤師の役割
高橋 佳子（兵庫医科大学病院 薬剤部）

4）検査技師の役割
溝口 美祐紀（東京大学医学部附属病院）

シンポジウム17 2月24日（土） 10：10～11：40 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

欧米ガイドラインからみた手術部位感染予防対策
司会：土田 敏恵（兵庫医療大学 看護学部・看護学研究科）

小林 美奈子（三重大学大学院医学系研究科 先端的外科）

1）周術期血糖管理
土田 敏恵（兵庫医療大学 看護学部・看護学研究科）

2）予防抗菌薬（注射製剤とその他の使用）、消毒薬による予防（消化器外科の立場から）
畑 啓昭（国立病院機構 京都医療センター 外科・感染制御部）

3）整形外科領域における術後感染予防抗菌薬
川村 英樹（鹿児島大学病院 医療環境安全部 感染制御部門）
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4）MRSA保菌者対策
高橋 佳子（兵庫医科大学病院 薬剤部）

5）欧米ガイドラインからみた手術部位感染（SSI）予防対策：術中対策（手術材料、器材など）
渡邉 学（東邦大学 医療センター 大橋病院 外科）

シンポジウム18 2月24日（土） 13：10～15：10 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

効果的な抗菌薬適正使用支援を押し進めるために必要なエレメントは?
司会：三鴨 廣繁（愛知医科大学病院 感染症科）

本田 仁（東京都立多摩総合医療センター 感染症科）

1）多職種で行う抗菌薬適正使用支援の推進
丹羽 隆（岐阜大学医学部附属病院 薬剤部/岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター ICT）

2）大学病院入院患者への抗菌薬適正使用支援の推進に必要なエレメント
藤田 直久（京都府立医科大学附属病院 感染対策部）

3）市中病院の入院患者の抗菌薬適正使用支援の推進に必要なエレメント
鈴木 純（岐阜県総合医療センター 感染症内科/感染対策部）

4）療養型医療機関での抗菌薬適正使用支援の推進に必要なエレメント
森岡 慎一郎（国立国際医療研究センター 国際感染症センター）

5）外来経口抗菌薬の抗菌薬適正使用支援の推進に必要なエレメント
堀越 裕歩（東京都立小児総合医療センター 感染症科）
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パネルディスカッション1 2月23日（金） 15：20～16：50 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

軟性内視鏡器具の再生処理に関する課題と動向
司会：金光 敬二（福島県立医科大学 感染制御学講座）

島崎 豊（中部地区中材業務研究会）

1）軟性内視鏡器具の再処理に関する取組みについて
木村 英伸（オリンパス株式会社 技術開発部門 医療第1開発本部 本部長）

2）耳鼻咽喉科診療における内視鏡の感染制御
齋藤 康一郎（杏林大学 医学部 耳鼻咽喉科学教室）

3）新生児・小児喉頭気管気管支鏡検査における衛生管理と課題
長谷川 久弥（東京女子医科大学東医療センター 新生児科）

4）大規模病院における軟性内視鏡器具の洗浄消毒滅菌の中央化について
高階 雅紀（大阪大学医学部附属病院）

パネルディスカッション2 2月23日（金） 10：40～12：10 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

環境浄化の新しい技術と医療現場への応用
司会：大久保 憲（医療法人 平岩病院）

吉田 理香（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科 感染制御学）

1）医療環境の浄化に求められる本質と選択肢
大久保 憲（医療法人 平岩病院）

2）これから求められる環境消毒剤
尾家 重治（宇部フロンティア大学 人間健康学部 看護学科）

3）米国における“No touch”技術を用いた医療環境浄化の動向と知見：紫外線照射装置を中心に
金森 肇（東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座 総合感染症学分野/感染制御・検査診断学分野/東北

大学病院 総合感染症科/検査部）

4）環境のウイルス不活化・殺菌を標榜する、国産メーカー開発の種々の技術の検証：市販の付加
価値性能装置付き空気清浄機ならびに二酸化塩素製剤の問題点
西村 秀一（国立病院機構仙台医療センター 臨床研究部 ウイルスセンター）

パネルディスカッション3 2月23日（金） 9：00～10：30 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）を取り巻く現状：課題と対策
司会：泉川 公一（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 臨床感染症学分野）

石井 良和（東邦大学医学部 微生物・感染症学/感染制御学分野）

1）カルバペネム耐性腸内細菌科細菌とカルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌、日本と世界の現状
鈴木 里和（国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 1室）

2）日常検査の一環として実施可能なカルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌（CPE）検出法に関す
る精察
石井 良和（東邦大学 医学部 微生物・感染症学講座）

3）我が国におけるCRE/CPE の感染対策はどうあるべきか
八木 哲也（名古屋大学大学院医学系研究科 臨床感染統御学）
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4）地域連携による薬剤耐性菌調査の取り組み
長谷川 悠太（横浜市健康福祉局 健康安全部 健康安全課）
藤田 せつ子（横浜市健康福祉局 健康安全部 健康安全課）

パネルディスカッション4 2月23日（金） 10：40～12：10 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

国外で拡散し国内へ持ち込まれる薬剤耐性菌と感染対策
司会：大曲 貴夫（国立国際医療研究センター 感染症内科）

三澤 成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床検査部）

1）国外で拡散している薬剤耐性菌とその輸入症例
菅井 基行（国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター）

2）薬剤耐性腸内細菌科細菌の検出と pitfall
長野 則之（信州大学大学院 医学系研究科 医療生命科学分野）

3）ESBL およびカルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌に対する感染対策
石井 良和（東邦大学 医学部 微生物・感染症学講座）

4）海外にて入院歴のある患者に対する薬剤耐性菌持ち込みへの対策
早川 佳代子（国立国際医療研究センター 国際感染症センター）

パネルディスカッション5 2月23日（金） 15：20～16：50 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

サーベイランスデータに基づいた現場実践～効果的なサーベイランスのフィードバックに向けた
私たちの取り組み～

司会：黒須 一見（国立研究開発法人 国際医療研究センター 国際協力局）
大石 貴幸（済生会横浜市東部病院 TQMセンター 感染管理対策室）

1）VAEサーベイランスデータに基づいた現場実践～ICTと RSTが協働で行うVAE発生率低減
に向けた取り組み～
嶋 雅範（三菱京都病院）

2）一般病棟におけるCLA BSI の取り組み
黒木 利恵（独立行政法人神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 感染制御室）

3）中規模病院におけるCLA BSI サーベイランスの課題と取組み～できることからコツコツと、ス
タッフの行動変容を促すために～
片岡 明美（（公財）東京都保健医療公社 東部地域病院 看護部）

4）ITを活用したCA－UTI の取り組み
下川 結花（国家公務員共済組合連合会 横須賀共済病院）

パネルディスカッション6 2月23日（金） 9：00～10：30 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

施設内アウトブレイク こんなとき ICTはどうする？
司会：大友 陽子（東京女子医科大学病院 総合感染症・感染制御部）

小池 竜司（東京医科歯科大学医学部附属病院 感染制御部）

1）CREアウトブレイクの対策と課題
三浦 美穂（久留米大学病院）

2）医療機関におけるインフルエンザアウトブレイクと抗インフルエンザ薬の予防投薬
池谷 修（慶應義塾大学病院 感染制御部/慶應義塾大学病院 薬剤部）
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3）Clostridium difficile によるアウトブレイク時における微生物検査室の対応
太田 浩敏（岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター/岐阜大学医学部附属病院 検査部）

4）事例 4 多剤耐性アシネトバクターアウトブレイク時の対応
石黒 信久（北海道大学病院 感染制御部）

パネルディスカッション7 2月24日（土） 10：10～11：40 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

アウトブレイクの経験をどのように生かすか
司会：藤田 烈（帝京大学 医学部 臨床研究医学講座）

八木 哲也（名古屋大学医学部附属病院 中央感染制御部）

1）2000 年セラチア菌アウトブレイクの経験と現在
原之園 美希（社会医療法人 同仁会 耳原総合病院）

2）再び、バンコマイシン耐性腸球菌アウトブレイクを起こさないために
稲垣 薫（西尾市民病院 感染対策管理室）

3）「ピンチをチャンスに」から「風化との闘い」へ
松永 直久（帝京大学医学部附属病院 感染制御部）

パネルディスカッション8 2月24日（土） 10：10～11：40 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

HIV感染症患者の入院・入所の拡大のためにできること
司会：田邊 嘉也（新潟県立新発田病院）

内山 正子（新潟大学医歯学総合病院）

1）拠点病院以外の医療施設のHIV感染症患者との関わり方
横幕 能行（国立病院機構 名古屋医療センター）

2）HIV感染者に必要なケアの現状と課題（看護師の立場から）
池田 和子（国立研究開発法人国立国際医療センター エイズ治療・研究開発センター）

3）HIV感染症患者の受け入れについての現状と課題
桑原 正祐（新潟厚生連 新潟医療センター）

4）HIV感染症患者の入院・入所の拡大のためにできること
水野 雄介（株式会社 ギルエルコーポレーション グランドホームやごと）

パネルディスカッション9 2月24日（土） 13：10～14：40 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

シングルユース製品（SUD）を取り巻く諸問題
司会：千酌 浩樹（鳥取大学医学部附属病院 感染制御部）

深尾 亜由美（岐阜大学医学部附属病院 看護部）

1）現場でのシングルユース製品の諸問題
橋本 真紀代（半田市立半田病院 カテーテル内視鏡看護課）

2）SUDs のリユースにかかわる課題
久保田 英雄（東京医科歯科大学 医学部附属病院 材料部）

3）SUDの再製造における医療安全上の課題
高階 雅紀（大阪大学医学部附属病院）

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control

パ
ネ
ル 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

－45－



4）“再使用禁止”の通知をどう読むか
森井 大一（大阪大学大学院 医学系研究科 博士課程）

特別発言：

大久保 憲（医療法人 平岩病院）

パネルディスカッション10 2月24日（土） 10：10～11：40 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

地域包括ケアシステムを推進するために必要な感染対策の視点～病院、施設、在宅等様々な立場か
ら～

司会：高山 義浩（沖縄県立中部病院 感染症内科）
高山 和郎（東京大学医学部附属病院 薬剤部）

1）生活の場を支える在宅医療・看護の実際
澤田 理恵（埼玉医科大学総合医療センター訪問看護ステーション）

2）包括ケアシステム推進のために必要な感染対策の視点～在宅における感染対策と人材育成～
残間 由美子（財団法人 宮城厚生協会 坂総合病院）

3）薬剤師からみた在宅における感染対策～精神科の視点を活かした感染対策～
別所 千枝（医療法人社団更生会 草津病院 薬剤課）

4）高齢者施設における感染管理の考え方
高山 義浩（沖縄県立中部病院 感染症内科）

パネルディスカッション11 2月24日（土） 14：50～16：20 第11会場（国際館パミール 3F 香雲）

インフルエンザ対策―どこまで行うか―
司会：村上 啓雄（岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター）

吉田 正樹（東京慈恵会医科大学 感染制御部）

1）インフルエンザ対策のオーバービュー
川名 明彦（防衛医科大学校 感染症・呼吸器内科）

2）大規模病院でのインフルエンザ対策
菅野 みゆき（東京慈恵会医科大学附属柏病院 感染対策室）

3）急性期病棟・療養病棟を有する病院のインフルエンザ予防対策
本田 順一（社会医療法人雪の聖母会 雪の聖母会 聖マリア病院 医療の質管理本部）

4）中小病院でのインフルエンザ対策～2012/13 シーズンに経験したインフルエンザアウトブレイ
クを教訓にして～
峯 麻紀子（重工記念長崎病院 感染対策室）

5）高齢者施設・社会福祉施設でのインフルエンザ対策―どこまで行うか―
吉田 正樹（東京慈恵会医科大学 感染制御部）
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教育講演1 2月23日（金） 9：00～9：40 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：前田 ひとみ（熊本大学大学院 生命科学研究部）

知っていますか？ B型肝炎教育のこと：医療従事者養成課程における実態と課題
操 華子（静岡県立大学大学院 看護学研究科）

教育講演2 2月23日（金） 9：50～10：30 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：緒方 剛（茨城県土浦保健所 所長）

大規模災害における口腔保健活動の課題
足立 了平（神戸常盤大学短期大学部 口腔保健学科）

教育講演3 2月23日（金） 10：40～11：20 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：鍋谷 佳子（大阪大学医学部附属病院 看護部/感染制御部）

ベッドパンウォッシャー：フラッシャーディスインフェクター（FD）の適正使用
村上 啓雄（岐阜大学医学部附属病院 生体支援センター）

教育講演4 2月23日（金） 11：30～12：10 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：一山 智（京都大学 医学部 臨床病態検査学）

薬剤耐性・アウトブレイクとコスト
今中 雄一（京都大学大学院 医学研究科 医療経済学分野）

教育講演5 2月23日（金） 17：50～18：30 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）

培養検査のプロセスを考える～原因菌を確実に検出するために～
日暮 芳己（東京大学医学部附属病院 感染制御部 微生物検査室）

教育講演6 2月23日（金） 10：40～11：20 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：上灘 紳子（鳥取大学医学部附属病院 看護部）

在宅ケアにおける感染管理の考え方～地域包括ケアシステムの推進に備える
高山 義浩（沖縄県立中部病院 感染症内科）

教育講演7 2月23日（金） 11：30～12：10 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：堀 誠治（東京慈恵会医科大学附属病院）

肺結核の院内感染対策～空気感染対策の実際と感染拡大防止の方法～
井端 英憲（国立病院機構 三重中央医療センター 呼吸器内科）

教育講演8 2月23日（金） 13：40～14：20 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：村木 優一（京都薬科大学 医療薬科学系 臨床薬剤疫学分野）

AMR・HAI サーベイランスの今後
早川 佳代子（国立国際医療研究センター 国際感染症センター）
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教育講演9 2月23日（金） 17：00～17：40 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：高野 八百子（慶應義塾大学病院 感染制御センター）

学校・保育園・幼稚園における感染予防―日常的な指導とアウトブレイク発生時の支援の実際
坂木 晴世（独立行政法人国立病院機構西埼玉中央病院）

教育講演10 2月23日（金） 17：50～18：30 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：森屋 恭爾（東京大学大学院 医学系研究科 病因病理学専攻感染制御学）

病院清掃委託事業者は医療サービスの質向上の担い手
菅原 えりさ（東京医療保健大学大学院）

教育講演11 2月23日（金） 9：00～10：00 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

司会：高橋 聡（札幌医科大学 医学部 感染制御・臨床検査医学講座）

カテーテル関連尿路感染を減らすサーベイランスと対策
坂本 史衣（学校法人 聖路加国際大学 聖路加国際病院 QI センター感染管理室）

教育講演12 2月23日（金） 10：10～10：50 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

司会：木津 純子（薬学共用試験センター）

感染対策を「習慣」にするサーベイランスデータの活用
坂本 史衣（学校法人 聖路加国際大学 聖路加国際病院 QI センター感染管理室）

教育講演13 2月23日（金） 11：00～11：40 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

司会：荒川 創一（三田市民病院）

SSI 防止ガイドラインをどう考えるか
清水 潤三（大阪労災病院 肝胆膵外科）

教育講演14 2月23日（金） 15：20～16：20 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

JANISデータの利用法について
司会：柴山 恵吾（国立感染症研究所 細菌第二部）

1）JANIS 検査部門はデータの宝庫です！
筒井 敦子（国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター）

2）院内感染対策における JANIS 検査部門データの活用法
加藤 維斗（東京大学医学部附属病院 感染制御部 微生物検査室）

教育講演15 2月23日（金） 13：40～14：20 第13会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F クラウンルーム）

司会：佐和 章弘（広島国際大学 薬学部 医療薬学研究センター）

消毒薬の適切な使用と新世代消毒薬
頼岡 克弘（周南市立新南陽市民病院 薬剤部）
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教育講演16 2月24日（土） 8：30～9：10 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：尾家 重治（宇部フロンティア大学 人間健康学部看護学科）

感染管理と栄養
深柄 和彦（東京大学医学部附属病院 手術部）

教育講演17 2月24日（土） 9：20～10：00 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：辻 明良（東邦大学 名誉教授）

実用化が期待されるワクチンの概要と展望
岡部 信彦（川崎市健康安全研究所）

教育講演18 2月24日（土） 13：10～13：50 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：満田 年宏（東京女子医科大学病院 総合感染症・感染制御部 感染制御科）

ファシリティドッグと感染対策
森田 優子（認定特定非営利活動法人 シャイン・オン・キッズ/神奈川県立こども医療センター）

教育講演19 2月24日（土） 9：20～10：00 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：小野寺 昭一（湖山リハビリテーション病院 名誉院長）

院内感染する輸入感染症―麻疹、中東呼吸器症候群（MERS）、インフルエンザA（H7N9）―
三﨑 貴子（川崎市健康安全研究所）

教育講演20 2月24日（土） 10：20～10：50 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：高橋 孝（北里大学大学院感染制御科学府 感染制御科学専攻 感染制御・免疫学履修コース・感染症
学研究室）

トコジラミの脅威：ムシするとトリ返しのつかない事態に！
金井 信一郎（信州大学医学部附属病院 感染制御室）

教育講演21 2月24日（土） 11：10～11：40 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：草地 信也（東邦大学医療センター大橋病院 外科・がんセンター）

4学会提言：カルバペネム耐性腸内細菌科細菌への臨床的対応―CPEを対象とした感染対策の
重要性―

舘田 一博（東邦大学 医学部 微生物学教室）

教育講演22 2月24日（土） 14：00～14：40 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：竹末 芳生（兵庫医科大学 感染制御学）

AMRアクションプラン 日本の戦略
大曲 貴夫（国立国際医療研究センター）

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control

教
育
講
演

－49－



教育講演23 2月24日（土） 14：50～15：30 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：臼杵 尚志（香川大学医学部附属病院 消化器外科）

新規抗菌薬の必要性と開発状況
花木 秀明（北里大学 感染制御研究センター・感染制御機構）

教育講演24 2月24日（土） 10：50～11：30 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

司会：二木 芳人（昭和大学 医学部 臨床感染症学）

ジェネリック抗菌薬についてもっと知ろう
藤村 茂（東北医科薬科大学大学院 薬学研究科 臨床感染症学教室）

教育講演25 2月24日（土） 15：30～16：00 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

司会：山口 征啓（健和会大手町病院 副病院長・感染症内科）

米国における医療疫学（Healthcare Epidemiology）の現状とその方向性
後藤 道彦（Network Epidemiologist, Iowa City VA Medical Center/VA Midwest Health Care Net-

work/Assistant Professor of Medicine, Division of Infectious Diseases, University of
Iowa Carver College of Medicine）

教育講演26 2月24日（土） 15：30～16：10 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

司会：美島 路恵（東京慈恵会医科大学附属病院 感染対策室）

逆ギレされないコミュニケーション teamSTEPPSの活用
中澤 靖（東京慈恵会医科大学 感染制御部）
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ベーシックレクチャー1 2月23日（金） 13：40～14：20 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：斧 康雄（帝京大学）

感染制御に必要な統計学～統計を学ぶための第一歩～
菊地 義弘（地方独立行政法人宮城県立病院機構 宮城県立がんセンター 医療安全管理室）

ベーシックレクチャー2 2月23日（金） 14：30～15：10 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：白石 正（山形大学医学部附属病院 薬剤部）

消毒薬の視点から覗く感染制御～実践に役立つ消毒薬の基礎知識～
潮平 英郎（琉球大学医学部附属病院 薬剤部/琉球大学医学部附属病院 感染対策室/感染対策チーム）

ベーシックレクチャー3 2月24日（土） 14：00～14：40 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

微生物を知ろう：アウトブレイクを起こす細菌 パート1
司会：佐藤 智明（東京大学医学部附属病院 感染制御部）

1）エンテロコッカスとVRE
園部 一成（東京医科歯科大学医学部附属病院 検査部 細菌検査室）

2）セラチアと多剤耐性菌
和久田 光毅（藤田保健衛生大学病院 医療の質・安全対策部 感染対策室/臨床検査部 微生物遺伝子検査

室）

ベーシックレクチャー4 2月24日（土） 14：50～15：30 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

微生物を知ろう：アウトブレイクを起こす細菌 パート2
司会：中島 一敏（大東文化大学 スポーツ・健康科学部）

1）大腸菌とカルバペネマーゼ産生菌
河口 豊（川崎医科大学附属病院 中央検査部）

2）緑膿菌とMDRP
奥川 周（東京大学医学部附属病院 感染症内科）

ベーシックレクチャー5 2月24日（土） 15：40～16：20 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：内田 美保（小松短期大学）

大規模調理施設としての病院給食食品安全管理
一色 賢司（日本食品分析センター 学術顧問/北海道大学 名誉教授）

ベーシックレクチャー6 2月24日（土） 15：40～16：20 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

どうする？手術室
司会：大友 陽子（東京女子医科大学病院 総合感染症・感染制御部）

1）医療安全と感染対策の間で手術室看護師として出来る事
橋場 敦子（東京女子医科大学病院 中央手術室）

2）こうしよう！手術室
矢野 邦夫（浜松医療センター 感染症内科）
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災害時感染制御検討委員会企画 2月23日（金） 10：40～12：10 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

感染制御のスペシャリストが担うべき災害時の役割～我々は何を学び、何を創ろうとしているの
か～

司会：櫻井 滋（岩手医科大学附属病院 医療安全管理部 感染症対策室）
加來 浩器（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 広域感染症疫学・制御研究部門）

基調発言：

賀来 満夫（東北大学 大学院医学系研究科 内科病態学講座 感染制御・検査診断学分野）

1）避難施設における感染制御と支援のありかた～熊本地震での支援経験を踏まえて、今後を考察
する～
泉川 公一（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 臨床感染症学分野/長崎大学病院 感染制御教育センター）

2）災害時感染制御と自衛隊の位置づけ～民間との共同について～
加來 浩器（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 広域感染症疫学・制御研究部門）

3）被災地の感染制御担当者と何を共有し、同支援すべきか～後方支援とその課題～
菅原 えりさ（東京医療保健大学大学院）

4）大規模災害時の避難施設におけるウイルス性疾患対策～ワクチンと予防投与に期待されるこ
と～
児玉 栄一（東北大学 災害科学国際研究所 災害感染症学分野）

JHAIS委員会企画 2月23日（金） 13：40～15：10 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

サーベイランスのプロが伝授！2016年 JHAISサマリーと症例判定
司会：高野 八百子（慶應義塾大学病院 感染制御センター）

針原 康（NTT東日本関東病院 手術部・外科）

1）SSI サーベイランス報告
森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部/透析関連感染サーベイランス研究会）

2）デバイスサーベイランス報告①：ICU一般病棟部門
藤田 烈（帝京大学 医学部 臨床研究医学講座）

3）デバイスサーベイランス報告②：NICU部門
坂木 晴世（国立病院機構西埼玉中央病院 看護部）

4）事例判定（SSI）
清水 潤三（大阪労災病院 肝胆膵外科）

5）事例判定（VAE）
渡邉 都貴子（山陽学園大学 看護学部）

6）事例判定（BSI、UTI）
柴谷 涼子（独立行政法人地域医療機能推進機構大阪病院 看護部看護ケア推進室）
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第14回教育委員会講習会 2月23日（金） 17：00～18：50 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

あなたの施設にもCREがやってくる
司会：川名 明彦（防衛医科大学校 感染症・呼吸器内科）

平松 玉江（国立がん研究センター中央病院）

1）CRE Up To Date
貫井 陽子（東京医科歯科大学医学部附属病院 感染制御部）

2）CRE感染対策：CRE検出！ その時どう対応する？
美島 路恵（東京慈恵会医科大学附属病院 医療安全管理部 感染対策室）

3）CREの治療について。抗菌薬と消毒薬の使い方
西 圭史（杏林大学医学部付属病院 医療安全管理部 感染対策室）

4）CREおよび CPRの特徴、検出およびスクリーニングにおける注意点
三澤 成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床検査部）

日本環境感染学会多剤耐性菌感染制御委員会企画 2月24日（土） 14：50～16：20 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

確認しよう！薬剤耐性グラム陰性桿菌の基礎知識と感染対策の実践
司会：栁原 克紀（長崎大学病院 検査部）

菅原 えりさ（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科）

1）薬剤耐性グラム陰性桿菌はどうして発生するのか？
小佐井 康介（長崎大学病院 検査部）

2）効くはずの抗菌薬が効かない？
石井 良和（東邦大学 医学部 微生物・感染症学講座）

3）薬剤耐性グラム陰性菌の感染対策：最新のエビデンス
渡邉 都貴子（山陽学園大学 看護学部）

4）薬剤耐性グラム陰性桿菌のアウトブレイク事例から学ぶ
山岸 由佳（愛知医科大学病院 感染症科/愛知医科大学病院 感染制御部）

日本環境感染学会・職業感染制御委員会との合同企画 2月23日（金） 9：00～10：30 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

職業感染制御委員会企画
司会：國島 広之（聖マリアンナ医科大学 感染症学講座）

菅野 みゆき（東京慈恵会医科大学附属柏病院 感染対策室）

1）臨床現場における職業曝露防止の現状と課題
藤田 昌久（日本医科大学付属病院 医療安全管理部 感染制御室）

2）臨床検査室における感染管理
豊川 真弘（福島県立医科大学 新医療系学部設置準備室）

3）職業感染対策としてのHBワクチン 未解決の問題
四柳 宏（東京大学医科学研究所 先端医療研究センター 感染症分野）

4）職域における職業感染対策と感染管理担当者の役割
吉川 徹（独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所）
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編集委員会企画 2月24日（土） 13：10～14：40 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

司会：長谷川 直樹（慶應義塾大学病院 医学部感染制御センター）

臨床の知見をエビデンスにする―アクセプトされる論文を書くために―
木津 純子（薬学共用試験センター）
操 華子（静岡県立大学大学院 看護学研究科）

日本外科感染症学会合同企画 2月23日（金） 13：40～15：10 第9会場（国際館パミール 3F 慶雲）

手術部位感染予防の考え方―エビデンスの解釈とコストについて
司会：大久保 憲（医療法人 平岩病院）

渋谷 智恵（公益社団法人日本看護協会 看護研修学校 認定看護師教育課程 感染管理学科）

パネリスト：渡邉 学（東邦大学医療センター大橋病院 外科）

畑 啓昭（国立病院機構 京都医療センター 外科・ICT）

青山 恵美（（医）大雄会総合大雄会病院 感染対策課）

澤木 ゆかり（浜松医科大学医学部附属病院 感染対策室）

プレゼンター：大毛 宏喜（広島大学病院 感染症科）

総括発言：吉田 理香（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科 感染制御学）

日本医療薬学会合同シンポジウム 2月23日（金） 13：40～15：40 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

AMR対策アクションプランへの貢献：両学会がどのように関わっていくか・どのように結果を
出していくか！

司会：小野寺 直人（岩手医科大学 医学部 臨床検査医学講座/岩手医科大学附属病院 感染症対策室）
北原 隆志（長崎大学病院 薬剤部）

1）抗微生物薬適正使用の推進における薬剤師の貢献―抗菌薬サーベイランスからAntimicrobial
stewardship
高山 和郎（東京大学医学部附属病院 薬剤部）

2）感染予防および管理がAMR対策に及ぼす影響
堀 賢（順天堂大学大学院 医学研究科 感染制御科学）

3）抗微生物薬の適正使用推進における薬剤師の貢献～TDMと PK PDに基づいた antimicrobial
stewardship のエビデンス～
猪川 和朗（広島大学大学院薬物治療学）

4）AMR対策を志向した免疫賦活剤の開発研究
小田 真隆（京都薬科大学 薬学部 微生物・感染制御学分野）

5）AMR対策アクションプランへの貢献 両学会がどのように関わっていくか・どのように結果
を出していくか！
舘田 一博（東邦大学 医学部 微生物学教室）

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会

そ
の
他
企
画

－54－



日本救急医学会合同企画 2月23日（金） 14：50～16：50 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

「救急外来部門における感染対策」の標準化に挑む2017
司会：池田 弘人（帝京大学 医学部 救急医学）

佐々木 淳一（慶應義塾大学 医学部 救急医学）

第一部：合同WG活動報告2017
1）病院前救護活動における感染対策標準化へ向けて

森田 正則（堺市立総合医療センター 救命救急センター/救急外来部門における感染対策検討ワーキンググ
ループ）

2）救急外来部門における感染対策チェックリスト（案）
椎野 泰和（日本救急医学会 救急外来部門における感染対策検討委員会）

3）救急外来部門における感染対策チェックリスト（案）～ハード面について～
藤田 昌久（日本医科大学付属病院 医療安全管理部 感染制御室）

4）救急外来部門における微生物検査体制：問題点と解決への糸口
志馬 伸朗（広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 救急集中治療医学）

第二部：感染対策をディベートで考える！救急医 vs感染制御医

プレゼンター：鍋谷 佳子（大阪大学医学部附属病院 看護部/感染制御部）

ディスカッサント：松山 重成（兵庫県災害医療センター 救急部）

長門 直（公立学校共済組合中国中央病院）

添田 博（東京医科大学病院 薬剤部）

新生児感染症管理予防研究会合同シンポジウム 2月23日（金） 9：00～10：30 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

NICUの感染制御―次の10年に向けた課題3選
司会：大城 誠（名古屋第一赤十字病院 小児科）

星野 智子（独立行政法人地域医療機能推進機構船橋中央病院 看護部）

1）セッション開催に際して
大城 誠（名古屋第一赤十字病院 小児科）

2）新生児集中治療室（NICU）における血液培養の現状と未来―感染制御と抗菌薬適正使用の適
切な評価として―
松永 展明（順天堂大学 医学部 小児科学講座）

3）本邦NICUでの PICC 管理の実態と改善すべき課題～「NICUにおける PICC 関連血流感染症の
リスク因子調査」からの提言～
木下 大介（新生児感染症管理予防研究会）

4）本邦の中心ライン関連血流感染と人工呼吸器関連肺炎の現状と国際比較
坂木 晴世（独立行政法人国立病院機構西埼玉中央病院）
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職業感染制御研究会企画（シンポジウム） 2月23日（金） 13：40～15：10 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

血液体液曝露の残された課題
司会：満田 年宏（東京女子医科大学/職業感染制御研究会）

李 宗子（職業感染制御研究会）

1）エピネット日本版および施設調査（JES2015 まで）のデータ分析から見える手術室における針
刺し、切創の課題
李 宗子（職業感染制御研究会）

2）針刺し・切創対策に関する最近の動向
満田 年宏（東京女子医科大学/職業感染制御研究会）

3）皮膚粘膜曝露と噛みつき・引っ掻き―エピネット日本版全国調査 2015 年データの詳細分析か
ら―
網中 眞由美（国立看護大学校/職業感染制御研究会）

4）血液体液曝露後の対応における課題
森澤 雄司（自治医科大学/職業感染制御研究会）

職業感染制御研究会企画（ベーシックレクチャー） 2月24日（土） 14：50～15：20 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

研究にエピネットデータを利用するにあたって知るべきこと
司会：人見 重美（筑波大学 臨床医学系 感染症内科）

1）エピネット日本版サーベイランスの成り立ちとその意義
木戸内 清（名古屋市昭和保健所/職業感染制御研究会）

2）エピネット日本版の正しいデータ収集・入力方法―データ入力の間違い事例等から―
細見 由美子（International Safety Center/職業感染制御研究会）

私立医科大学病院感染対策推進会議企画 2月23日（金） 15：50～16：50 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

病院における薬剤耐性菌対策―私立医科大学病院感染対策推進会議データからの考察―
司会：岩田 敏（国立がん研究センター中央病院 感染症部）

1）薬剤耐性菌発生状況（ここ 3年のトレンドも含めて）
三澤 成毅（順天堂大学医学部附属順天堂医院/私立医科大学病院感染対策推進会議）

2）抗菌薬使用量、消毒薬使用量の状況（ここ 3年のトレンドも含めて）
池谷 修（慶應義塾大学病院 薬剤部/慶應義塾大学病院 感染制御部/私立医科大学病院感染対策推進会議）

3）薬剤耐性菌発生に関わる要因の分析
藤田 烈（帝京大学 医学部 臨床研究医学講座/私立医科大学病院感染対策推進会議）

追加発言：堀 誠治（東京慈恵会医科大学附属病院 感染制御部）
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あり方委員会企画 2月23日（金） 17：00～18：30 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

ファシリティマネジメント 感染管理担当者のあり方を考える
司会：菅野 みゆき（東京慈恵会医科大学附属柏病院 感染対策室）

吉田 眞紀子（東北大学病院 検査部）

1）医療環境の評価と改善における感染対策担当者の役割
坂本 史衣（学校法人 聖路加国際大学 聖路加国際病院 QI センター感染管理室）

2）清掃事業者は何で評価されるか？清掃の品質基準のあり方を考える
小野 勤子（イオンディライト株式会社 病院・介護営業推進部）

3）空調制御システムから見た感染対策
岡 幸彦（アズビル株式会社 ビルシステムカンパニー EPS事業推進室）

追加発言：賀来 満夫（東北大学大学院 医学系研究科 内科病態学講座 感染制御・検査診断学分野）

第275回ICD講習会 2月24日（土） 17：00～19：00 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

本邦における医療関連感染サーベイランスを知ろう―医療関連感染サーベイランスとその活用に
よる感染対策―

司会：針原 康（NTT東日本関東病院 手術部・外科）
草地 信也（東邦大学医療センター大橋病院 外科・がんセンター）

1）JANIS サーベイランスの概要
筒井 敦子（国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター）

2）日本環境感染学会による JHAIS サーベイランス
針原 康（NTT東日本関東病院 手術部・外科）

3）細菌検査サーベイランスデータの活用法―2DCM web と RICSS―
藤本 修平（東海大学医学部 基礎医学系 生体防御学）

4）耐性菌対策と医療関連感染サーベイランス
大曲 貴夫（国立国際医療研究センター）

名誉会員・功労会員授与式、学会賞表彰・受賞講演、上田Award表彰 2月23日（金） 15：50～16：40 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

プレゼンター：針原 康（NTT東日本関東病院）
賀来 満夫（東北大学 大学院医学系研究科 内科病態学講座 感染制御・検査診断学分野）

名誉会員・功労会員：炭山 嘉伸（東邦大学 理事長）

宮崎 久義（国立病院機構熊本医療センター）

奥住 捷子（獨協医科大学 感染制御センター）

学会賞 ：中島 順一朗（医療法人財団友朋会 嬉野温泉病院）

上田Award：梅津 敦士（宗像水光会総合病院 医療安全管理室）
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ランチョンセミナー1 2月23日（金） 12：30～13：20 第1会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F 飛天）

司会：佐々木 淳一（慶應義塾大学医学部救急医学/慶應義塾大学病院 救急科）

CDCガイドライン2011のその後―閉鎖式デバイス、その選択に誇りを持てますか？―
～CDCガイドライン2011前後に起きた FDA市販後調査～

William R. Jarvis（Jason＆Jarvis Associates, LLC, Consultant）
共催：日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

ランチョンセミナー2 2月23日（金） 12：30～13：20 第3会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 平安）

あらためて見直そう、尿路感染管理～AMR対策も踏まえて～
司会：髙橋 聡（札幌医科大学 医学部 感染制御・臨床検査医学講座）

司会より情報提供
「泌尿器科領域における感染制御ガイドライン」の改訂について

髙橋 聡（札幌医科大学 医学部 感染制御・臨床検査医学講座）

あらためて見直そう、尿路感染管理～AMR対策も踏まえて～
高野 八百子（慶應義塾大学病院 感染制御部）

共催：株式会社メディコン

ランチョンセミナー3 2月23日（金） 12：30～13：20 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

誤刺防止機構付静脈留置針導入10年 新たな課題と対策
司会：井上 善文（大阪大学 国際医工情報センター 栄養ディバイス未来医工学共同研究部門）

誤刺防止機構付静脈留置針導入後の新たな課題と対策
平松 玉江（国立がん研究センター中央病院 看護部）

抗がん剤末梢静脈投与における曝露対策
藤井 恵美（国立がん研究センター中央病院 看護部 患者サポート研究開発センター）

共催：ビー・ブラウンエースクラップ株式会社

ランチョンセミナー4 2月23日（金） 12：30～13：20 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

司会：八木 哲也（名古屋大学大学院医学系研究科 臨床感染統御学分野）

手指衛生とその周辺に関するホットトピックス
～患者さんにも医療者にも優しい手指衛生を目指して～

満田 年宏（東京女子医科大学 感染制御科）

共催：サラヤ株式会社

ランチョンセミナー5 2月23日（金） 12：30～13：20 第7会場（国際館パミール 2F 青葉）

司会：石黒 信久（北海道大学病院 感染制御部）

当院 ICTの取り組み～インフルエンザを例として、看護師の立場で～
市川 ゆかり（旭川赤十字病院 感染管理室）

共催：富士フイルム株式会社/富士フイルムメディカル株式会社
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ランチョンセミナー6 2月23日（金） 12：30～13：20 第8会場（国際館パミール 2F 松葉）

司会：國島 広之（聖マリアンナ医科大学 感染症学講座）

現場での器材の再生処理と薬剤耐性菌対策～ローカルルールになっていませんか？～
橋本 丈代（福岡大学病院 感染制御部）

共催：吉田製薬株式会社

ランチョンセミナー7 2月23日（金） 12：30～13：20 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

クロストリジウム・ディフィシル感染症の日常診療の課題に迫る～診断、治療、感染管理～
司会：竹末 芳生（兵庫医科大学 感染制御学）

パネリスト：中嶋 一彦（兵庫医科大学 感染制御部）

一木 薫（兵庫医科大学 感染制御部）

共催：アステラス製薬株式会社

ランチョンセミナー8 2月23日（金） 12：30～13：20 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

司会：堀 賢（順天堂大学大学院 医学研究科 感染制御科学）

Formulation matters ～組成が示唆する手指消毒剤の効果～
James Arbogast（ゴージョー米国本社 衛生科学・公衆衛生推進）

共催：ゴージョージャパン株式会社

ランチョンセミナー9 2月23日（金） 12：30～13：20 第13会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F クラウンルーム）

司会：岩田 敏（国立がん研究センター中央病院 感染症/慶應義塾大学医学部）

みんなで取り組む小児の感染管理～手洗いからワクチンまで～
宮入 烈（国立成育医療センター感染症科/感染防御対策室）

共催：ジャパンワクチン株式会社/第一三共株式会社

ランチョンセミナー10 2月23日（金） 12：30～13：20 第14会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F ロイヤルルーム）

司会：貫井 陽子（東京医科歯科大学医学部附属病院 感染制御部）

手術室の感染対策を改善するためのコツ
四宮 聡（箕面市立病院 ICT）

共催：ハリヤード・ヘルスケア・インク

ランチョンセミナー11 2月24日（土） 12：00～12：50 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

インフェクションZEROへ限りない挑戦
司会：賀来 満夫（東北大学大学院医学系研究科 感染制御・検査診断学分野）

周術期感染対策を再考する―WHO、ACS/SIS、CDC各ガイドラインの比較―
針原 康（NTT東日本関東病院）

清潔手術の感染対策
中井 真尚（静岡市立静岡病院 ICU・CUU・HCU 兼 心臓血管外科）

共催：株式会社大塚製薬工場
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ランチョンセミナー12 2月24日（土） 12：00～12：50 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

司会：森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

もっと良くなる環境整備のポイント～手指衛生だけじゃダメなの？～
笹原 鉄平（自治医科大学医学部 感染免疫学講座 臨床感染症部門/自治医科大学医学部附属病院 臨床感染

症センター 感染制御部）

共催：テルモ株式会社

ランチョンセミナー13 2月24日（土） 12：00～12：50 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

司会：金光 敬二（福島県立医科大学 医学部 感染制御学講座）

環境整備と医療経済
福田 治久（九州大学大学院医学研究院 医療経営・管理学講座 医療経営学分野）

共催：杏林製薬株式会社/キョーリンメディカルサプライ株式会社

ランチョンセミナー14 2月24日（土） 12：00～12：50 第6会場（国際館パミール 1F 暁光）

司会：舘田 一博（東邦大学 医学部 微生物・感染症学講座）

結核 doctor’s delay ゼロをめざして―慈恵医大の取り組み―
中澤 靖（東京慈恵会医科大学附属病院 感染対策室）

共催：オックスフォード・イムノテック株式会社

ランチョンセミナー15 2月24日（土） 12：00～12：50 第8会場（国際館パミール 2F 松葉）

司会：洪 愛子（神戸女子大学 看護学研究科開設準備室）

検査室における感染対策
坂本 史衣（学校法人 聖路加国際大学 聖路加国際病院 QI センター感染管理室）

共催：サクラ精機株式会社

ランチョンセミナー16 2月24日（土） 12：00～12：50 第10会場（国際館パミール 3F 白雲）

手術時の感染予防：課題と対策
司会：満田 年宏（東京女子医科大学 感染制御科）

手術室における感染予防の最新情報
Jean Carlet（Groupe hospitalier Paris Saint Joseph）

新素材“スマート素材”の手術用手袋への応用：針刺し防護性能を目指して
Pierre Hoerner（Lucenxia）

共催：三興化学工業株式会社

ランチョンセミナー17 2月24日（土） 12：00～12：50 第12会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F プリンスルーム）

司会：尾内 一信（川崎医科大学 小児科学講座）

医療関係者のための予防接種
多屋 馨子（国立感染症研究所 感染症疫学センター 第三室）

共催：アステラス製薬株式会社

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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ランチョンセミナー18 2月24日（土） 12：00～12：50 第13会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F クラウンルーム）

司会：藤田 烈（帝京大学医学部臨床研究医学講座 帝京大学臨床研究センター）

カテーテル関連血流感染をどうモニタリングするか？：血液培養サーベイランスシステムの有用
性

山元 佳（国立国際医療研究センター 国際感染症センター 総合感染症科）

共催：日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

ランチョンセミナー19 2月24日（土） 12：00～12：50 第14会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F ロイヤルルーム）

司会：大塚 喜人（亀田総合病院 臨床検査部）

院内で結核患者を発見。その時どうする
細川 直登（亀田総合病院 感染症科）

共催：極東製薬工業株式会社

スイーツセミナー1 2月23日（金） 15：30～16：20 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

針刺し損傷防止機能付きペン型注入器用注入針の導入効果
司会：三鴨 廣繁（愛知医科大学 感染症科）

國島 広之（聖マリアンナ医科大学 感染症学講座）

星野 ゆかり（仙台厚生病院 看護部）

共催：日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

スイーツセミナー2 2月23日（金） 15：30～16：20 第7会場（国際館パミール 2F 青葉）

司会：内山 正子（新潟大学医歯学総合病院 感染管理部）

手荒れ対策もバッチリ！手指衛生遵守率アップに向けた取り組み
坂木 晴世（独立行政法人国立病院機構 西埼玉中央病院 看護部）

共催：杏林製薬株式会社/日本エア・リキード株式会社

アフタヌーンセミナー1 2月23日（金） 16：40～17：30 第2会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 天平）

司会：森兼 啓太（山形大学医学部附属病院 検査部・感染制御部）

感染対策地域ネットワークの今、これから～躊躇するアナタ、でもアナタならきっとできる！ネッ
トワーク構築～

吉田 雅喜（八雲総合病院 小児科診療部）

共催：丸石製薬株式会社

アフタヌーンセミナー2 2月23日（金） 16：40～17：30 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

司会：中澤 靖（東京慈恵会医科大学 感染制御科/東京慈恵会医科大学附属病院 感染対策室）

医療環境のきれいごと
金森 肇（東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座感染制御・検査診断学分野、東北大学病院 総合感染

症科/検査部/感染管理室）

共催：株式会社モレーンコーポレーション
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一般演題
口演
1日目

〈O1-1～O30-6〉

2日目
〈O31-1～O68-6〉





セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第3会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 平安）

1
抗菌薬適正使用

1
9：00～10：00

藤本 卓司
（耳原総合病院
救急総合診療科）

O1-1
MRSA感染症に対してグリコペプチ
ド系抗菌薬の早期至適トラフ値到達
が治療効果に及ぼす影響について

産業医科大学病院 感
染制御部 鈴木 克典

O1-2
当院における術後感染予防抗菌薬適
正使用に関する調査～術前・術中追
加投与の適正化に向けて～

金沢医科大学病院 薬
剤部 西田 祥啓

O1-3 当院 ICTによる抗MRSA薬の適正
使用支援についての検討

神奈川リハビリテー
ション病院 ICT 岡村 秀行

O1-4 抗MRSA薬の使用状況と適正使用に
むけた取り組み

済生会山口総合病院
薬剤部 吉本 和代

O1-5
外科・泌尿器科領域の術後感染予防
抗菌薬の変更による抗菌薬減少効果
について

PL病院 薬剤部 冨田 有香

O1-6
Antimicrobial Stewardship（AS）ラウ
ンド開始前後における抗菌薬使用密
度（AUD）の変化について

岡山市立市民病院
ICT 梶田 志保

2
抗菌薬適正使用

2
10：10～11：10

濁川 博子
（東京逓信病院
感染症内科）

O2-1 倉敷平成病院におけるASTラウンド
の取り組みと評価

社会医療法人全仁会
倉敷平成病院 齋藤 文佳

O2-2
小児医療施設でのAntimicrobial
Stewardship Teamが与える抗菌薬
使用量への影響

福岡市立こども病院
感染対策室 由留部圭伍

O2-3 システムの有効活用による抗菌薬適
正使用支援活動効率化の取り組み

東京医科歯科大学医学
部附属病院 相曽 啓史

O2-4 外来抗菌薬使用量の推移と耐性菌検
出率の変化について

兵庫県立リハビリテー
ション中央病院 薬剤
部

高見 望美

O2-5
リネゾリドの適正使用を目的に行っ
た許可制導入による処方動向と感受
性の変化

岩手医科大学附属病院
感染症対策室 佐々木拓弥

O2-6 当院入院患者における内服抗菌薬使
用状況の検証

上尾中央医科グループ
三郷中央総合病院 上田 恵子

3
抗菌薬適正使用

3
11：20～12：10

相野田 祐介
（社会福祉法人
三井記念病院 感
染制御部）

O3-1 当院における抗菌薬使用量の数量的
評価 八女発心会 姫野病院 山田 貴之

O3-2 特定抗菌薬使用前の細菌検査未施行
症例への取り組み

中東遠総合医療セン
ター 院内感染対策委
員会

山本 恭子

O3-3
ナショナールデータベースを用いた
抗菌薬使用量動向調査―卸データと
の比較、年齢階級別の解析―

三重大学医学部附属病
院 山崎 大輔

O3-4 当センターにおける腸内細菌の耐性
率と LVFXの使用状況について

兵庫県立加古川医療セ
ンター 薬剤部 坂井 良美

O3-5 バンコマイシンにおける初回負荷投
与の有用性に関する検討

兵庫医科大学病院 感
染制御部 植田 貴史
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第3会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 平安）

4
抗菌薬適正使用

4
13：40～14：40

根井 貴仁
（日本医科大学付
属病院）

O4-1
ガイドライン改訂に基づいたバンコ
マイシン初回投与設計の変更による
トラフ値への影響の検討

PL病院 薬剤部 中田 一孝

O4-2 抗菌薬ポケットガイドが医師の抗菌
薬処方に与えた影響の調査

国立病院機構相模原病
院 薬剤部 水島 淳裕

O4-3 カルバペネム系抗菌薬のASPに向け
ての取り組み 高松市民病院 薬剤局 三輪あゆみ

O4-4
AUD、DOTを用いたカルバペネム系
抗菌薬使用動向と緑膿菌の感性率に
関する検討

弘前大学医学部附属病
院 薬剤部 岡村 祐嗣

O4-5
TAZ/PIPC・VCM併用群と
MEPM・VCM併用群の腎障害発症
リスクの比較検討

東京労災病院 ICT 川村ひとみ

O4-6
広島県下 31 施設による抗菌薬使用と
耐性菌分離率に関する地域共同サー
ベイランス

広島県病院薬剤師会
調査広報委員会 AUR
サーベイランス部門

池本 雅章

5
抗菌薬適正使用

5
14：50～15：50

加藤 英明
（横浜市立大学附
属病院 感染制御
部）

O5-1 ICT薬剤師による抗菌薬適正使用へ
の取組み 大分県立病院 薬剤部 清國 直樹

O5-2 感染症治療薬チェックシート導入の
有用性に関する検討

JA尾道総合病院 薬剤
科 藤本 雅宣

O5-3
病棟薬剤師と連携したAntimicrobial
stewardship の効果―カルバペネム
抗菌薬を対象に

下越病院 薬剤課 三星 知

O5-4 TDM管理下におけるテイコプラニ
ンの治療状況と安全性

磐田市立総合病院 感
染対策チーム 松原 大祐

O5-5
腎機能低下例におけるバンコマイシ
ン初回負荷投与の有効性と安全性の
評価

AMG 上尾中央総合病
院 高橋 直博

O5-6
ASTでの薬剤師の関わり―薬剤師に
よる啓発活動は医師の処方行動に影
響を与えることが出来るか―

済生会兵庫県病院 薬
剤科 古田 優子

6
抗菌薬適正使用

6
16：00～17：00

金井 信一郎
（信州大学医学部
附属病院 感染制
御室）

O6-1 当院における外来での経口抗菌薬使
用状況について 坂出市立病院 薬局 森 喜郎

O6-2
当院における誤嚥性肺炎患者へのス
ルバクタム/アンピシリン 1回 3g 投
与の有効性及び安全性の検討

JCHO高岡ふしき病院
薬剤科 水野 宏昭

O6-3
感染管理システム施設連携研究会 17
施設による抗菌薬使用と耐性菌分離
率に関する国内共同サーベイランス

感染管理システム施設
連携研究会 白野 倫徳

O6-4 多摩南部地域病院の抗菌薬使用状況
公益財団法人 東京都
保健医療公社 多摩南
部地域病院 薬剤科

佐々木康弘

O6-5 入院加療を要した歯性感染症への抗
菌薬使用状況

防衛医科大学校病院
歯科口腔外科 砂川 雄貴

O6-6
DPC データ・JANIS データを結合さ
せた、抗菌薬使用量サーベイランスの
試み

KKR高松病院 ICT 青木 洋二

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

7
環境整備 1
9：00～10：00

中島 百合
（独立行政法人国
立病院機構 久里
浜医療センター）

O7-1
当院におけるアウトブレイクの積極
的介入によるMRSA・ESBL 新規院
内検出率減少効果について

国立病院機構兵庫中央
病院 ICT 川崎 量子

O7-2
ICUの環境調査と結果の見える化と
清掃方法の見直しによる清浄度向上
に向けての取り組み

松下記念病院 集中治
療室 前田 哲平

O7-3 環境整備時の個人防護具の使用と手
指衛生は実践できているか 公立豊岡病院 看護部 出口 晴菜

O7-4 超音波処置室の環境改善における
ICT介入と看護師介入の効果 大阪赤十字病院 ICT 小谷 奈穂

O7-5
看護補助者による環境整備チェック
リストを使用した環境整備の実施と
ATP測定値の変動

マツダ病院 宗本 幹枝

O7-6
吐物処理における次亜塩素酸ナトリ
ウムとペーパータオルの用い方とそ
の評価

山口県病院薬剤師会感
染制御委員会 松尾 義哉

8
教育、啓発 1
10：10～11：10

竹村 美和
（滋賀医科大学医
学部附属病院）

O8-1

民間病院における中心ライン関連血
流感染及び挿入部の発赤症例低減に
向けた取り組み～被覆材集合教育に
焦点を当てて～

医療法人清栄会 清瀬
病院 大石恵理子

O8-2 感染リンクスタッフによる現場教育
の効果 能代厚生医療センター 袴田 陽子

O8-3
小学生に対する擦式手指消毒剤ディ
スペンサーの教室内設置による感染
予防に関する効果

埼玉県寄居町立桜沢小
学校 横田 彩佳

O8-4 長期療養型病院における手指衛生の
教育介入と評価 札幌エルム病院 薬局 横内 淳子

O8-5
インフルエンザワクチン接種を受け
た当院職員のインフルエンザ罹患時
の状況についての検討

北播磨総合医療セン
ター 感染対策室 高橋 尚子

O8-6 当院の術後感染予防抗菌薬の使用後
調査 立川相互病院 薬剤部 沢 仁美

9
教育、啓発 2
11：20～12：10

赤峰 みすず
（天心堂 へつぎ
病院 感染管理室）

O9-1 歯科大学附属病院における義歯修理
時の義歯消毒遵守率の再調査

大阪歯科大学附属病院
ICT 内藤 徹

O9-2

教育コンテンツの違いによる学習効
果の違いについて～関門地域感染症
研究会セミナーによる抗菌薬適正使
用の取り組みについて～

産業医科大学病院 感
染制御部 鈴木 克典

O9-3 看護学生のユニフォームにおける着
用日数別細菌汚染

大阪市立大学 医学部
看護学科 岡山 加奈

O9-4 手形培地を利用した感染対策の試み 株式会社 ビー・エ
ム・エル 霜島 正浩

O9-5
ASUISHI 医師養成事業 2期生におけ
る感染制御領域の学習方略満足度と
行動目標到達度調査

名古屋大学大学院医学
系研究科 井口 光孝
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

10
手指衛生 1
13：40～14：40

甲斐 美里
（済生会熊本病院
TQM部 感染管理
室）

O10-1
手指消毒剤の使用量増加に向けた取
り組みとMRSA院内感染率低下につ
いて

大阪府 済生会 茨木
病院 ICT 中家 聖子

O10-2 手指消毒薬使用量増加の要因の検討
国立研究開発法人 国
立長寿医療研究セン
ター

前川 裕子

O10-3 手指衛生の保持における温水洗浄便
座の有効性

宇部フロンティア大学
人間健康学部 看護学
科

青鹿 宏美

O10-4 水戸医療センターでのチーム医療に
よる手術時手洗い法移行の試み

水戸医療センター 外
科 小崎 浩一

O10-5
パームスタンプを用いた教育的介入
の再考～スタッフの行動変容とその
有効性～

杏林大学病院 CICU 渡邊 健太

O10-6 要因解析を用いた集中治療室におけ
る手指衛生改善の試み

鹿児島大学病院 感染
制御部門 川村 英樹

11
手指衛生 2
14：50～15：50

平工 加奈子
（東京女子医科大
学病院 総合感染
症・感染制御部）

O11-1 ImageJ を用いた手洗い指導の見える
化の検討

総合病院 国保旭中央
病院 五十嵐礼子

O11-2 オムツ交換時の手指衛生と手袋着脱
のタイミングの遵守率向上への活動

半田市立半田病院 6A
病棟 桑原 伸明

O11-3
携帯用アルコール手指消毒剤使用量
調査と直接観察法による手指衛生遵
守率の評価

地方独立行政法人岐阜
県立下呂温泉病院 熊崎 公香

O11-4
手指衛生が必要な 5つのタイミング
に着目した実施状況に対する教育の
効果

NHO徳島病院 筋ジス
トロフィー病棟 原田 千尋

O11-5 現場主導のチームによるクロスモニ
タリングの手指衛生向上への効果

東邦大学医療センター
大森病院 感染管理部 富田 学

O11-6 皮膚の自己評価ツールを用いた看護
師の手荒れ調査

愛知医科大学病院 感
染制御部 久留宮 愛

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第7会場（国際館パミール 2F 青葉）

12
BSI（血液感染）

1
9：00～10：00

田辺 正樹
（三重大学医学部
附属病院）

O12-1 尿路由来菌血症における原因菌と予
後に関する解析

福井大学医学部附属病
院 薬剤部 新谷 智則

O12-2 細菌検査データとDPCデータの統合
によるMRSA菌血症のリスク分析

久留米大学病院 臨床
検査部 宮本 直樹

O12-3 A 病院で 2016 年に増加したカンジダ
血症の調査

岩手県立胆沢病院 感
染管理室 長嶋 昭人

O12-4

一般病棟の中心ライン関連血流感染
対策におけるニードルレスコネクタ
用イソプロピルアルコール含浸
フォーム付き保護栓導入の効果

福岡大学病院 感染制
御部 小林加奈江

O12-5
造血幹細胞移植病棟における中心ラ
イン関連血流感染（CLABSI）の現状
と対策

国立がん研究センター
中央病院 感染制御室 室谷美々子

O12-6
ビタミン・アミノ酸加糖電解質輸液
投与患者における末梢静脈カテーテ
ル関連血流感染事例についての報告

地方独立行政法人大牟
田市立病院 感染対策
チーム

笠田 高志

13
BSI（血液感染）

2
10：10～11：00

下川 結花
（国家公務員共済
組合連合会 横須
賀共済病院）

O13-1
末梢静脈カテーテル留置期間延長に
向けた現状調査～血流感染と静脈炎
の関連の検討～

久留米大学医療セン
ター ICT 江崎 祐子

O13-2
当院血液腫瘍内科における末梢静脈
カテーテル留置期間延長に伴う血流
感染の変化

東大病院 看護部 間平 珠美

O13-3

CLABSI 削減における 0.5% クロルヘ
キシジンアルコールの効果―ガイド
ラインに盲従すべきか自施設の対策
を継続するか―

一宮市立市民病院 心
臓血管外科 宮原 健

O13-4

当院におけるESBL 産生腸内細菌に
よる血流感染症に対する carbap-
enems と cefmetazole の有効性の比
較

東京新宿メディカルセ
ンター 薬剤部 栗島 彬

O13-5 末梢静脈輸液カテーテル挿入時の
シャワーカバーのリユースの安全性 市立旭川病院 桐 則行

14
プロセス管理
11：20～12：10

武良 由香
（公益財団法人と
きわ会 常磐病院）

O14-1
東海地区 9施設における血流感染マ
ネジメントバンドル 2017 を用いた抗
菌薬適正使用の遵守状況

東海血流感染ネット
ワーク 奥平 正美

O14-2 ICUにおける吸引手順の見直しベス
トプラクティスに向けての取り組み

社会医療法人財団池友
会 新行橋病院 宗岡 直輝

O14-3 ベストプラクティス作成による尿道
留置カテーテル挿入手技の統一化

長野医療生活協同組合
長野中央病院 感染対
策室

小林 史博

O14-4
感染予防ガイドラインに沿った透析
業務の感染対策―感染管理ベストプ
ラクティスを活用して―

岩手県立中部病院 看
護科 菅原 智香

O14-5

電子カルテ導入時の電子カルテ端末
及びカート清掃がクロストリジウ
ム・デフィシル感染症（CDI）の発生
抑制に与える効果

沖縄県立中部病院 感
染症内科 椎木 創一
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第7会場（国際館パミール 2F 青葉）

15
微生物検査

13：40～14：40

犬塚 和久
（JA愛知厚生連
医療事業部 医療
事業課）

O15-1
迅速検査陰性患者を発端とする小児
病棟におけるノロウイルス集団感染
事例

鹿児島大学病院 医療
環境安全部 感染制御
部門

折田美千代

O15-2 胆汁からの CRE検出に伴う内視鏡清
浄度調査の実施報告

古賀総合病院 臨床検
査技術部 河野 満子

O15-3 当院における血液培養 2セット採取
率適正化への取り組みと課題

医療法人社団創進会
みつわ台総合病院
ICT

林 真由美

O15-4
当センターにおける 1種類のドライ
プレートのみによる全検出菌薬剤感
受性測定について

自動車事故対策機構
千葉療護センター 森 修治

O15-5 血液培養結果の即日報告が広域抗菌
薬使用回避に及ぼす有用性について 公立昭和病院 ICT 横沢 隆行

O15-6
当センターにおけるカルバペネム耐
性 Pseudomonas aeruginosa の検出
状況

埼玉県立がんセンター
検査技術部 今井 芙美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第8会場（国際館パミール 2F 松葉）

16
消毒・洗浄・減

菌 1
9：00～10：00

伏見 了
（東京医療保健大
学大学院）

O16-1 薬剤耐性菌に対するノンアルコール
手指衛生剤の有効性

宇部フロンティア大学
人間健康学部 看護学
科

重藤 和貴

O16-2 多剤排出ポンプ遺伝子陽性MRSAに
対する消毒薬の殺菌効果

東京薬科大学 薬学部
病原微生物学教室 中南 秀将

O16-3 緑膿菌に対する電解中性水の樹脂上
での除菌効果

順天堂大学大学院 感
染制御科学 伊丹 愛子

O16-4 次亜塩素酸ナトリウムの有機物によ
る残留塩素濃度の変化について

札幌医科大学附属病院
感染制御部 中江 舞美

O16-5
薬事的観点から見た、消毒効果を目的
とした製品（医薬品・医薬部外品・雑
品）の衛生管理における問題と改善

山口大学医学部附属病
院 感染制御部 河口 義隆

O16-6

上部および下部消化器内視鏡チャン
ネル内に残留する汚れのATP+ADP
+AMP、蛋白質および一般生菌数の測
定

キッコーマンバイオケ
ミファ株式会社 企画
開発部

場家 幹雄

17
消毒・洗浄・減

菌 2
10：10～11：10

高階 雅紀
（大阪大学医学部
附属病院）

O17-1 患者清拭用木綿製タオルの電子レン
ジ処理による減菌効果の検討

東京医療保健大学大学
院 鎌田 明

O17-2
哺乳瓶・乳首の中央材料室での一括
洗浄・滅菌に向けた取り組み～ATP
検査での洗浄評価を行って～

鳥取赤十字病院 鈴木 千春

O17-3 再生医材のトレサビリティを考え
る～システム構築と運用の検討～

国立国際医療研究セン
ター病院 看護部 田中 敬子

O17-4 アルコール製剤によるノロウイルス
不活化効果について

シーバイエス株式会社
研究開発室 宮澤めぐみ

O17-5 硫酸塩による酸性エタノール混合物
のウイルス不活化増強効果

株式会社ニイタカ 技
術部 尾崎 恵太

O17-6 当院における次亜塩素酸ナトリウム
浸漬液適正使用推進活動の評価

金沢医科大学病院 薬
剤部 多賀 允俊

18
消毒・洗浄・減

菌 3
11：20～12：10

齋藤 祐平
（東京大学医学部
附属病院）

O18-1 消毒薬適正使用推進チームによる院
内消毒薬の標準化に向けた取り組み

東京医科大学病院 薬
剤部 下平 智秀

O18-2 ベッドパンウォッシャー洗浄評価か
ら見えた課題

琉球大学医学部附属病
院 看護部 富島 美幸

O18-3 用手洗浄を行った浸漬禁止手術器械
の洗浄評価

自衛隊阪神病院 看護
部手術室 谷口 未央

O18-4 経管栄養関連器材および準備・片付
けを行う環境における細菌学的調査 愛知医科大学看護学部 三善 郁代

O18-5 透析用バスキュラーアクセスカテー
テルの刺入部感染に対する取り組み

KKR高松病院 臨床工
学科 山崎さおり
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第8会場（国際館パミール 2F 松葉）

19
標準予防策、経路
別予防策

13：40～14：40

荒木 弥生
（東邦大学医療セ
ンター大森病院）

O19-1
透析室におけるインフルエンザ、ノロ
ウイルスに対する感染トリアージの
報告

東北公済病院 透析セ
ンター 佐々木由紀

O19-2

クロストリジウム・ディフィシル感
染症の集団発生における、病棟の対策
と課題～排泄ケアの取り組みを通し
て～

NHO東佐賀病院 田中 智之

O19-3 病棟看護師のサージカルマスク着用
の理由と行動要因の関連（第 1報）

順天堂大学大学院医療
看護学研究科 小林 裕美

O19-4 ノルウェー疥癬症例を経験して得ら
れた標準予防策の重要性

愛知県がんセンター愛
知病院 ICT 和田 美佳

O19-5 N95 マスクのフィットテストによる
有効性の検討

藤岡市国民健康保険
鬼石病院 稲川 秀樹

O19-6 病棟看護師のサージカルマスク着用
の理由と行動要因の関連（第 2報）

順天堂大学大学院医療
看護学研究科 小林 裕美

20
針刺し切創・体
液曝路 1

14：50～15：50

木戸内 清
（名古屋市昭和保
健所）

O20-1 Team STEPPS を活用した針刺し・
切創防止に向けた取り組み

医療法人 光臨会 荒
木脳神経外科病院 島中 延枝

O20-2
全手術にニュートラルゾーンシート
を導入して、みえたもの～手術室にお
ける針刺し切創の現状と課題～

厚生連高岡病院 廣野 和子

O20-3
安全翼状針による針刺し低減に向け
た教育の在り方の一考察～中途採用
者教育の効果～

カレスサッポロ北光記
念病院 感染制御室 村田 弘美

O20-4
当院の血液・体液曝露後対応の見直
し～抗HIV薬を常備することになっ
たきっかけ～

清恵会病院 看護部 山本 真紀

O20-5 インスリン注射時の針刺し防止に向
けた取り組み 鹿児島市立病院 ICT 久保 直美

O20-6 医師と看護師の針刺し・切創報告率
に関する分析 名古屋市衛生研究所 平光 良充

21
針刺し切創・体
液曝路 2

16：00～17：00

萱場 広之
（弘前大学医学部
附属病院 検査部）

O21-1
看護師の採血・静脈注射時の手袋着
用率向上への取り組み～ICNとリン
クナースが協働して～

NHO近畿中央胸部疾患
センター 看護部 大槻登季子

O21-2 安全機能付きペン型インスリン針の
採用経緯

長岡赤十字病院 感染
対策チーム 塩入久美子

O21-3
手術室外回り看護師におけるゴーグ
ル着用の現状調査と改善に向けての
取り組み

海南病院 手術セン
ター 伊藤 里香

O21-4 看護師による注射・採血時の針刺し
現状と課題 前橋赤十字病院 小林 杏

O21-5 針刺し・切創、曝露予防の新たな取り
組み

地方独立行政法人 京
都市立病院機構 京都
市立病院 感染管理セ
ンター・ICT

村上あおい

O21-6 看護師の個人防護具使用に関する認
識・実践と職場の安全風土 国立看護大学校 網中眞由美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第13会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F クラウンルーム）

22
インフルエンザ

1
9：00～10：00

坂口 みきよ
（東芝病院 看護
部）

O22-1 インフルエンザ予防内服規定の作成
とその有用性について

福岡記念病院 感染制
御部 加村眞知子

O22-2 閉鎖病棟入院患者の行動特性を踏ま
えたインフルエンザ流行の要因分析

岩手医科大学附属病院
感染症対策室 栗山 聡美

O22-3 院内放送・面会制限導入によるイン
フルエンザ対策強化への試み

東京医科大学茨城医療
センター 感染制御部 鈴木 昌子

O22-4
老人保健施設内で発生したインフル
エンザアウトブレイクにおける予防
投与の効果

医療法人三善会 津島
中央病院 薬局 清水 直明

O22-5

血液病棟を有する当院で経験した
2014/15 年シーズン、2016/2017 年
シーズンのインフルエンザアウトブ
レイクについての検討

まつもと医療センター
松本病院 ICT 平林 幸生

O22-6 沖縄での冬季及び夏季のインフルエ
ンザ院内発症状況の比較

沖縄県立中部病院 看
護部 富山 辰徳

23
インフルエンザ

2
10：10～11：10

小林 治
（杏林大学 保健
学部）

O23-1 大気中インフルエンザウイルス粒子
の検出・モニタリング装置の開発

東京エレクトロン 革
新技術企画室 田村 明威

O23-2
さいたま市内で検出されたインフル
エンザAH1pdm09 ウイルスHA遺伝
子に関する系統解析

さいたま市 健康科学
研究センター 櫻井 裕子

O23-3
オセルタミビル 3日間投与でのイン
フルエンザ曝露後予防投与効果の検
討

滝川市立病院 感染制
御チーム 工藤 結香

O23-4
低濃度 ClO2ガスによる空中浮遊イン
フルエンザウイルス失活に及ぼす雰
囲気湿度の影響

アムテック株式会社
研究開発部 林 宏行

O23-5 季節性インフルエンザ流行期の外来
トリアージへの取り組み

独立行政法人 労働者
健康安全機構 愛媛労
災病院

菅原 麻貴

O23-6 呼吸器感染症ウイルスに対するアセ
チルトリプトファンの消毒作用

和歌山県立医科大学
保健看護学部 池田 敬子

24
インフルエンザ

3
11：20～12：10

石黒 信久
（北海道大学病院
感染制御部）

O24-1
富良野における小児の 4価インフル
エンザワクチン効果 2016 17 シー
ズン

富良野協会病院 小児
科 角谷不二雄

O24-2
回復期及び療養病棟におけるインフ
ルエンザのアウトブレイクを経験し
て

有隣病院 感染対策室 奥田 幹久

O24-3 インフルエンザアウトブレイクの振
り返りと今後の課題

友愛会病院 感染制御
室 西川 潤

O24-4
迅速診断キットを利用した透析患者
のインフルエンザ発生時の感染対策
解除時期の一考察

しげい病院 検査健診
部 谷 誠

O24-5 院内発症したインフルエンザの伝播
経路に関する検討

東京慈恵会医科大学附
属柏病院 感染対策室 菅野みゆき
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第14会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F ロイヤルルーム）

25
地域連携 1
9：00～10：00

武内 世生
（高知大学医学部
附属病院 総合診
療部）

O25-1
地域連携感染カンファレンス参加施
設との抗HIV薬共同利用に向けた取
り組み

埼玉県済生会栗橋病院
感染対策室 小美野 勝

O25-2
全国の感染管理認定看護師所属施設
での結核対策の現状と結核認識度に
関するアンケート調査

公益財団法人結核予防
会 複十字病院 看護
部

飯干 恵子

O25-3
介護サービス事業者等感染対策推進
事業の追跡調査で得られた今後の課
題

滋賀県感染制御ネット
ワーク 木下 桂

O25-4 地域支援ラウンドにおける薬剤師の
役割 箕面市立病院 薬剤部 山路 加奈

O25-5
感染制御活動の地域連携における多
剤耐性菌検査体制の現状調査と
フィードバック結果の活用について

KAWASAKI地域感染
制御協議会 宮本 豊一

O25-6
長崎大学病院とリベリアTellewoyan
Memorial Hospital とのパートナー
シップ提携による感染制御支援活動

長崎大学病院 感染制
御教育センター 寺坂 陽子

26
地域連携 2
10：10～11：10

野田 洋子
（金沢医科大学病
院）

O26-1

横浜市金沢区内 7病院と福祉保健セ
ンターにおける感染対策の連携 流
行性感染症入院スクリーニングシス
テムの導入

神奈川県立循環器呼吸
器病センター ICT 横谷チエミ

O26-2
三重県感染対策ネットワーク（MieIC-
Net）における検査技師の活動につい
て

三重大学病院 感染制
御部 中村 明子

O26-3
地域感染対策標準化へのリフレク
ション～5年間のワーキング活動か
ら見えるもの～

前橋赤十字病院 感染
管理室 清水真理子

O26-4

医療関係者のためのワクチンガイド
ラインを基に施設間でも利用が可能
であるQRコードを活用した職員の
予防接種歴情報管理の試み

国立病院機構 茨城東
病院 胸部療育医療セ
ンター

後藤 智彦

O26-5 血流感染マネジメントバンドル 2017
の実用性の検証

東海血流感染ネット
ワーク 村松 有紀

O26-6 茨城県内 36 施設の手指消毒薬と嘔
吐・下痢時の環境消毒薬の使用実態

総合守谷第一病院 薬
剤部 中野 英明

27
薬剤耐性菌

11：20～12：10

馬場 尚志
（岐阜大学医学部
附属病院 生体支
援センター）

O27-1
当院の薬剤耐性菌サーベイランス体
制～海外で医療を受けた患者への対
応～

日本医科大学付属病院
感染制御室 藤田 昌久

O27-2
さいたま市内で分離されたサルモネ
ラ属菌の血清型と薬剤感受性につい
て

さいたま市健康科学研
究センター 上野 裕之

O27-3 北摂地区 5市立病院における緑膿菌
の薬剤感受性の現状

市立吹田市民病院 中
央検査部 佐々木正義

O27-4 輸入農産物を介した薬剤耐性アスペ
ルギルス拡散の実態調査

長崎大学大学院医歯薬
学総合研究科 臨床感
染症学分野

守屋江利子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） 第15会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F アメジスト）

28
ウイルス感染 1
9：00～9：50

吉田 敦
（東京女子医科大
学 感染症科）

O28-1
いわゆるかぜウイルスによる、小児病
棟での感染拡大と重症化（後方視的検
討、非介入）

慶應義塾大学病院 感
染制御部 新庄 正宜

O28-2 接触者対応として行った職員抗体価
検査の結果から麻疹対策を考える

伊勢崎市民病院 医療
安全管理室 後藤 恵

O28-3 院内感染対策における水痘抗原皮内
反応の有用性の検討

JA岐阜厚生連中濃厚生
病院 小児科 内田 靖

O28-4 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）診
療における環境感染対策について

りんくう総合医療セン
ター総合内科・感染症
内科

倭 正也

O28-5 アデノウイルスに対するポピドン
ヨード製剤の抗ウイルス効果

東京医療保健大学大学
院 鈴木 潤一

29
ウイルス感染 2
10：10～10：50

笠井 正志
（兵庫県立こども
病院 感染症科）

O29-1
在宅酸素療法を導入した新生児慢性
肺疾患患者における呼吸器ウィルス
の検出状況

石井記念愛染園附属愛
染橋病院 井石 倫弘

O29-2

当院小児科におけるマイクロ流路
チップを用いた direct リアルタイム
RT LAMP（RT－LAMP）法による多
種類呼吸器ウイルス検査の試み

愛染橋病院 医療安全
管理室 上田 史子

O29-3 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の
3例と当院での対応

三原赤十字病院 院内
感染対策チーム 竹原 清人

O29-4 医療従事者における自己申告による
麻疹の予防接種歴と麻疹抗体価

日赤医療センター 感
染管理室 上田 晃弘

30
細菌感染

11：10～12：10

長尾 美紀
（京都大学医学部
附属病院 検査
部・感染制御部）

O30-1
末梢総合栄養輸液の Bacillus cereus
菌血症の発生防止に寄与する適切な
点滴時間

愛知医科大学病院 感
染制御部 塩田 有史

O30-2 障害者施設におけるO157 アウトブ
レイクとHUS発生リスクの考察 豊橋市民病院 高橋 一嘉

O30-3
外陰部壊疽性菌膜炎（フルニエ壊
疽）：各科間の連携と細菌検査室疾患
認識の重要性

安城更生病院 ICT 岡村 武彦

O30-4
非 HIVニューモシスチス肺炎（non
HIV PCP）に対する ST合剤の治療成
績

磐田市立総合病院 感
染対策チーム 片桐 崇志

O30-5 細菌性肺炎における喀痰培養と治療
期間の検討

JA北海道厚生連 遠軽
厚生病院 薬剤科 久保 淳一

O30-6
寝たきり高齢者と若年健常者、高齢健
常者における皮膚細菌叢の相違に関
する検討

金沢大学 保健 病態
検査 長瀬 賢史
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第3会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 平安）

31
手指衛生 3
8：30～9：30

藤原 広子
（一般財団法人住
友病院 感染制御
部）

O31-1 手指衛生向上のための多方面介入 富山市民病院 看護部 浅岡 那奈

O31-2 手荒れのある看護職員への介入と振
り返り 慈光会 甲府城南病院 長田江津子

O31-3 当院手術室外回り看護師の手指衛生
遵守率向上を目指した教育の効果

重工記念長崎病院 看
護部 前迫 直美

O31-4 ノンアルコール手指衛生剤導入によ
る手荒れおよび手指衛生への影響

大阪市立大学医学部附
属病院 感染制御部 藤田 明子

O31-5 手荒れアトピー外来第 2報～手荒れ
の治療効果と手指衛生への影響～ 中通総合病院 平山 雅士

O31-6
感染防止対策加算 1病院と 2病院が
協同で行った擦式アルコール手指消
毒薬使用量増加への取り組み

重工記念長崎病院
ICT 峯 麻紀子

32
手指衛生 4
9：40～10：40

杉町 富貴子
（医療法人社団高
邦会 高木病院）

O32-1
看護師の手指衛生遵守率向上と行動
変容に向けた取り組み～ベストプラ
クティスを導入して～

大阪市立大学医学部附
属病院 9階西病棟 金藤由香利

O32-2

小規模施設における手指衛生遵守
率・実施回数向上への取り組み～
フィードバックの頻度・対象者を変
えることによる影響～

高千穂町国民健康保険
病院 興梠 裕樹

O32-3
感染対策ネットワーク下関（ICNS）に
おける 8施設の擦式アルコール手指
消毒薬使用量の増加要因

下関市立市民病院 浅野 郁代

O32-4
病棟全職員による擦式消毒薬個人携
帯、その効果と普及要因～慢性期病院
での取り組み～

医療法人財団百葉の会
湖山リハビリテーショ
ン病院 ICT

成松 聡美

O32-5 医療における手指衛生の 5つの瞬間
に対する意識調査 高松平和病院 看護部 横田 未緒

O32-6
手術時手洗いにおけるラビング法導
入後の実態調査～パームスタンプ法
を用いて～

久留米大学病院 中央
手術部 西尾 友希

33
手指衛生 5
10：50～11：50

渡邉 都貴子
（山陽学園大学
看護学部 看護学
科）

O33-1 手指消毒回数の増加を目指した活動
報告

公益財団法人健和会
大手町病院 金谷 成寿

O33-2
ICU看護師におけるWHOの推奨す
る「手指衛生 5つのタイミング」の遵
守率実態調査

大阪市立総合医療セン
ター 看護部 山口 直樹

O33-3 ICT活動による手指衛生向上への取
り組み

土岐市立総合病院 感
染防止対策室 水野 依子

O33-4 手指衛生の遵守に向けた取り組みに
ついての検証 金町中央病院 小澤 吉美

O33-5
ツーステージ法とウォーターレス法
の比較―パームスタンプによる評
価―

高砂市民病院 手術室 阪本 瑞穂

O33-6

医療従事者保菌表皮ブドウ球菌株の
トリクロサン低感受性の検討―トリ
クロサンの手指消毒効果への影響と
検出株表現型の変動―

岩手医科大学 看護学
部 看護専門基礎講座 一ノ渡 学
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第3会場（グランドプリンスホテル新高輪 3F 平安）

34
組織、活動 1
13：10～14：10

一木 薫
（兵庫医科大学病
院 感染制御部）

O34-1
当院の看護部感染管理委員会の取り
組み―感染管理リカレント研修の成
果―

高知大学医学部附属病
院 看護部 竹田香須美

O34-2
感染管理認定看護師（CNIC）の業務の
現状と課題―郵送調査による検討か
ら―

元武庫川女子大学大学
院看護学研究科 嶌 ひかり

O34-3 多職種で実践する感染制御チームの
活動の効果について

あおもり協立病院 医
療安全管理室 菊池久美子

O34-4 当院における転入時監視培養検査の
取り組み

神奈川県立こども医療
センター 検査科 山下 惠

O34-5
インフルエンザ流行期に臨床検査技
師が救急室に臨時勤務する試み～3
年間の経験から～

AMG 上尾中央総合病
院 検査技術科 波多野佳彦

O34-6

千葉大学医学部付属病院における
2017 年度新採用者の麻疹・風疹・水
痘・ムンプスワクチン接種歴書面報
告と抗体価測定結果

千葉大学医学部附属病
院 感染制御部 高柳 晋

35
組織、活動 2
14：20～15：10

四宮 聡
（箕面市立病院）

O35-1 山間部僻地中核病院での環境感染へ
の取り組み

身延町早川町組合立飯
富病院 ICT 伊藤 千明

O35-2
神経筋・難病病院におけるESBL の
検出状況と環境改善に向けた取り組
み

独立行政法人国立病院
機構 箱根病院 看護
部

治田 弘子

O35-3

法人全体の感染対策チーム連携の構
築～おむつ交換の感染管理ベストプ
ラクティス手順書を使用しての遵守
率アップから～

医療法人社団松下会
白庭病院 感染対策室 木野田利枝

O35-4 感染対策部門への事務職員配置によ
る業務評価

北海道社会事業協会
帯広病院 ICT 山下 亜矢

O35-5
当院 ICTの抗菌薬適正使用支援に向
けた取り組み―脳膿瘍より嫌気性菌
が検出された 1症例を通して―

社会医療法人将道会
総合南東北病院ICT 高橋 真弓

36
C.difficile

15：20～16：20
中村 敦
（名古屋市立大学）

O36-1
PCR を用いたアルゴリズムのClos-
tridium difficle 関連感染（CDI）に対す
る費用対効果での有用性

兵庫医科大学 感染制
御部 中嶋 一彦

O36-2 健康小児の Clostridium difficile にお
ける消化管保有の現状

三重大学大学院医学系
研究科看護学専攻 村端真由美

O36-3 当院におけるClostridium difficile 感
染症の背景因子 豊後大野市民病院 小林 美枝

O36-4 当院における Clostridium difficile 感
染症対策における培養検査の意義 仙台厚生病院 佐々木周人

O36-5
クロストリジウム・ディフィシル関
連下痢症の再発を誘発する要因の検
討

川崎医科大学付属病院
薬剤部 萱 智史

O36-6 当院におけるClostridium difficile 感
染症（CDI）の発生の推移と取り組み

魚沼市立小出病院
ICT 廣井 幸枝
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

37
組織、活動 3
8：30～9：30

中澤 靖
（東京慈恵会医科
大学附属病院）

O37-1

中心ライン関連血流感染サーベイラ
ンス導入への取り組み～感染管理シ
ステムを有効活用したサーベイラン
スを目指して～

がん・感染症センター
都立駒込病院 森 亜聡

O37-2
ICTの介入により黄色ブドウ球菌菌
血症（SAB）のマネージメントの質は
向上したか

旭川赤十字病院 感染
管理室 堀田 裕

O37-3
中心静脈カテーテル回診導入による
カテーテル管理状況の比較分析と今
後の課題

淀川キリスト教病院
感染対策課 北里 実義

O37-4
インフルエンザウィルス感染症集団
発生事例アウトブレイク調査から得
た ICT活動課題

邦友会 小田原循環器
病院 府川真理子

O37-5
化学療法・免疫抑制療法におけるB
型肝炎ウイルス再活性化スクリーニ
ングの開始

総合上飯田第一病院
ICT 板津 慶太

O37-6

広島県各施設におけるAST活動及び
抗菌薬適正使用に対する取り組み状
況調査～広島 ICT・AST活動研修会
のアンケート調査から～

広島市立安佐市民病院
薬剤部 植竹 宣江

38
組織、活動 4
9：40～10：40

湯原 里美
（土浦協同病院
感染管理室）

O38-1 AMR専門検討会を通じた当院にお
けるAMR対策の取り組み

慶應義塾大学病院 感
染制御部 上蓑 義典

O38-2 適切な個人防護用具装着に向けての
取り組み 広島市立安佐市民病院 森合 真治

O38-3
中心静脈カテーテル（CVC）管理の質
の向上に向けて～委員会協働のCVC
回診～

健和会大手町病院 医
療安全管理部 諸永 幸子

O38-4 救命救急センター集中治療室におけ
る多職種を含めた感染予防対策

神戸市立医療センター
中央市民病院 看護部 中谷 愛

O38-5 救急センター感染制御推進チームに
よる多職種へのアプローチ効果

岩手医科大学附属病院
救急科 照井 善貴

O38-6 毎週 4職種で行う全部署 ICTラウン
ドの勧め

福山市民病院 感染対
策室 三宅智津恵

39
組織、活動 5
10：50～11：40

峯 麻紀子
（重工記念長崎病
院）

O39-1
当院におけるインフルエンザ流行時
期の面会制限対応の工夫～職員の負
担感を減らし、接遇も配慮する～

昭南病院 感染管理委
員会 吉永 篤司

O39-2
歯科大学/歯学部附属病院における院
内感染対策ラウンドについての実態
調査：歯科単科大学病院の課題

九州歯科大学 外科 中島 秀彰

O39-3 院内感染症サーベイランスにおける
ICDの役割

金沢医科大学 臨床感
染症学 河合 泰宏

O39-4 NICU・GCUのMRSA感染対策にお
ける ICTの有効な介入方法

高知医療センター
ICT 山崎みどり

O39-5 一般精神科病院における感染管理状
況についての調査 四国大学看護学部 長尾多美子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第4会場（国際館パミール 1F 瑞光）

40
手指衛生 6
13：10～14：10

中根 香織
（昭和大学病院）

O40-1 手指消毒剤の個人携帯と使用量の公
開による、手指消毒剤使用量の変化

国立病院機構 仙台西
多賀病院 櫻井 幸子

O40-2 手術室外回り看護師の手指衛生にお
ける実態調査

千葉大学医学部附属病
院 看護部 谷中 麻里

O40-3 擦式アルコール手指消毒剤使用状況
とMRSA検出率の検討 済生会広島病院 ICT 砂古志穂子

O40-4 看護師の手指衛生に関する組織風土
尺度の開発研究

日本医科大学千葉北総
病院 看護部 桐明 孝光

O40-5 HCUにおける手指消毒剤使用回数向
上への取り組み

静岡県立総合病院
ICT 山田 愛実

O40-6 手指衛生剤使用後の簡易効果判定の
検討

松波総合病院 感染対
策チーム 宮崎 崇

41
手指衛生 7
14：20～15：20

坂根 圭子
（島根大学医学部
附属病院）

O41-1
ポータブルエックス線検査における
撮影前の手指衛生遵守率向上への取
り組み

医療法人豊田会 刈谷
豊田総合病院 放射線
技術科

竹内 誠

O41-2
過去の手指消毒回数と院内感染率の
推移などから影響を与えた要因と今
後の取り組みについて考える

佐世保中央病院 奥田 聖子

O41-3

手指衛生自動モニタリングシステム
の医療現場での活用に関する予備的
研究―AMSプログラム「moniture」の
使用経験―

総合病院 厚生中央病
院 感染制御チーム 佐々木圭子

O41-4
携帯用手指消毒剤導入の効果～病棟
全体のアンケート結果および手指消
毒剤の使用量調査から～

立川中央病院中央病院 河瀬 員子

O41-5
直接観察法を用いた擦式消毒用アル
コール製剤使用の実態調査～5つの
タイミングに着目したモン～

熊本整形外科病院 看
護部 山本亜沙加

O41-6 手指衛生遵守向上に向けた多角的な
取り組み

金沢医科大学病院 看
護部 中川 佳子

42
NICU

15：30～16：20

立花 亜紀子
（埼玉県立小児医
療センター）

O42-1

NICUにおけるMRSA積極的監視培
養導入前後の新規MRSA検出率につ
いて～標準予防対策経費を踏まえ
て～

北里大学病院 感染管
理室 高城由美子

O42-2 NICU・GCUにおけるB群連鎖球菌
検出状況の検討

山口県済生会下関総合
病院 國弘 健二

O42-3 NICUでの感染対策（第 1報）―緑膿
菌対策への取り組み

竹田綜合病院 医療の
質管理部 感染防止対
策室

高橋久美子

O42-4
NICU/GCUにおけるメチシリン耐性
Staphylococcus epidermidis の多発
発生時のリスク因子解析

愛知医科大学病院 感
染制御部 高橋 知子

O42-5 NICUにおけるMRSA院内伝播への
介入により感染源が特定された事例

香川大学医学部附属病
院 感染制御部 ICT 間嶋由美子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第5会場（国際館パミール 1F 旭光）

43
教育、啓発 3
13：10～14：10

松島 由実
（社会医療法人
畿内会 岡波総合
病院）

O43-1 薬剤耐性菌の感染拡大防止に向けた
職員指導と実践への取り組み

JCHO 京都鞍馬口医療
センター ICT 高谷あかね

O43-2 院内デイケアにおける感染対策に関
する活動報告 西尾市民病院 看護部 青木美由紀

O43-3 当院における入院中にESBL 産生菌
を新規獲得した患者背景について

独立行政法人国立病院
機構 別府医療セン
ター ICT

金内 弘志

O43-4
血液培養採取手順書作成と教育の継
続により観られた血液培養検査の質
改善について

国立病院機構名古屋医
療センター 感染制御
対策室

鈴木奈緒子

O43-5 小学生に対する感染症予防教育の有
効性と課題

NPO法人ひろしま感染
症ネットワーク 久保 有子

O43-6
4 年制大学看護学科での感染症予防
のための免疫学教育への一提言と
キャリア形成

秀明大学 学校教師学
部 神崎 秀嗣

44
教育、啓発 4
14：20～15：10

栗原 慎太郎
（長崎大学病院
感染制御教育セン
ター）

O44-1

看護基礎教育における感染看護に関
する教育方法の検討―感染性胃腸炎
を想定したシミュレーション教育の
導入に焦点をあてて―

宮崎県立看護大学 勝野絵梨奈

O44-2 下野市における小学生、中学生に対す
る感染防止対策教育の実践

上都賀総合病院 薬剤
部 野澤 彰

O44-3 吐物処理シミュレーション研修の取
り組みと効果

秋田赤十字病院 医療
安全推進室 井上 貴子

O44-4 手指衛生指導計画に PDCAサイクル
を活用した効果

社会医療法人信愛会交
野病院 看護部 亀田 郁江

O44-5 当院における血液培養検査の普及に
向けての取り組み

JA香川県厚生連滝宮総
合病院 ICT 武下 公子

45
教育、啓発 5
15：30～16：20

萬井 美貴子
（社会医療法人三
栄会 ツカザキ病
院）

O45-1
感染対策リンクナース委員が自信を
持って指導するためのシミュレー
ショントレーニング

国立病院機構東京医療
センター 医療安全管
理部

黒田 美徳

O45-2 感染予防教育を看護補助者に 5年間
継続して実施した評価 土浦協同病院 看護部 鈴木 あや

O45-3 動画を用いた感染対策研修会の取り
組み報告

岩手県立中部病院 感
染管理室 鈴木 直子

O45-4
シミュレーションによる学習会を実
施し手指衛生遵守率の向上を目指
す―実践報告―

順天堂大学医学部付属
順天堂静岡病院 平馬 知実

O45-5
血流感染マネジメントバンドル 2017
を活用したA病院の血液培養検査の
実態調査

愛知医科大学病院 感
染制御部 村松 有紀
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第7会場（国際館パミール 2F 青葉）

46
アウトブレイク

1
8：30～9：30

林 三千雄
（住友病院 感染
制御部）

O46-1
MRSAアウトブレイクを経験した病
棟でのベストプラクティス運用の効
果

大阪市立大学医学部附
属病院 看護部 野々瀬由佳

O46-2 職員食で発生した集団食中毒事例へ
の対応

鹿児島徳洲会病院 看
護部 川畑 リカ

O46-3
インフルエンザのアウトブレイクへ
の早期対応の検討～複数の病棟での
アウトブレイクを経験して～

益田地域医療センター
医師会病院 感染対策
室

岩崎 良子

O46-4

病院内におけるインフルエンザアウ
トブレイクの背景・要因の検討と
チーム STEPPS 手法を用いた対策実
施後の評価

埼玉石心会病院 感染
管理室 須田江津子

O46-5
病院職員インフルエンザアウトブレ
イク後のアンケート結果から見えて
きた課題

緑成会 横浜総合病院
ICT 吉岡 美幸

O46-6 病室の浴室汚染による院内発生レジ
オネラ肺炎の事例解析

自治医大病院 感染制
御部 笹原 鉄平

47
アウトブレイク

2
9：40～10：40

徳田 浩一
（東北大学大学院
医学研究科 感染
制御・検査診断学
分野）

O47-1
水道蛇口整流器が関与したと考えら
れたM.paragordonae/M.gordonae の
pseudo outbreak

宮崎大学医学部附属病
院 感染制御部 福田 真弓

O47-2 新棟の末端混合栓におけるレジオネ
ラ汚染対応の一考

国立病院機構佐賀病院
感染対策室 執行エリコ

O47-3 VRE アウトブレイクのリスク因子の
検討

横浜南共済病院 感染
制御室 高市 文佳

O47-4

臨床的にアウトブレイクが疑われた
Clostridium perfringens 関連下痢症
由来株の全ゲノム解析による遺伝的
関連性の検討

横浜市立脳卒中・神経
脊椎センター ICT 小泉 晶子

O47-5 当院退院後に複数発症した疥癬患者
の経過と対応 函館稜北病院 吉田 清司

O47-6 麻疹のアウトブレイクと保健所との
関わり

公立置賜総合病院
ICT 横澤 博美

48
アウトブレイク

3
10：50～11：40

高草木 伸子
（東京臨海病院）

O48-1

NICUにおける吸啜による乳頭咬傷
と母乳を介したメチシリン耐性黄色
ブドウ球菌（MRSA）アウトブレイク
の解析

国立病院機構 横浜医
療センター インフェ
クションコントロール
チーム

加藤 英明

O48-2 関西国際空港での麻疹の集団感染事
例における修飾麻疹についての知見

りんくう総合医療セン
ター総合内科・感染症
内科

倭 正也

O48-3 内科系病棟で発生したESBL 産生肺
炎桿菌によるアウトブレイクの経験

近畿大学医学部堺病院
ICT 廣瀬 茂雄

O48-4 長期に及んだ疥癬のアウトブレイク
に対する感染対策上の対応と課題 寿泉堂綜合病院 柳沼 順子

O48-5
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌
（CRE）アウトブレイク発生後の環境
コントロールを中心とした感染制御

公立陶生病院 感染制
御部 須川真規子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第7会場（国際館パミール 2F 青葉）

49
アウトブレイク

4
13：10～14：10

砂川 富正
（国立感染症研究
所 感染症疫学セ
ンター）

O49-1 疥癬アウトブレイクが起きたときど
うするか？ 対策と予防 赤穂市民病院 皮膚科 和田 康夫

O49-2 疥癬アウトブレイクでの ICTと多職
種協働による対策

板橋中央総合病院 看
護部 砂辺 彩

O49-3
新生児治療回復室（GCU）におけるRS
ウイルスアウトブレイクの経済的損
失

東京都立大塚病院
ICT 千賀 達子

O49-4
看護必要度の高い高齢者病棟で反復
したインフルエンザアウトブレイ
ク―2016/2017 シーズンの教訓―

小松市民病院 感染制
御室 米多 弘子

O49-5
介護老人保健施設におけるノロウイ
ルス感染症アウトブレイクへの対
応～隔離対策の工夫～

医療法人正和会 感染
管理・医療安全対策管
理室

佐々木久美子

O49-6
総合周産期母子医療センターにおけ
る感染対策について～ICT主導から
部署主導の問題解決過程へ～

徳島大学病院 感染制
御部 藤原 範子

50
アウトブレイク

5
14：20～15：10

藤田 昌久
（日本医科大学付
属病院）

O50-1
短期間に二度のインフルエンザアウ
トブレイクを経験して～ピンチから
得た数々の課題～

イムス札幌消化器中央
総合病院 外来 鈴木さつき

O50-2 認知症病棟で発生した感冒様症状の
アウトブレイク

浅香山病院 感染管理
室 金崎美奈子

O50-3 障がい者病棟における多剤耐性緑膿
菌アウトブレイクへの対応

松波総合病院 感染対
策室 文字 雅義

O50-4 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌
（CRE）のアウトブレイクを経験して

公立陶生病院 感染制
御部 金子 美晴

O50-5 当院におけるインフルエンザアウト
ブレイク時の感染対策の実際

（医）宝持会池田病院
看護部 北井 律子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第8会場（国際館パミール 2F 松葉）

51
環境整備 2
8：30～9：30

木下 輝美
（藤田保健衛生大
学病院）

O51-1 トイレ環境清掃方法の提案と有効性
の評価

名古屋学芸大学 管理
栄養学部 岸本 満

O51-2 病棟におけるノートパソコンキー
ボードカバーの消毒法の検討

東海大学医学部付属病
院 院内感染対策室 美奈川由貴

O51-3
一価銅化合物を用いた高性能抗ウイ
ルス・抗菌コーティングフィルムの
評価

株式会社NBCメッシュ
テック 研究開発本部 早田 大志

O51-4 ESi QACの抗菌効果の検証 北里大学メディカルセ
ンター 研究部 小林 憲忠

O51-5 一類感染症病室X線撮影における
FPD遠隔操作システムの構築

りんくう総合医療セン
ター 放射線技術科 飯塚 明寿

O51-6
リアルタイム浮遊菌カウンタ
BioTrakⓇを用いた病棟の薬液調製環
境の空気清浄度評価と環境整備

九州大学病院 グロー
バル感染症センター 矢野 貴久

52
環境整備 3
9：40～10：40

川上 和美
（順天堂大学 医
療看護学部）

O52-1
集中治療室における環境整備に対す
る意識改善と実施率向上に向けた取
り組み

筑波メディカルセン
ター 看護部 木村 育代

O52-2 ISO15189 の枠組みを活用した検査室
の感染対策 ICTと協働して

慶應義塾大学病院 臨
床検査科 猪瀬 里夏

O52-3

感染リンクナースが行う環境ラウン
ド結果のフィードバック方法の検
討～環境ラウンド結果を現場の改善
活動につなげるために～

（公財）東京都保健医療
公社 東部地域病医院
看護部

加崎 栄子

O52-4 リハビリテーション室清浄度調査を
実施して 坂出市立病院 ICT 宮前 佳世

O52-5 病棟カーテンの微生物学的汚染調査 獨協医科大学病院 看
護部 山越 祐太

O52-6
ドレーン排液排出時の院内感染予防
に向けた取り組み～ATP測定による
汚染状況の実態調査～

久留米大学病院 看護
部 古庄 香織

53
環境整備 4
10：50～11：40

水内 豊
（日本赤十字社
医療事業推進本部
病院支援部 医療
課）

O53-1 シャワートイレの清掃と使用制限の
検討

北福島医療センター
ICT 渡辺あけみ

O53-2
ICTラウンドによる再評価は感染リ
ンクナースによる環境ラウンドの質
的改善に繋がる

東北大学病院 感染管
理室 千田 貴恵

O53-3
面会者はいつどこで手指衛生を実施
するのか―効果的な擦式アルコール
製剤設置場所についての検討―

魚沼基幹病院 医療安
全管理室 目崎 恵

O53-4 薬剤部内の高頻度接触部位における
MRSAの環境調査と感染予防対策

宇部興産中央病院
ICT 山崎 博史

O53-5 A 病院の病棟浴室内における非結核
性抗酸菌の検出状況

公益財団法人田附興風
会医学研究所北野病院
感染制御対策室

高詰 江美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第8会場（国際館パミール 2F 松葉）

54
SSI 1

13：10～14：10

毛利 靖彦
（三重県立総合医
療センター）

O54-1
脊椎手術（インストゥルメンテーショ
ンなし）における予防抗菌薬投与期間
の短縮を試みて

大阪鉄道病院 ICT 坂本 麗花

O54-2 脳神経外科領域における周術期感染
の現状

東邦大学医療センター
大橋病院 院内感染対
策室

中山 晴雄

O54-3 ペースメーカ移植術後発熱の原因が
創部感染ではなかった 3例 江東病院 循環器内科 高部 智哲

O54-4
癌性イレウスに対する症状緩和手術
への腹腔鏡手術の導入による SSI 発
生率の減少

北海道がんセンター
感染対策室、消化器外科 前田 好章

O54-5
消化管手術における SSI サーベイラ
ンスによる手術部位感染予防策の評
価

彦根市立病院 感染対
策室 多湖ゆかり

O54-6

SSI 防止対策を複合的に導入・遵守
することによる効果の検討～消化器
外科における 14 年間の SSI サーベイ
ランス評価～

市立札幌病院 感染管
理担当課 山本謙太郎

55
SSI 2

14：20～15：20

清水 潤三
（大阪労災病院
肝胆膵外科）

O55-1 手術部位感染のリスク要因の検討 岡山旭東病院 奥山 淳子

O55-2 頭頚部外科悪性腫瘍手術患者の SSI
発生の関連因子 九州大学病院 看護部 永渕 美佳

O55-3 呼吸器外科胸部手術の手術部位感染
発生率の把握と今後の課題

国立病院機構高知病院
感染管理室 河村ひとみ

O55-4 心臓血管外科における 7年間の SSI
サーベイランスの評価

山形大学医学部附属病
院 検査部・感染制御
部

森兼 啓太

O55-5
結腸手術における術後感染予防抗菌
薬の使用法変更による手術部位感染
発生率の変化：単施設介入前後調査

JA広島総合病院 薬剤
部 小野塚和人

O55-6 脳神経外科開頭術における SSI 発生
率の低減に向けた取り組み

JCHO星ヶ丘医療セン
ター ICT 稲泉 信行

56
SSI 3

15：30～16：20

小林 美奈子
（三重大学大学院
医学系研究科）

O56-1 脊椎固定手術後手術部位感染に対す
る SSI サーベイランスの効果

がん・感染症センター
都立駒込病院 渡辺 多美

O56-2 多施設共同サーベイランスにおける
虫垂手術の年代別 SSI 発生率の比較

大阪大学大学院医学系
研究科保健学専攻 中山 奈々

O56-3
A 病院結腸 SSI においての「準高齢
者」と「高齢者」での SSI 発生率の比
較

国立長寿医療研究セン
ター 藤崎浩太郎

O56-4 肝胆膵手術における術中低体温と
SSI 発症率との関係

広島大学病院 感染制
御部 吉松由香里

O56-5 閉創時の器械交換の導入（SSI 発生率
の比較と、その有意差） 近畿中央病院 看護部 堤 丈訓
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第13会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F クラウンルーム）

57
ワクチン 1
8：30～9：40

徳江 豊
（群馬大学医学部
附属病院 感染制
御部）

O57-1 風疹ワクチン接種 1か月後から 2年
後における抗体と細胞性免疫の変化 川崎医科大学 小児科 寺田 喜平

O57-2
罹患歴のない 2歳以上の予定入院患
者に対する水痘ワクチン 2回接種義
務化への取り組み

宮城県立こども病院
感染管理室 森谷 恵子

O57-3
当院における流行性ウイルス疾患ワ
クチン接種状況と抗体価の陽転化率
の検討

浜松医科大学医学部附
属病院 感染対策室 名倉 理教

O57-4 医学部学生における入学時ウイルス
抗体値の 13 年間の推移

愛媛大学 医学部医学
科 松木 和樹

O57-5 当院職員の 10 年間における麻疹 IgG
抗体価の推移についての検討

浅ノ川総合病院 感染
対策室 上島 雅子

O57-6

短期外国人臨床研修員に対し麻疹・
風疹・ムンプス・水痘の免疫獲得を
求める国際医療研究センターの取組
みと課題

国立国際医療研究セン
ター 国際医療協力局 法月正太郎

O57-7 当院における医療従事者の麻しん抗
体価

愛知医科大学病院 感
染症科 山岸 由佳

58
ワクチン 2
9：50～11：00

多屋 馨子
（国立感染症研究
所）

O58-1 当院における破傷風ワクチン接種プ
ログラムの取組み

徳島県立海部病院 看
護局 藤田 洋子

O58-2
当院におけるB型肝炎免疫獲得率と
ワクチン接種率向上を目指した ICT
による取り組み結果と課題

兵庫県立姫路循環器病
センター ICT 小林佐和枝

O58-3
当院職員の B型肝炎ワクチン接種に
よる免疫獲得に関する検討～異なる
抗原由来のワクチンの比較～

医療法人豊田会 刈谷
豊田総合病院 ICT 佐藤麻衣子

O58-4
当センター職員のHBVワクチン接
種による抗体獲得率調査―効果的な
HBVワクチン接種に向けて―

大阪はびきの医療セン
ター 橋本 美鈴

O58-5 当院における職員の麻疹、風疹、水痘、
ムンプス抗体価について

高松市民病院 医療技
術局 臨床工学科 西山 礼花

O58-6
自施設職員の流行性ウィルス疾患（麻
疹・風疹・水痘・ムンプス）抗体価保
有状況と対策

美濃市立美濃病院 看
護局 服部 清美

O58-7 当院で検出された侵襲性肺炎球菌感
染症について

八尾徳洲会総合病院
ICT 前野 舞

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control

一
般
演
題
口
演

－85－



セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第13会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F クラウンルーム）

59
MRSA 1

13：10～14：10

川西 史子
（大阪医科大学附
属病院）

O59-1 健常者鼻腔に保菌される Staphylo-
coccus aureus の 5 年間の耐性動向

椙山女学園大学 看護
学部 石原 由華

O59-2 小児患者におけるバンコマイシン塩
酸塩注（VCM）の至適投与量の検討

川崎医科大学附属病院
薬剤部 藤井 哲英

O59-3 小児科領域におけるバンコマイシン
使用例の検討～臨床医の立場から～

川崎医科大学附属病院
院内感染対策室 大石 智洋

O59-4
病院感染対策として事務員の活動―
特にリアルタイムMRSA・ESBL 保
菌圧の調査効果について―

医療法人財団荻窪病院
TQM推進部 宮下 佳代

O59-5 耳鼻咽喉科病棟におけるMRSA集団
発生を終息するための方策

京都府立医科大学附属
病院 感染対策部 中西 雅樹

O59-6 監視培養と遺伝子タイピングに基づ
く ICUにおけるMRSA伝播状況

鹿児島大学病院 感染
制御部門 川村 英樹

60
MRSA 2

14：20～15：20

堀 賢
（順天堂大学大学
院 医学研究科
感染制御科学）

O60-1 Methicillin resistant Staphylococcus
aureus 腸炎 3例の臨床的特徴

四日市羽津医療セン
ター ICT 町田 祐子

O60-2 高度救命救急センターにおける
MRSA院内伝播リスク因子の検討

広島大学病院 感染制
御部 森 美菜子

O60-3 MRSA既検出患者に対する POT型
解析の効率的な実施

宇部興産中央病院
ICT 河野 允信

O60-4 当院における過去 15 年間のMRSA
（特に CA MRSA）検出動向について 弘前市立病院 ICT 小杉 貴久

O60-5 施設入所者のMRSA鼻腔保菌リスク
の検討

医療法人財団 荻窪病
院 ICT 藤井 奨

O60-6 感染対策強化に繋がった POT法導入
効果の検証

パナソニック健康保険
組合 松下記念病院
臨床検査科

江後 京子

61
MRSA 3

15：30～16：20

丸山 貴美子
（信州大学医学部
附属病院）

O61-1
当院におけるリネゾリド（LZD）使用
患者の腎機能低下患者割合と血小板
減少、患者背景の調査

医療法人社団創進会
みつわ台総合病院
ICT

小池 幸全

O61-2 耳鼻咽喉科病棟におけるMRSA保菌
スクリーニングと感染対策

京都府立医科大学 耳
鼻咽喉科・頭頸部外科
学教室

坂口 博史

O61-3
MRSA院内感染対策における POT
法と薬剤感受性結果併用の有用性の
検討

徳島県立中央病院
ICT 早川 貴範

O61-4 MRSA対策因子とMRSA検出指標
との関連性

済生会横浜市東部病院
感染管理対策室 大石 貴幸

O61-5

産婦人科、小児科混合病棟での
MRSAによるブドウ球菌性熱傷様皮
膚症候群（SSSS）アウトブレイクの対
応とその課題

田川市立病院 看護部 植田裕美子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第14会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F ロイヤルルーム）

62
UTI 1

8：30～9：30

柴谷 涼子
（独立行政法人地
域医療機能推進機
構 大阪病院）

O62-1
カテーテル関連尿路感染予防を目的
とした感染対策チームラウンドの効
果

済生会熊本病院 TQM
部 感染管理室 甲斐 美里

O62-2
尿道留置カテーテル早期抜去と尿培
養検査提出率アップにむけた取り組
み～排尿ケアチーム発足の効果～

公立藤田総合病院 感
染対策室 渡邊 勇七

O62-3
尿道留置カテーテル管理に関する実
態調査～感染リンクナース委員によ
るミニレクチャーの効果～

東京都立多摩総合医療
センター 看護部 久木山由紀子

O62-4
尿道留置カテーテル早期抜去を目指
した「留置検討カンファレンス」の導
入

旭川赤十字病院 看護
部 高橋久美子

O62-5 カテーテル関連尿路感染予防を目的
とした多角的介入の成果

聖路加国際病院 10階
東病棟 蛭沼 恵美

O62-6
脳神経疾患症例における尿道カテー
テル抜去の取り組み～看護師カン
ファレンスを導入して～

石川県立中央病院
ICT 近藤 祐子

63
UTI 2

9：40～10：40

塚田 真弓
（東邦大学医療セ
ンター大森病院
感染管理部）

O63-1 ポイント調査での尿道留置カテーテ
ルの適正使用評価

愛知医科大学病院
ICT 加藤由紀子

O63-2
尿道留置カテーテル管理方法の実態
調査：CAUTI サーベイランス開始に
よる管理方法と意識の変化

東京都立多摩総合医療
センター 看護部看護
科

鍼田 慎平

O63-3 尿道留置カテーテル関連感染サーベ
イランスの活動報告

相模原協同病院 看護
部 菅沼 彩

O63-4 尿沈渣標本中に出現する顆粒状物質
と尿路感染症細菌との関連について

岡山大学大学院保健学
研究科 佐藤 妃映

O63-5
尿道留置カテーテル関連尿路感染
（CAUTI）サーベイランス開始による
効果

熊本労災病院 ICT 境目 容子

O63-6
膀胱留置カテーテルの材質による尿
路感染症発生についてサーベイラン
ス比較

柏葉脳神経外科病院 所 琢也

64
結核 1

13：10～14：10

本田 順一
（社会医療法人
雪の聖母会 聖マ
リア病院）

O64-1 定量フィットテスターを用いたN95
マスクの着用評価について

磐田市立総合病院 感
染対策室 田中 恵

O64-2 N95 マスク選択のための定量的
フィットテストの有用性の検討

琉球大学医学部附属病
院 感染対策室 眞榮城咲子

O64-3
結核病棟看護師が抱えるN95 マスク
の顔面密着性の変化によって生じる
不安の軽減を目指して

彦根市立病院 谷 久弥

O64-4 終末期患者における結核感染のリス
クと接触者検診の課題

滋賀県立成人病セン
ター 感染管理室 中川 祐介

O64-5 結核を早期に発見するために～急性
期病院の 16 年間の教訓～

長野中央病院 感染対
策室 轟 恒子

O64-6 群馬大学における医学部新入生と留
学生のQFT 3G 陽性率

群馬大学医学部附属病
院 感染制御部 大嶋 圭子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第14会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F ロイヤルルーム）

65
結核 2

14：20～15：20

永井 英明
（独立行政法人
国立病院機構 東
京病院）

O65-1 N95 マスク装着中のズレ感の有無と
漏れ率の比較

山口宇部医療センター
呼吸器内科 河行あずさ

O65-2 演題取り下げ

O65-3 精神科医療施設における職員の結核
感染対策

医療法人医誠会東春病
院 看護部 稲垣富美子

O65-4 結核患者の早期発見のための抗酸菌
検査の導入

岡崎市民病院 感染対
策室 杉浦 聖二

O65-5 当院の結核感染対策の現状 湘南藤沢徳洲会病院
ICT 池上 朋子

O65-6 演題取り下げ

66
結核 3

15：30～16：20

本田 芳宏
（仙台厚生病院
院長）

O66-1 結核感染拡大防止に対する体制の確
立

国立国際医療研究セン
ター 看護部 杉木 優子

O66-2

結核病棟の喀痰抗酸菌検査において
結核菌以外の抗酸菌が検出された背
景～環境に潜在する抗酸菌検出を防
ぐ取り組みを通して～

国立病院機構 福岡東
医療センター 感染症
センター

入江真由美

O66-3
急性期病院の高齢者肺炎における院
内抗酸菌スクリーニングの有用性の
検討

社会医療法人共愛会
戸畑共立病院 永田 一岐

O66-4 当院における入院後に発覚した結核
患者の実態調査

岩手県立久慈病院 感
染管理室 松澤 亮

O66-5 N95 マスクフィットテストの実践 久留米大学病院 感染
制御部 稗田 文代
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） 第15会場（グランドプリンスホテル高輪 B1F アメジスト）

67
医療材料

8：30～9：30

桐 則行
（市立旭川病院
医療安全管理課）

O67-1 種々の防護服素材における菌液付着
性に関する検討 山梨大学 医学部 田辺 文憲

O67-2 予防衣廃止に伴う費用削減と看護職
員の意識調査

宗像水光会総合病院
医療安全管理室 梅津 敦士

O67-3
感染防護具着用による患者体位変換
時の看護師の心拍数変化と防護服表
面の接触圧に関する検討

兵庫県立大学 森本美智子

O67-4
潤滑ゼリーの開封後の使用期限に関
する検討～継時的な培養検査を実施
して～

北海道立子ども総合医
療・療育センター 医
療安全推進室

徳安 浩司

O67-5
ATP＋AMPを指標とした三種類の
清拭用材料による拭き取り性能、転写
および染み出し特性に関する研究

旭川医科大学病院 診
療技術部 臨床工学技
術部門

天内 雅人

O67-6 演題取り下げ

68
サーベイランス
9：40～10：40

崎浜 智子
（国際医療福祉大
学大学院）

O68-1 VAE（人工呼吸器関連事象）症例のリ
スク因子に関する検討

愛知医科大学病院 感
染制御部 坂田 美樹

O68-2
小児集中治療室における医療器具関
連感染症サーベイランス～独りよが
りではない、チームでの取り組み～

兵庫県立こども病院
感染対策チーム 鳴滝 由佳

O68-3 透析関連感染の低減を目指した取り
組み

医療法人豊田会 刈谷
豊田総合病院 神谷 雅代

O68-4 JANIS の集計方法を用いたアンチバ
イオグラムの運用効果

市立函館病院 感染対
策チーム 佐藤多嘉之

O68-5 透析関連感染サーベイランス 10 年目
の報告 秋田厚生医療センター 水野 住恵

O68-6

バンコマイシン耐性腸球菌検出既往
患者の再入院時の対応検討―接触感
染対策期間と検査のタイミングにつ
いて―

産業医科大学病院 感
染制御部 寺本美江子
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一般演題
ポスター
1日目

〈1-P1-1～1-P32-8〉

2日目
〈2-P1-1～2-P29-10〉

〈1-P1-1 ～ 2-P29-10〉

日程 貼付 掲示 発表・討論 撤去

2 月 23 日（金） 9：00～10：00 10：00～17：00 13：40～/14：40～ 17：00～18：00

2 月 24 日（土） 8：00～ 9：00  9：00～15：00 13：10～/14：10～ 15：00～17：00





セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

BSI 1
13：40～14：30

中村 貴枝子
（杏林大学医学部
付属病院）

1-P1-1 カンジダ血症発症時の呼吸数に関す
る検討

大阪医科大学附属病院
感染対策室 浮村 聡

1-P1-2 カンジダ血症に対するASTラウンド
介入効果と課題

八尾徳洲会総合病院
薬剤部 横山 靖法

1-P1-3
環境汚染が原因と考えられたバチル
スセレウスによる末梢静脈カテーテ
ル血流感染症の一症例

北海道社会事業協会
小樽病院 ICT 横山 和之

1-P1-4 当院における血液培養とプロカルシ
トニンの関連性について 寺岡記念病院 ICT 中村 和幸

1-P1-5 当院におけるCLABSI 低減への 4年
間の取り組み

医療法人厚生会 福井
厚生病院 ICT 中島 治代

1-P1-6 当院における Bacillus cereus 血流感
染の要因分析と感染対策の評価

佐世保中央病院 薬剤
部 岩村 直矢

1-P1-7 アルコール製剤使用量の増加と知 荻窪病院 伊藤 三穂

1-P1-8
中心静脈カテーテルドレッシング材
交換時における手指衛生のタイミン
グの現状と教育の課題

稲沢市民病院 感染対
策チーム 藤田千恵美

1-P1-9

臨床から提出された血液培養ボトル、
BacT/ALERT FA Plus・FN Plus と
SA・SNにおける陽性検出時間の比
較検討

JR札幌病院 ICT 小池 祐史

1-P1-10
重症敗血症治療に抗菌薬投与開始時
間早期化の推進と原因菌と予後につ
いての検討

産業医科大学病院 感
染制御部 鈴木 克典

BSI 2
14：40～15：30

谷口 弘美
（医療法人財団松
圓会東葛クリニッ
ク病院）

1-P2-1
小児領域血流感染症の診断・治療に
おける問題点―血流感染マネジメン
トバンドル 2017 を振り返る

東海血流感染ネット
ワーク 日馬 由貴

1-P2-2 適切な血液培養採取に向けた指標の
検討について

伊藤病院 診療技術部
臨床検査室 宮崎 直子

1-P2-3 大腸内視鏡手術後発症した血流感染
事例への感染制御に向けた取り組み

滝川市立病院 感染制
御チーム 工藤ゆかり

1-P2-4
中心静脈カテーテル関連感染の低減
を目指したベストプラクティスの導
入

荻窪病院 ICU 中村 久美

1-P2-5 ニードルレスコネクター用消毒薬含
有フォーム付きキャップの有効性

江戸川病院 感染制御
部 大矢 英朗

1-P2-6 末梢静脈カテーテル関連血流感染防
止に向けた介入

東京医科歯科大学医学
部附属病院 感染制御
部

千葉 尚子

1-P2-7 CRBSI サーベイランスのための血液
培養の精度管理に関する取り組み

伊万里有田共立病院
内科 曲渕 裕樹

1-P2-8 末梢静脈カテーテル感染防止に向け
た活動の評価 手稲渓仁会病院 佐藤由美子

1-P2-9

中心静脈カテーテル関連血流感染
（CLABSI）の低減に向けた介入～全
入院患者を対象としたサーベイラン
ス～

順天堂大学医学部附属
順天堂医院 小松崎直美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

SSI 1
13：40～14：30

目次 香
（山陰労災病院
医療安全部）

1-P3-1 手術部位感染対策における手術室リ
ンクナースの取り組み

北里大学メディカルセ
ンター 看護部 山下真由美

1-P3-2

SSI アセスメントシート導入による
周術期チーム医療への取り組み―手
術室看護師と病棟看護師の意識と行
動の変化―

金沢大学附属病院 看
護部 前田 祐子

1-P3-3 消化器外科手術における術中予防抗
菌薬投与の実態調査

一宮市立市民病院 手
術室 松井久美子

1-P3-4 大腿骨頸部骨折術後患者の術後創部
管理の検討

独立行政法人国立病院
機構宮崎病院 看護部 隅田 恵子

1-P3-5 手術時手指衛生におけるラビング法
導入への影響要因の検討

深谷赤十字病院 看護
部 野口小百合

1-P3-6
第 3 次医療機関における腹腔鏡下手
術の手術部位感染症（SSI）に対する多
面的介入前後研究

都立多摩総合医療セン
ター 石井 香

1-P3-7 消化器外科における手術部位感染
サーベイランスの取り組みについて

NHO仙台医療センター
ICT 深瀬真由美

1-P3-8 周術期抗菌薬の適正使用に向けて 国保水俣市立総合医療
センター 江口 里美

1-P3-9 演題取り下げ

歯科・医療材料
14：40～15：30

岡森 景子
（医療法人医誠会
本部 感染監査室）

1-P4-1
歯科口腔外科手術における手術部位
感染プロセスサーベイランスの導入
効果

北海道医療大学病院
感染制御部 村上和良子

1-P4-2 非経口摂取の重症心身障害児（者）の
呼気臭と日常生活動作による影響

国立精神・神経医療研
究センター病院 ICT 福本 裕

1-P4-3
歯科の切削用医療器材の除染と仕分
けの自動化に向けた導入前の業務量
調査

東北大学病院 材料部 金澤 悦子

1-P4-4 歯科外来感染対策オーデットの検討 新潟大学医歯学総合病
院 顎顔面口腔外科 児玉 泰光

1-P4-5 下顎埋伏智歯抜歯の抗菌薬使用状況
と SSI 発生頻度に関する検討

新潟大学医歯学総合病
院 顎顔面口腔外科学
分野

山田 瑛子

1-P4-6 清拭タオルの管理と細菌数変化の検
証

菊川市立総合病院
ICT 増田 祐子

1-P4-7 清拭タオルの清拭車使用から使い捨
てタオルへの移行に関する報告

特定医療法人 社団
松愛会 松田病院 木下美奈子

1-P4-8 ディスポタオル導入に向けての考察 群馬県済生会前橋病院 細渕 節子

1-P4-9 血管内治療におけるガイドワイヤー
拭き取り後の残留タンパク量の評価

東京女子医科大学・早
稲田大学共同大学院
共同先端生命医科学専
攻

松浦 由佳

1-P4-10 エンゼルケアセットの見直しについて
足柄上病院 感染管理
室 遠藤 泰子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

手指衛生 1
13：40～14：30

北川 洋子
（公益社団法人富
山県看護協会 訪
問看護ステーショ
ンひよどり）

1-P5-1 非アルコールベース手指消毒剤導入
後の使用後評価と今後の課題

日本医科大学付属病院
感染制御室 藤田 昌久

1-P5-2
手指衛生遵守率向上のための取り組
みと今後の課題～手洗いキャンペー
ンを通して～

戸畑けんわ病院 看護
部 富永 玲子

1-P5-3
重症心身障害児（者）病棟における感
染予防～手指衛生の意識向上に取り
組んで～

国立病院機構茨城東病
院 看護部 加藤 綾

1-P5-4 手袋不適正使用に介入して 坂出市立病院 ICT 佐古 響子

1-P5-5 効果的な手指衛生を推進するための
リンクナースの取り組み

秋田大学医学部附属病
院 看護部 佐藤 葵

1-P5-6
手指消毒剤携帯による手術室外回り
看護師の手指消毒回数の変化と手指
衛生に対する意識調査

川崎医科大学附属病院
看護部 世良 紳語

1-P5-7 多職種の病棟スタッフが主体となる
手指衛生向上の取り組み

東京医科大学病院 感
染制御部 小松亜矢子

1-P5-8
リハビリテーション科スタッフにお
ける速乾性手指消毒剤の使用におけ
る現状調査

医療法人豊田会 刈谷
豊田総合病院 リハビ
リテーション科 ICT
ワーキング

日比 健一

1-P5-9 ノンアルコール手指消毒剤の導入に
よる手指消毒剤使用量の変化

大和高田市立病院 中
央手術室 里内 正樹

手指衛生 2
14：40～15：30

井川 順子
（京都大学医学部
附属病院）

1-P6-1 組織改革が速乾性手指消毒剤の使用
量に与える影響

伊万里有田共立病院
医療安全管理室 加藤 善満

1-P6-2 手指衛生遵守率増加に向けた取り組
み

医療法人藤井会 石切
生喜病院 看護部 集
中治療室

福岡美代子

1-P6-3
高度救命救急センターにおける看護
師の手指衛生行動に対するセルフモ
ニタリングの効果の検討

埼玉医科大学総合医療
センター 看護部 中澤 弘子

1-P6-4 手指衛生遵守率向上への取り組みシ
ミュレーション学習の有効性の検討

金沢医科大学病院 看
護部 福原 奈美

1-P6-5 職員対象の手荒れ外来開設とその効
果について

金沢医科大学病院 医
療安全部 感染制御室 野田 洋子

1-P6-6 速乾性擦り込み式アルコール手指消
毒 2剤の手肌への影響の比較検討

医療法人元気会 横浜
病院 内科 池谷貴美子

1-P6-7
救急救命センターにおける手指衛生
遵守率向上への取り組み～患者ゾー
ンの見える化と環境調整～

魚沼基幹病院 救命救
急センター 勝又 尚美

1-P6-8
手指衛生「5つのタイミング」指導後
の実態調査～直接観察法を通して見
えたこと～

医療法人浩然会 指宿
浩然会病院 感染制御
部

吉元 雅紀

1-P6-9 アルコール性速乾性手指消毒薬の性
状と量の違いによる除菌効果の違い

岩手県立大学 看護学
部 井上 都之
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

手指衛生 3
13：40～14：30

池田 しのぶ
（東北大学病院）

1-P7-1 子どもに対する手指衛生の教育の検
討

川崎医科大学附属病院
看護部 横山 彩美

1-P7-2 手術室看護師の手指衛生向上に向け
た取り組み

JA岐阜厚生連 久美愛
厚生病院 大坪 秋代

1-P7-3 感染リンクナースの活動が影響する、
擦式アルコール手指消毒薬遵守率 医誠会病院 看護部 高鷲 智美

1-P7-4 ICTによる「手指衛生遵守率改善に向
けた取り組み」の効果

あいち小児保健医療総
合センター 看護部 脇 眞澄

1-P7-5
看護学生の見学実習における手指衛
生実施状況―手指消毒剤を携帯し
て―

国際医療福祉大学 成
田看護学部 葛城 建史

1-P7-6
ウエストポーチ・ポシェットを用い
たポンプ式手指消毒剤携帯後の使用
量増加への取り組みについて

JA愛知厚生連 海南病
院 ICU 浅井麻梨子

1-P7-7
手指衛生遵守率向上への取り組み
感染委員・リンクナースの活動と実
践

ベルランド総合病院 藤井 仁美

1-P7-8 当院におけるゼロからの手指衛生の
取り組みの現状と課題 光仁会第一病院 遠藤さやか

1-P7-9
高齢者アルコール依存症治療病棟看
護師の手指衛生キャンペーンとその
効果

独立行政法人国立病院
機構久里浜医療セン
ター

成田 真代

手指衛生 4
14：40～15：30

冬室 純子
（帝京大学医学部
附属病院）

1-P8-1 直接観察でみえた衛生的手洗いの実
際～手洗い部位別の評価～

国立病院機構栃木医療
センター 看護部 丸山沙緒里

1-P8-2

看護学生の臨地実習における手指衛
生研修内容の検討第 1報―臨地実習
前研修から実習中の手指衛生実施状
況の評価―

獨協医科大学日光医療
センター 島田江津子

1-P8-3 チーム医療における手指消毒に対す
る実態調査 和歌山労災病院 中口千佳子

1-P8-4 携帯型手指消毒剤導入における手指
衛生遵守率の変化と課題 新潟県立十日町病院 渡邊 翔

1-P8-5 WHO手指衛生ガイドラインに基づ
く手指衛生の質的評価への取り組み 平塚共済病院 川崎 進

1-P8-6 手指衛生直接観察法の精度を上げる
ための取り組み

東京慈恵会医科大学附
属柏病院 感染対策室 宮本 佳子

1-P8-7 手指衛生向上に向けて取り組んでき
た結果と今後の課題

医療法人藤井会石切生
喜病院 感染対策室 新井さゆり

1-P8-8 手指衛生の遵守率向上への取り組み
について

金沢医科大学病院 看
護部 中村智亜樹

1-P8-9

「手指衛生 5つのタイミング」を
100％実践するとアルコール消費量
はどの程度増加するのか？ 実践す
る事による弊害は？

大分記念病院 西田 匡世
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

インフルエンザ
1

13：40～14：30

鈴木 奈緒子
（国立病院機構名
古屋医療センター）

1-P9-1 インフルエンザ迅速検査複数回施行
の実態と意義 東京労災病院 諏訪真知子

1-P9-2 流行期前に院内で生じたA型インフ
ルエンザアウトブレイクへの介入

国立がん研究センター
中央病院 感染制御室 佐野 智望

1-P9-3 職員を中心としたインフルエンザの
アウトブレイク対応と課題

医療法人伴帥会 愛野
記念病院 ICT 岡田美佐子

1-P9-4 亜急性期病院のインフルエンザ対策 医療法人 千寿会 道
後温泉病院 砂田 真人

1-P9-5 チェックリストとトリアージフロー
によるインフルエンザ対策

東京医科歯科大学医学
部附属病院 感染制御
部

島 眞理

1-P9-6 職員への抗インフルエンザ薬予防投
与の適正使用に向けた取り組み

川内市医師会立市民病
院 ICT 平川 尚宏

1-P9-7 インフルエンザ流行期におけるイン
フルエンザ曝露後予防に関する検討

国立成育医療研究セン
ター 菅原 美絵

1-P9-8
ハンセン病療養所A園にインフルエ
ンザフェーズ別感染対策を導入し
て～導入前後の比較～

国立療養所菊池恵楓園 男澤千佳子

1-P9-9

重症心身障がい児（者）施設における
季節性インフルエンザ対策状況 重
症心身障がい児（者）に関わる薬剤師
へのアンケート調査報告

美幌療育病院 薬剤科 本間 純也

1-P9-10 インフルエンザの院内感染対策における職員早期診断の有用性について
筑波記念病院 院内感
染対策チーム 大森美恵子

インフルエンザ
2

14：40～15：30

森 美菜子
（広島大学病院）

1-P10-1 職員のインフルエンザ罹患と予防接種
草加市立病院 医療安
全管理室 荒金 育美

1-P10-2 季節性インフルエンザ流行期における面会規制の有効性
JA岐阜厚生連中濃厚生
病院 感染管理対策室 和田 葵

1-P10-3 抗インフルエンザ薬の予防投与無効事例の検証
仙台医療センター 感
染対策室 小山田厚子

1-P10-4 職員のインフルエンザワクチン接種に対する意識調査

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 感染
防止対策室

井内 律子

1-P10-5 当院における 3シーズンのインフルエンザ感染症の比較 くすの木病院 ICT 荒井よし江

1-P10-6
同居家族のインフルエンザ発症時に
おける職員への抗インフルエンザ薬
予防投与の実態とその効果

岩手医科大学附属病院
感染症対策室 及川みどり

1-P10-7

2015/16 シーズン前後におけるイン
フルエンザワクチン毎年接種者のA
（H1N1）pdm09 の抗体価推移につい
て

国立病院機構栃木医療
センター 臨床研究部
感染アレルギー科

山口 禎夫

1-P10-8
入院時インフルエンザのリスクアセ
スメントを向上し、入院患者の飛沫感
染を予防する

昭和大学病院 感染管
理部門 中根 香織

1-P10-9 2016/2017 シーズンのインフルエンザ対策の振り返り
済生会大牟田病院
ICT 中村 友美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

C.difficile・ノロ
ウイルス

13：40～14：30

堀井 俊伸
（浜松医科大学
医学部 感染制御
学）

1-P11-1 さいたま市におけるノロウイルス遺伝子型の推移

さいたま市健康科学研
究センター 保健科学
課

宇野 優香

1-P11-2 調理従事者と厨房内環境におけるノロウイルス対策
医療法人医誠会本部
感染監査室 岡森 景子

1-P11-3 調理従事者を対象としたノロウイルス検査法 4法の比較 山梨大学病院 荻原 真二

1-P11-4
ICTチームによる抗菌薬・消毒薬適
正使用支援が C.difficile 感染症発症
に及ぼす影響

公立陶生病院 感染防
止対策委員会 山田 愛子

1-P11-5
当院における Clostridium difficile の
検出状況と迅速診断キットの有用性
について

宮城県立がんセンター
臨床検査技術部 深澤 純二

1-P11-6 抗菌薬投与とClostridium difficile 感染症発症に関する検討 沖縄協同病院 與那原 希

1-P11-7
同一病棟でアウトブレイクしたClos-
tridium difficile 感染下痢症に対する
リスク因子の検討

ベルランド総合病院
感染管理室 山田加代子

1-P11-8
当院における Clostridium difficile 感
染症の下痢症状持続期間に影響を与
える各種要因の検討

済生会呉病院 感染対
策チーム 河野 雄一

1-P11-9 出芽酵母とC. glabrata に比較による病原性の検討 秀明大学 神崎 秀嗣

抗菌薬適正使用
1

14：40～15：30

渡邉 珠代
（石川県立中央病
院 免疫感染症科）

1-P12-1 当院 ICTにおけるMEPM使用患者への介入による現状と課題
兵庫県立淡路医療セン
ター 薬剤部 陣田 剛志

1-P12-2
感染領域別にみたカルバペネム系抗
菌薬ラウンド対象患者選出の実態調
査

市立豊中病院 薬剤部 小野 祐志

1-P12-3 化膿性脊椎炎に対する当院の抗菌薬治療の現状調査
社会医療法人将道会
総合南東北病院ICT 工藤 千尋

1-P12-4 メロペネムのAUD低減への取り組みと結果
マツダ（株）マツダ病院
院内感染対策チーム 滝 雪歩

1-P12-5 術後感染予防抗菌薬の適正使用への第一歩 武蔵村山病院 薬剤科 菊地 温香

1-P12-6
抗菌薬適正使用に向けた取組み：抗
菌薬ラウンドの実施とその効果につ
いて

武蔵野陽和会病院 薬
剤科 石濱 晴美

1-P12-7 精神科施設における抗菌薬適正使用に向けた取り組みと課題
国立病院機構肥前精神
医療センター 薬剤部 中村 敦士

1-P12-8 抗菌薬適正使用に向けた取り組み
弘前脳卒中・リハビリ
テーションセンター
薬剤室

花田 和大

1-P12-9 大阪母子医療センターにおける抗菌薬ラウンドの効果
大阪母子医療センター
ICT 浅原 章裕
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

抗菌薬適正使用
2

13：40～14：30

丹羽 隆
（岐阜大学医学部
附属病院 薬剤部）

1-P13-1 当院における抗MRSA薬の使用状況について 牧田総合病院 ICT 佐藤正太郎

1-P13-2 血液培養陽性症例に対する抗菌薬適正使用と薬剤師の取り組み
高砂市民病院 感染制
御室 有本 忍

1-P13-3 整形外科における周術期抗菌薬の適正使用への取り組み 新潟労災病院 薬剤部 中島 美治

1-P13-4 小規模病院における抗菌薬適正使用支援（AS）活動
身延町早川町組合立飯
富病院 ICT 山下 美穂

1-P13-5 届出制の特定抗菌薬使用届の提出率向上に対する取り組み
国立国際医療研究セン
ター病院 ICT 奥 沙耶佳

1-P13-6 当院の大腸癌手術における予防抗菌薬投与期間の検討 辻仲病院柏の葉 ICT 大河内由起子

1-P13-7 当院における抗菌薬ラウンドの現状把握と課題
三重中央医療センター
ICT 松田明里紗

1-P13-8 薬剤師主導による抗菌薬適正使用の取り組み
岡崎市民病院 感染対
策室 佐藤 力哉

1-P13-9 抗菌薬適正使用支援チーム（AST）の発足に関する検討
慶應義塾大学病院感染
制御部 池谷 修

抗菌薬適正使用
3

14：40～15：30

宮野 直之
（宇部西リハビリ
テーション病院）

1-P14-1 当院におけるカルバペネム系抗菌薬適正使用へ向けての取り組み 鹿児島生協病院 田上 昭代

1-P14-2 当院における抗菌薬適正使用推進チーム（AST）の取り組みについて
大阪南医療センター
薬剤部 南 翔大

1-P14-3 中小病院におけるTAZ/PIPC の位置付けと今後の方向性
医療法人財団神戸海星
病院 薬剤部 杜多 萌

1-P14-4
尼崎総合医療センター血液内科病棟
におけるテイコプラニンの負荷投与
と初回トラフ値について

尼崎総合医療センター
薬剤部 石井恵理香

1-P14-5 当センターにおける経口第 3世代セフェム系抗菌薬処方件数の推移
神奈川県立こども医療
センター 薬剤科 清水 祐一

1-P14-6 小児専門病院における小児がん患者のバンコマイシン適正投与量の検討
長野県立こども病院
薬剤部 根本 翼

1-P14-7 抗菌薬長期使用患者に対する今後の課題
静岡徳洲会病院 薬剤
部 奥村 仁志

1-P14-8 AUD、DOT、緑膿菌感受性率を用いたAST活動の評価
旭川赤十字病院 薬剤
部 鈴木 正樹
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

抗菌薬適正使用
4

13：40～14：30

青木 泰子
（国立病院機構東
京医療センター）

1-P15-1

眼脂に対するケアの現状調査～療養
病床を有する病院及び介護老人福祉
施設での抗菌点眼薬使用と顔面清拭
に関する質問紙調査～

千葉大学大学院 看護
学研究科 看護病態学 小川 俊子

1-P15-2 がん患者におけるESBL 産生菌感染症に対する抗菌薬の使用状況
埼玉県立がんセンター
薬剤部 渡邊なお子

1-P15-3 TAZ/PIPC 届出制導入が使用状況と感受性率に及ぼす効果について
JA愛知厚生連 海南病
院 感染対策チーム 高橋 弘泰

1-P15-4
当院外来における経口抗菌薬の使用
実態調査と適正使用に向けた今後の
課題

岡山大学病院 薬剤部 東恩納 司

1-P15-5 抗 MRSA薬のTDM業務の標準化に向けた取組み 岡崎市民病院 薬局 村井 宏通

1-P15-6 当院における周術期抗菌薬の使用状況調査
横浜市立脳卒中・神経
脊椎センター ICT 永井 徹

1-P15-7
カルバペネム投与前の血液培養採取
状況から推察する当院の感染症診療
の現状と課題

東京医科大学八王子医
療センター ICT 小林 勇仁

1-P15-8 経口抗菌薬適正使用推進のための当院における使用状況調査
東京医科歯科大学医学
部附属病院 薬剤部 相曽 啓史

1-P15-9 経口セファロスポリン系抗菌薬適正使用対策の評価
公立昭和病院 感染管
理部 一ノ瀬直樹

消毒・洗浄・減
菌

14：40～15：30

梶浦 工
（吉田製薬株式会
社）

1-P16-1 抗微生物加工不織布使用における汚物室環境対策の検証
福井県済生会病院 感
染対策室 細田 清美

1-P16-2 薬剤師主導による消毒薬使用の適正化へ向けた取り組み

聖マリアンナ医科大学
横浜市西部病院 薬剤
部

勝 綾香

1-P16-3 プロジェクトR～ベッドパンウォッシャーの洗浄評価はじめました～
洛和会丸太町病院 看
護部 井上 通人

1-P16-4
新規消毒薬オラネキシジングルコン
酸塩液で血液培養のコンタミネー
ションは減少するか

江東病院 救急科 山本 敬洋

1-P16-5 各種消毒薬含浸ワイプによるディフィシル菌芽胞の除去効果の検討
北里大学医学部 微生
物学 林 俊治

1-P16-6 内視鏡フレキシブルカメラの手洗い洗浄方法の評価
国立病院機構 東近江
総合医療センター 西久保鉄也

1-P16-7 歯科の切削用医療器材の除染に対する洗浄液の試作と効果 東北大学病院 材料部 棚橋 正子

1-P16-8 院内洗濯工程の見直しとその効果 東北大学病院 感染管
理室 池田しのぶ

1-P16-9 次亜塩素酸系消毒薬の芽胞に対する殺菌効果
東京医療保健大学大学
院 医療保健学研究科 岩澤 篤郎
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

MRSA等の細菌
感染

13：40～14：30

眞榮城 咲子
（琉球大学医学部
附属病院）

1-P17-1 2DCM web を用いたMRSAタイピングの院内感染対策への応用

独立行政法人 労働者
健康安全機構 釧路労
災病院 中央検査部

小竹美智子

1-P17-2 環境材料に付着したMRSAの生存期間の定量的検討
日本赤十字豊田看護大
学 東野 督子

1-P17-3 入院時MRSAスクリーニング検査条件の検討
東京北医療センター
感染対策室 前多 香

1-P17-4
NICU業務手順の最適化への介入～
MRSAのアウトブレイクを経験し
て～

神戸大学医学部附属病
院 感染制御部 出田 理恵

1-P17-5 演題取り下げ

1-P17-6
末梢アミノ酸含有輸液製剤使用中の
Bucillus 菌による血流感染の調査報
告～輸液製剤の容量との関連性～

荻窪病院 中央検査科 田中 深平

1-P17-7
温水洗浄便座汚染が原因と考えられ
たカルバペネム耐性腸内細菌科細菌
感染事例と対策

千葉大学医学部附属病
院 感染制御部 藤原満里子

1-P17-8 室内犬から菌血症を発症した 1症例 JA北海道厚生連 網走
厚生病院 ICT 志賀 誠

針刺し切創・体
液曝路

14：40～15：30

田口 正博
（新宿・愛生歯科
医院）

1-P18-1
就職前 B型肝炎ウイルスに対する免
疫獲得状態の把握とワクチン接種へ
の取り組み

神戸大学医学部附属病
院 感染制御部 時松 一成

1-P18-2 針刺し切創・体液曝露防止の取り組み～ラウンドの効果について～

国立病院機構北海道医
療センター 感染対策
室

松永 正美

1-P18-3 着用率向上に向けたニトリル製グローブの導入 那珂川病院 ICT 水野 直美

1-P18-4 当院手術室における針刺し切創・血液体液曝露事例低減への取り組み
大原綜合病院 感染制
御チーム 茨木 直子

1-P18-5 特定機能病院手術室での縫合針による針刺し発生要因の検討
鹿児島大学病院 手術
部 永野 孝哲

1-P18-6
針刺し切創血液・体液曝露予防に向
けた針刺し切創血液・体液曝露を繰
り返す職員への対策について

順天堂大学練馬病院
安全衛生管理室 李澤 康雄

1-P18-7 血液体液曝露後対応の体制見直しについて

JA長野厚生連 南長野
医療センター 篠ノ井
総合病院

吉澤 真樹

The 33rd Annual Meeting of Japanese Society for Infection Prevention and Control

一
般
演
題
ポ
ス
タ
ー

－101－



セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

結核
13：40～14：30

松本 優子
（独立行政法人国
立病院機構 東京
病院）

1-P19-1 医療従事者の気管支結核における接触者健康診断の報告
日本赤十字社和歌山医
療センター 稲崎 妙子

1-P19-2 来日外国人の結核性頚部リンパ節炎の 2例
大分県済生会日田病院
ICT 上田 里沙

1-P19-3 結核感染が否定できない患者の手術対応指針の作成
JA愛知厚生連 海南病
院 藤本佐希子

1-P19-4 当院における抗酸菌検出状況と感染対策
社会医療法人 長門莫
記念会 長門記念病院 加納査恵子

1-P19-5 抗酸菌検査法の変更による当院の検出状況
済生会新潟第二病院
感染制御チーム 土田 純也

1-P19-6 病棟で発生した肺結核に対する接触者検診を行って 大田市立病院 ICT 牧野 貴之

1-P19-7 抗酸菌を見落とさないための細菌検査室で実施する取り組み 静岡徳洲会病院 望月 美孝

1-P19-8 医療者の結核発病における感染対策と考察
イムス富士見総合病院
感染対策チーム 冨沢 京子

標準予防策、経路
別予防策 1

14：40～15：30

折田 美千代
（鹿児島大学病院
医療環境安全部
感染制御部門）

1-P20-1
介護老人保健施設における標準予防
策の遵守に向けた感染対策の取り組
み

医療法人医誠会 エス
ペラル東淀川 看護部 大武 由絵

1-P20-2 慢性期病床における経管栄養とオムツ交換時のCRE感染予防策の徹底 千里中央病院 中水 麻里

1-P20-3
擦式アルコール消毒剤使用量増加の
ための取り組み～社会的比較過程理
論に基づいて～

医療法人 大分記念病
院 西崎 理恵

1-P20-4
助産師の標準予防策―血液暴露を経
験し、分娩介助時に着目しての実態調
査―

康心会汐見台病院 看
護部 福森 方子

1-P20-5 感染対策マニュアル改訂内容の効果的周知方法についての検討
国立病院機構北海道医
療センター 看護部 光安 亜紀

1-P20-6 病棟における安全な経口栄養剤管理のためのリンクナースの取り組み
順天堂大学医学部附属
練馬病院 消化器内科 西田真知子

1-P20-7
標準予防策遵守の取り組み～使用量
調査結果とタイミング評価の解離よ
り明確になった課題～

東京都立神経病院 看
護科 伊藤 敬子

1-P20-8
サージカルマスク着用と患者の感じ
る笑顔の関係「マスクをはずして笑顔
を見せようキャンペーン Season2」

健和会大手町病院 山口 征啓
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

標準予防策、経路
別予防策 2
13：40～14：30

新井 まゆ子
（神戸市立西神戸
医療センター 看
護部）

1-P21-1
ATP+AMPふき取り検査を用いた歯
科外来における間接接触感染ハイリ
スク領域の抽出

東京歯科大学 社会歯
科学講座 田代 宗嗣

1-P21-2 A 病院リハビリテーション科スタッフにおけるユニフォームの汚染状況
八尾徳洲会総合病院
リハビリテーション科 中村 竜大

1-P21-3 N95 マスクフィットテストからの考察～新たなマスクを導入して～
独立行政法人国立病院
機構旭川医療センター 木元 史子

1-P21-4 感染対策実施評価をMIC一致例から考える
王子総合病院 感染制
御室 小林 稔

1-P21-5 医療用手袋を介したグラム陰性桿菌の環境への伝播に関する実験的検討
文京学院大学 臨床検
査学科 兵藤 広佳

1-P21-6 民間型高齢者介護施設における感染症対策の現状と課題

ベルズスタイル ケ
ア・ファシリティーズ
マネージメント室

佐藤 久美

1-P21-7 急性期脳卒中患者のアシネトバクターバウマニ感染のリスク因子解析
順天堂大学医学部附属
浦安病院 脳神経外科 鈴木 隆元

1-P21-8 演題取り下げ

1-P21-9
A 介護施設で起きたアウトブレイク
から入院受け入れを経験して～当院
の対策を振り返る

足柄上病院 感染管理
室 佐々木由香

組織、活動 1
14：40～15：30

中谷 佳子
（川崎市立多摩病
院）

1-P22-1
感染担当看護師と皮膚・排泄ケア認
定看護師が協働した排尿ケアチーム
の設立とその取り組み

東京大学医科学研究所
附属病院 小野谷厚子

1-P22-2 感染対策スタッフの主体的活動に向けた取り組み
NTT東日本札幌病院
感染管理推進室 金子 陽香

1-P22-3 術前スクリーニング検査陽性者のフォローアップ率向上への取り組み 坂出市立病院 ICT 藤田美津子

1-P22-4
中小規模病院での ICT発足による細
菌検査室の院内感染防止対策への関
わりの変化と効果

益田地域医療センター
医師会病院 臨床検査
科

吉松 千尋

1-P22-5 当院における血液培養 2セット採取への取り組み
市立柏原病院 ICT
チーム 澤田 美穂

1-P22-6 血液培養採取推進のための介入後の評価 大阪回生病院 ICT 松丸万理子

1-P22-7
インフルエンザマニュアルの策定～
多職種から成るプロジェクトチーム
を立ち上げて～

東京都立北療育医療セ
ンター 清水 和美

1-P22-8 薬剤耐性菌新規検出率の年次推移からみた ICT活動の成果と今後の課題
沖縄赤十字病院 感染
対策室 與那覇美奈子

1-P22-9 細菌培養結果を基にした ICTによる病棟ラウンドの効果 JR仙台病院 薬剤部 小岩 正二
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

組織、活動 2
13：40～14：30

根本 恵子
（東京ベイ・浦安
市川医療センター
感染対策室）

1-P23-1 感染対策におけるリハビリテーションスタッフとの協働
いずみの病院 感染管
理者 森田 安世

1-P23-2 MRSA対策の活動報告と今後の課題 医療法人伴帥会 愛野
記念病院 ICT 大久保康彦

1-P23-3
感染制御チームの取り組みと展望～
ラウンドとサーベイランスからみた
入院環境～

倉敷平成病院 看護部 細田 尚美

1-P23-4 血液培養採取時の消毒におけるクロルヘキシジンの有効性の検討 札幌東徳洲会病院 崎山 広大

1-P23-5

多数の医療・介護施設を有する法人
グループにおける感染管理活動の取
り組み～多職種リンクスタッフの育
成を通して～

医療法人正和会 感染
管理・医療安全対策管
理室

佐々木久美子

1-P23-6 ICTにおける看護補助者の活用と評価

社会医療法人仙養会
北摂総合病院 感染防
止対策室

馬場 恵美

1-P23-7 感染予防策、感染症治療における医師意識調査アンケート結果について
大崎市民病院 感染管
理部 井草龍太郎

1-P23-8

多剤耐性グラム陰性菌感染制御のた
めのポジションペーパー（第 1版）を
参考にした多剤耐性緑膿菌の感染予
防対策の取り組み

東京都立大塚病院ICT 佐藤香理奈

1-P23-9

受講率 100％を達成した院内感染対
策研修会の企画・運営～過去 3年間
の感染制御チームの取り組みと年間
手指消毒平均回数の推移～

日本郵政（株）福岡逓信
病院 医療安全管理室 林 麻美子

1-P23-10
重症心身障害児（者）施設における機
械浴槽への塩素消毒剤投入方法の検
討

東京都立府中療育セン
ター ICT 猪狩まさ子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

教育、啓発 1
14：40～15：30

藤木 くに子
（北里大学東病院）

1-P24-1 看護補助者の意識を変えた感染リンク看護補助者会の発足
鹿児島県立大島病院
医療安全管理室 佐藤ひろみ

1-P24-2
感染管理活動スタッフを育成するた
めのプログラム～感染対策活動の底
上げを目指して～

済生会兵庫県病院 感
染管理室 小川麻由美

1-P24-3 効果的な汚物処理演習をめざして 厚生連高岡病院 作田 治代

1-P24-4
現場で実践できる ICP の育成―感染
管理リンクナース制度導入と活動を
振り返って―

あま市民病院 手術室 中野 美香

1-P24-5 トイレにおける清掃作業標準化のための取り組み
株式会社リジョイスカ
ンパニー 黒図 肇

1-P24-6
新人看護師への感染防止の集合教育
について―シミュレーション形式に
変更した取り組み―

川崎医科大学附属病院 豊島 智美

1-P24-7
当院放射線科における環境清掃用ク
ロスを用いた清掃意識の向上を目標
とした取り組み

八尾徳洲会総合病院
放射線科 ICT 川口 薫

1-P24-8

全職員が感染対策を理解する為の試
み―見る、聞く、書くの 3感を取り入
れた参加型の感染対策研修を実施し
てみて―

愛誠会昭南病院ICT 平 澄亮

1-P24-9 清掃業者に対する感染対策研修の中で見えてきたもの 寺岡記念病院 ICT 小野田美紀
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

教育、啓発 2
13：40～14：30

雨宮 みち
（総合高津中央病
院）

1-P25-1
若手病院薬剤師を対象とした抗菌化
学療法研究会（大阪ABC）による抗菌
薬適正使用の取り組み

山本第三病院 薬剤部 行本 拓史

1-P25-2

医療療養病棟での気管吸引の適正化
による下気道感染リスク低減への取
り組み～吸引手技の現状把握から手
技の統一へ～

おもろまちメディカル
センター 看護部 山城 美幸

1-P25-3

ベストプラクティス（以下BP）を活用
した手指衛生教育の評価～図式化し
た手指衛生 5つのタイミングテスト
を用いて～

大阪市立大学医学部附
属病院 感染制御部 岡田 恵代

1-P25-4
基礎看護技術論の感染予防演習に導
入した職業感染防止ビデオ視聴の効
果

天使大学 看護学科 前田 朝子

1-P25-5 病棟職員を対象とした標準予防策教育実施によるMRSA検出率の変化
横浜新緑総合病院 感
染対策室 西澤 教正

1-P25-6 感染制御に強い薬剤師の育成に向けた取り組み
国立国際医療研究セン
ター病院 薬剤部 畠山 成寛

1-P25-7 ラビング法による手術時手洗いの導入に向けた啓発活動 広島市民病院 看護部 宮本 良

1-P25-8 標準予防策を見直そう～手指消毒剤携帯率 100%をめざして～
大阪南医療センター
感染対策室 峰岸 三恵

1-P25-9 看護補助者の意識向上と感染対策教育の体制整備に向けた取り組み
医療法人 協和会 協
立病院 小川 順子

1-P25-10
手指衛生に関する集合教育を活用し
た、リンクナースの主体的活動の支援
方法についての検討

東京慈恵会医科大学附
属第三病院 感染制御
室

斉藤 麻里
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

アウトブレイク
1

14：40～15：30

室井 洋子
（福井大学医学部
附属病院）

1-P26-1 当院で発生したVREアウトブレイクの調査と対応
関西電力病院 感染管
理室 眞継 賢一

1-P26-2 当院におけるVREアウトブレイクと保菌調査検査体制について 横浜南共済病院 西田 祐子

1-P26-3
アウトブレイク再発防止に向けた取
り組み～2回のVREアウトブレイク
を経験して～

独立行政法人地域医療
機能推進機構 九州病
院

森本 麗華

1-P26-4

アウトブレイク発生時における感染
管理部門のマネジメント～6日間で
終息したインフルエンザアウトブレ
イク事例～

公立福生病院 ICT 小美濃光太郎

1-P26-5 NICUにおけるMSSAアウトブレイクの関連因子および改善策の検討
市立豊中病院 感染対
策室 赤瀬 望

1-P26-6 多剤耐性菌アウトブレイクを経験して―中小規模病院での対応―

社会医療法人社団医善
会 いずみ記念病院
ICT

武田 晴美

1-P26-7 成人麻疹患者の受入対応から今後の課題について
済生会新潟第二病院
感染制御チーム 真柄 陽子

1-P26-8 当院で発生した多剤耐性緑膿菌のアウトブレイクへの対応と今後の課題 東京曳舟病院 看護部 木下 庸佑

1-P26-9
インフルエンザアウトブレイクに対
する定点調査の活用―2016/2017
シーズンの教訓―

小松市民病院 感染制
御室 新木 京子

アウトブレイク
2

13：40～14：30

高田 徹
（福岡大学）

1-P27-1 インフルエンザ院内感染時の手指衛生の重要性についての後方視的解析
福井大学 医学部 呼
吸器科 重見 博子

1-P27-2 107 名に及ぶ発症者を認めた学生間インフルエンザアウトブレイク
富山大学附属病院 感
染症科 川筋 仁史

1-P27-3
消化器内科病棟の Clostridium diffi-
cile 関連下痢症（CDAD）のアウトブ
レイクを経験して

独立行政法人国立病院
機構呉医療センター・
中国がんセンター
ICT

新開 美香

1-P27-4 2 病棟におけるインフルエンザアウトブレイクの検討
青森市民病院 感染管
理室 川口 理恵

1-P27-5 アウトブレイクを繰り返さないために―管理者から変える―
中通総合病院 感染制
御部 齊藤由美子

1-P27-6 インフルエンザアウトブレイク対応の振り返りと今後の課題
新潟厚生連三条総合病
院 小柳 浩子

1-P27-7
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌
（CRE）アウトブレイクを経験して～
病棟看護師の取り組み～

公立陶生病院 看護局 佐野 洋志

1-P27-8 急性期病棟で発生した通常疥癬の感染対策
静岡徳洲会病院 感染
対策室 杉浦 操

1-P27-9 高齢者施設におけるインフルエンザ対策の検討
社会医療法人信愛会
畷生会脳神経外科病院 密井由美子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

アウトブレイク
3

14：40～15：30

鳴美 英智
（社会医療法人愛
仁会 高槻病院
感染対策室）

1-P28-1 当院における疥癬のアウトブレイク事例

社会医療法人愛生会総
合上飯田第一病院 感
染対策室

清水 真介

1-P28-2
疥癬アウトブレイク時の皮膚所見と
予後―「怪しい所見を呈する患者」は
疥癬を発症するリスクが高いのか？

つばさ在宅クリニック 牧上久仁子

1-P28-3 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）の感染対策を振り返る
国立がん研究センター
中央病院 感染制御室 久々湊由佳子

1-P28-4 疥癬のアウトブレイク対応の評価と今後の課題
細木病院 院内感染対
策室 土居 世知

1-P28-5 耐性緑膿菌アウトブレイクを経験して
諏訪赤十字病院 感染
管理室 藤森 洋子

1-P28-6 角化型疥癬アウトブレイクへの対応 日本赤十字社 那須赤
十字病院 仲澤 恵

1-P28-7
介護療養病棟で発生したRSウイル
スアウトブレイクの検証から学んだ
こと

草津総合病院 感染対
策チーム 中村こずえ

1-P28-8
慢性期病棟における多剤耐性緑膿菌
アウトブレイクでの細菌検査室の対
応

松波総合病院 院内感
染対策チーム 宮崎 崇

1-P28-9 インフルエンザアウトブレイク対応 雲南市立病院 看護部 茂富 良太

ウイルス感染
13：40～14：30

高山 陽子
（北里大学医学部
附属新世紀医療開
発センター 横断
的医療領域開発部
門 感染制御学）

1-P29-1 保育園における水痘ワクチン接種後水痘の流行
JCHO 札幌北辰病院
感染管理部 宮崎佳奈子

1-P29-2 産婦人科病棟における医療従事者のムンプス発症時の対応と今後の課題 三田市民病院 若狭征一郎

1-P29-3 麻疹患者の診療体制の整備と課題 金沢医科大学病院 医
療安全部 感染制御室 坂本 麻衣

1-P29-4 当院および関連施設で経験したダニ媒介感染症に対する診断と対策 済生会大牟田病院 田尻 守拡

1-P29-5
新生児医療センターで発生したRS
ウイルスによるアウトブレイクを経
験して

豊橋市民病院 伊藤賀代子

1-P29-6
抗がん剤治療中に成人水痘を発症し
た一例と迅速な感染対策、職員教育の
必要性

済生会横浜市東部病院
感染管理対策室 永井 恵子

1-P29-7
流行性ウイルス感染症における抗体
価検査・陰性者へのワクチン接種の
必要性

総合病院 庄原赤十字
病院 山根 啓幸

1-P29-8
退院後に発覚した麻疹感染終息まで
の検証～地域での麻疹集団感染にお
ける 1例への対応～

松阪市民病院 ICT 森下まどか

1-P29-9
当院における過去に判明した肝炎ウ
イルス結果陽性患者に対する取り組
み

高知医療センター 感
染対策センター 福井 康雄

1-P29-10
当院における「化学療法・免疫療法時
のB型肝炎スクリーニング検査」ア
ラートシステムの構築～第 1報～

函館五稜郭病院 感染
情報管理室 山本亜希子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

NICU
14：40～15：30

鳴滝 由佳
（兵庫県立こども
病院）

1-P30-1
当院 NICUにおけるMRSA対策への
介入とMRSA保菌患者数の推移につ
いて

新潟市民病院 大石 昌典

1-P30-2 新生児医療における同胞面会と院内発症のウイルス感染症の関連
東京都立小児総合医療
センター 感染症科 堀越 裕歩

1-P30-3 当院 NICUにおけるMSSA発生状況報告
慶應義塾大学病院 看
護部 本島 果織

1-P30-4
新生児病棟におけるCLABSI 対策強
化～取り組み前後の感染率の比較検
討～

長野県立こども病院
新生児病棟 大和久沙織

1-P30-5

NICUにおけるMRSA水平伝播の低
減にむけた取り組み～患者区域の明
確化と手指衛生が必要な 5つの瞬間
プラス 1を実施して～

高知医療センター
NICU 山本 晃子

1-P30-6 NICU看護師に対するおむつ交換手順に関する個別指導の効果
富山大学附属病院 周
産母子センターNICU 松浦 美里

1-P30-7 新生児集中ケア認定看護師との協働によるMRSA感染防止対策の検討
大垣市民病院 医療安
全管理部 感染対策室 田中 広司

1-P30-8
新生児病棟で取り組んだ感染対策の
教育とオムツ交換の手順の見直しに
ついて

聖マリアンナ医科大学
横浜市西部病院 周産
期センター新生児部門

福本 志帆

1-P30-9
新生児先天性横隔膜ヘルニア手術に
おける手術部位感染防止のための周
手術期ケアの実態調査

国立看護大学校 山林美有紀

1-P30-10 当院の新生児病棟入院患者から検出されたグラム陰性桿菌に関する検討
神奈川県立こども医療
センター 検査科 山口 直紀

地域連携 1
13：40～14：30

嶋 雅範
（三菱京都病院）

1-P31-1 丹波医療圏域における耐性菌対策の現状
丹波医療圏域における
耐性菌対策の現状 西崎 朗

1-P31-2
KAWASAKI 地域感染制御協議会に
おける地域感染対策への取り組み～
薬剤師部会活動報告～

日本医科大学武蔵小杉
病院 薬剤部・感染制
御部

野口 周作

1-P31-3
感染防止対策加算 1施設の感染管理
認定看護師が加算 2施設に対して行
う感染対策支援の効果と課題

国立病院機構茨城東病
院 医療安全管理室
感染対策チーム

佐藤 利香

1-P31-4 保健所と感染管理認定看護師共同による地域の感染対策の推進 埼玉県済生会栗橋病院 小美野 勝

1-P31-5

インフルエンザ持込入院からの感染
拡大を防ぐ～流行期間中における連
携施設間との報告・連絡体制の整
備～

函館五稜郭病院 山根のぞみ

1-P31-6 感染防止対策加算 2算定施設との連携～耐性菌の分離状況～
群馬県済生会前橋病院
ICT 高瀬麻由美

1-P31-7
泉州感染防止ネットワークの取り組
み（手指衛生直接観察法を継続的に行
うために）

地方独立行政法人りん
くう総合医療センター
院内感染対策室

山内 真澄

1-P31-8
川崎市の地域連携における多施設
JANIS 還元情報分析の試み―第 2
報―

KAWASAKI地域感染
制御協議会 竹村 弘
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第1日目 2月23日（金） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

地域連携 2
14：40～15：30

吉原 みき子
（埼玉医科大学病
院）

1-P32-1 院内感染管理スペシャリスト育成ための合同研修会の成果分析
JCHO四日市羽津医療セ
ンター 薬剤科 野田 晋司

1-P32-2
感染対策週間イベントの取り組み～
保育園での手指衛生における啓発活
動を通して～

社会医療法人敬和会大
分岡病院 感染対策室 大嶋久美子

1-P32-3 香川県A地区におけるアウトブレイク時の感染対策の現状と課題
三豊総合病院 感染対
策室 兵 明子

1-P32-4

高齢者入所施設・小規模病院に対す
る感染予防教育の取り組み～3年間
における、感染予防教育後の評価と課
題～

土浦協同病院 看護部 湯原 里美

1-P32-5
搬送患者から carbapenem耐性腸内
細菌科細菌が検出されたことを契機
に地域連携へと繋げた事例

名古屋掖済会病院 感
染対策室 二神 諒子

1-P32-6
地域包括ケアに向けて感染管理認定
看護師にできること～行政・連携病
院と共に～

厚生連高岡病院 澤野 博美

1-P32-7 市内の小学校を対象にした手洗い講習会の評価 高砂市民病院 中島 博美

1-P32-8
地域で取り組む感染対策～地域カン
ファレンスは参加医療施設に貢献し
ているか～

原町赤十字病院 冨沢 陽子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

BSI 3
13：10～14：00

谷村 久美
（株式会社国際ビ
ル産業）

2-P1-1 ベストプラクティスを活用した医療
関連感染症の低減

札幌東徳洲会病院 感
染制御チーム 石塚 孝子

2-P1-2 皮膚ケア改善による中心ライン関連
血流感染（CLABSI）低減の効果

地方独立行政法人大阪
市民病院機構大阪市立
総合医療センター

今﨑 美香

2-P1-3 当院における血液培養検体の採取方
法変更に伴う汚染率の変化

NTT東日本伊豆病院
感染制御室 石井 浩崇

2-P1-4 中心静脈カテーテル関連血流感染低
減に向けた取り組み

金沢医科大学病院 看
護部 谷村 友絵

2-P1-5 末梢静脈カテーテル感染予防に向け
た取り組み

金沢医科大学病院 看
護部 山本 卓

2-P1-6

血液培養検査時の皮膚消毒をポピド
ンヨードから 1%クロルヘキシジン
グルコン酸アルコールへの変更が汚
染率に与える影響

名古屋市立東部医療セ
ンター ICT 森田 康之

2-P1-7 中心静脈カテーテル管理アンケート
を実施しての現状と課題

国立病院機構 広島西
医療センター 林谷 記子

2-P1-8 電子カルテDWH機能を活用した
サーベイランスの試み

旭川赤十字病院 感染
管理室 市川ゆかり

2-P1-9 血液培養の結果と比較したプロカル
シトニンの有用性評価

社会医療法人 友愛会
豊見城中央病院 長嶺 結菜

BSI 4
14：10～15：00

森 浩子
（公立大学法人福
島県立医科大学附
属病院）

2-P2-1
当院における血液培養よりMRSAお
よびMSSAが分離された症例の比較
検討

東北医科薬科大学病院
細菌検査室 及川 望

2-P2-2
マキシマルバリアプリコーション遵
守率が中心ライン関連血流感染率に
及ぼす影響の検討

国立病院機構三重中央
医療センター ICT 近澤 香織

2-P2-3
末梢静脈輸液カテーテル挿入時の
シャワーカバーの必要性～シャワー
ヘッドの細菌汚染状況の調査～

市立旭川病院 桐 則行

2-P2-4
当院における腸球菌による菌血症の
予後と抗菌薬適正使用活動について
の検討

石川県立中央病院 免
疫感染症科 渡邉 珠代

2-P2-5 当院血液内科病棟における中心ライ
ン関連血流感染サーベイランス報告

宮崎県立延岡病院 感
染管理科 中武 和利

2-P2-6 末梢静脈カテーテル留置期間を変更
して 坂出市立病院 ICT 遠山三友紀

2-P2-7
当院における血液培養から検出され
た Bacillus species についての実態調
査

市立豊中病院 臨床検
査部 下脇千恵子

2-P2-8
A 病院における末梢静脈カテーテル
関連血流感染の現状分析と対策の検
討

香川労災病院 ICT 長尾 博美

2-P2-9 中心静脈カテーテル感染血流感染症
と医療費

函館五稜郭病院 臨床
検査科 目黒 英二
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

手指衛生 5
13：10～14：00

黒木 利恵
（独立行政法人神
奈川県立病院機構
神奈川県立がんセ
ンター 感染制御
室）

2-P3-1 IVR センターに従事する放射線技師
の手指衛生に関する現状調査

大阪市立大学医学部附
属病院 ICU 今中 美咲

2-P3-2
尿道カテーテル留置ベストプラク
ティスを使用した手術室看護師の手
指衛生遵守率向上への取り組み

愛知医科大学病院 徳田 浩一

2-P3-3 速乾性手指消毒剤の個人携帯後の使
用量の変化について 新小倉病院 長谷川啓子

2-P3-4 フィッシュ活動を活用した手指衛生
推進の取り組み 市立豊中病院 看護部 高岡真衣子

2-P3-5 手指衛生改善活動～指導的役割を果
たす看護師へのアプローチ～ 昭和大学江東豊洲病院 高久 美穂

2-P3-6 適切なタイミングでの手指衛生の実
施を目指した取り組み

仙台厚生病院ICT（感染
対策チーム） 及川真奈美

2-P3-7
手指衛生のタイミングにおける実施
率の向上と使用量増加に向けた取り
組み

久留米大学医療セン
ター 看護部リンク
ナース会

仲 和恵

2-P3-8 手指衛生チームの活動～アドヒアラ
ンスの向上を目指して～

刈谷豊田総合病院 薬
剤部 佐野 理央

2-P3-9 手指衛生向上に向けた取り組み 鹿児島厚生連病院ICT 秋山 久美

手指衛生 6
14：10～15：00

林 麻美子
（福岡逓信病院）

2-P4-1 擦式手指消毒剤の個人携帯導入によ
る効果

社会医療法人敬和会
大分岡病院 中村抄保子

2-P4-2 手指衛生に対する意識調査から見え
てきたこと

福井循環器病院 感染
防止対策室 磯部真理子

2-P4-3
長期入院病棟における手指衛生アド
ヒアランスの現状とその向上のため
のプログラム構築

イムス札幌内科リハビ
リテーション病院 薬
剤部

大久保利成

2-P4-4 陰部洗浄時の看護師の手指衛生のタ
イミングと手指衛生設備環境

聖マリア学院大学看護
学部 秦 朝子

2-P4-5 療法士の手荒れ問題に対しての個別
介入の試み 白浜はまゆう病院 坂本 健一

2-P4-6
看護部感染対策委員会メンバーの教
育―2年間の手指衛生直接観察を振
り返って―

社会医療法人友愛会
豊見城中央病院 感染
制御管理室

大嵩 昌子

2-P4-7
手指衛生向上に向けての取り組み～
自主的・継続的な手指衛生チェック
とフィードバック～

住友病院 看護部 寅貝 麻美

2-P4-8
当院における手指衛生遵守率 直接
観察法による場面別・職種間での比
較検討

青森市民病院 感染管
理室 塚田 晴彦
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

手指衛生 7
13：10～14：00

井畑 理沙
（医療法人徳洲会
札幌徳洲会病院）

2-P5-1 病棟における手指衛生の阻害要因～
手指衛生遵守率向上に向けて～

東近江総合医療セン
ター 看護部 東木場 裕

2-P5-2 手指衛生の実施状況と院内感染指標
について 金田病院 水島 孝明

2-P5-3 イエローカードを用いた介入が手指
衛生遵守率に及ぼす効果の検証

慶應義塾大学病院 感
染制御部 河西 貴子

2-P5-4 蛍光ローションを使用した手指衛生
遵守率向上のための取り組み

富山大学附属病院 看
護部 中川 泰雅

2-P5-5
ICTによる速乾式手指消毒剤の使用
促進への取り組み～個人携帯とその
効果～

赤穂市民病院 薬剤部 上田 文音

2-P5-6 リンクナースによる手指衛生遵守率
向上に向けた取り組み

国立研究開発法人 国
立がん研究センター
中央病院 看護部

久下 直哉

2-P5-7 手指衛生強化週間としての新たな取
り組みの成果

国立病院機構 松江医
療センター 感染リン
クナース会

戸谷 美穂

2-P5-8 血液浄化センターでの手指衛生遵守
率向上の取り組み

JCHO下関医療センター
感染対策室 坪根 淑恵

抗菌薬適正使用
5

14：10～15：00

畠山 修司
（自治医科大学附
属病院）

2-P6-1 Tazobactam/Piperacillin 適正使用に
向けた取り組み

長崎みなとメディカル
センター 看護部 森 英恵

2-P6-2
リネゾリド使用量低下によるリネゾ
リド耐性グラム陽性球菌の新規検出
減少と経済的効果

広島赤十字・原爆病院
薬剤部 岡冨 大輔

2-P6-3 アンチバイオグラムを利用した抗菌
薬適正使用への取り組みと評価

医療法人育和会 育和
会記念病院 医療安全
管理室

佐々木富子

2-P6-4
ナショナルデータベースサンプリン
グデータセットを用いた外来抗菌薬
使用状況の疫学調査

千葉大学医学部附属病
院 感染制御部 山岸 一貴

2-P6-5

再発し皮膚ノカルジア症を併発した
肺ノカルジア症の一例（第二報）～病
棟担当薬剤師が治療へ参画する意
義～

山形市立病院済生館
薬局 西村孝一郎

2-P6-6 当院における抗菌薬適正使用支援
チームの取り組み

大館市立総合病院
ICT 本舘 諭

2-P6-7 当院の抗菌薬の使用状況とその推移 大浜第一病院 薬剤科 宜保 潤

2-P6-8
「抗菌薬管理システム」導入による業
務改善と指定抗菌薬の使用状況の変
化【第 2報】

ときわ会 常磐病院
薬剤部 佐藤 邦宣
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

抗菌薬適正使用
6

13：10～14：00

西 圭史
（杏林大学医学部
付属病院 医療安
全管理部 感染対
策室）

2-P7-1 当院におけるキノロン系薬の使用状
況と大腸菌耐性率の関連性

東邦大学医療センター
大森病院 感染管理部 平山 忍

2-P7-2 SBT/ABPC投与量と肝機能検査値の
関連について

弘前脳卒中・リハビリ
テーションセンター
薬剤室

倉内 寿孝

2-P7-3 血液培養結果を基にした抗菌薬ラウ
ンド導入における抗菌薬適正使用 KKR高松病院 ICT 東原 将宏

2-P7-4
薬剤耐性（AMR）対策アクションプラ
ンの指標からみた当院での抗菌薬適
正使用の現状

鹿児島厚生連病院 薬
剤科 池増 鮎美

2-P7-5
当院における基質特異性拡張型 βラ
クタマーゼ産生菌感染症の現状と感
染管理の問題点

北海道社会事業協会余
市病院 感染対策チー
ム

森 博威

2-P7-6 バンコマイシンTDM全例実施への
取り組みと結果 稲沢市民病院 薬剤部 坂井 直子

2-P7-7
大腸菌のフルオロキノロン耐性化は
フルオロキノロン系抗菌薬の処方量
削減で改善するのか

山本第三病院 薬剤部 行本 拓史

2-P7-8
2014 年、2015 年 ICT活動と各診療科
における広域抗菌薬投与回数と使用
量の変化

日生病院 看護部 大野 典子

教育、啓発 3
14：10～15：00

小西 直子
（日本看護協会看
護研修学校）

2-P8-1 ビルメンテナンス会社における清掃
従事者への感染管理教育

株式会社国際ビル産業
美装部 谷村 久美

2-P8-2 Infection Control Staff（ICS）育成の教
育プログラムの検討

JA北海道厚生連遠軽厚
生病院 感染対策室 原 理加

2-P8-3 A 病院におけるダニ媒介感染症対策
の取り組み

三原赤十字病院 院内
感染対策チーム 中村 明世

2-P8-4 包括的口腔ケアのマニュアル遵守の
ための再教育とその評価 湘南厚木病院 看護部 小島 直美

2-P8-5 特定感染症患者対応に関わる訓練の
実際

成田赤十字病院 看護
部 佐藤 涼子

2-P8-6 全職員対象N95 マスク定量フィット
テスト結果からの検討［第二報］

日本医科大学多摩永山
病院 感染制御部 山本 愛

2-P8-7 院内感染対策研修への複数回参加促
進の取り組み

大阪赤十字病院 感染
管理室 ICT 西 好美

2-P8-8 感染症看護クリニカルラダー作成の
効果

東京都立墨東病院 看
護部 岡村 慶子

2-P8-9 グラム染色教育プログラムによる診
療看護師と臨床検査技師の連携

JCHO東京城東病院 感
染対策室 米澤 仁
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

教育、啓発 4
13：10～14：00

廣瀬 紀子
（長野県看護大学
発達看護学講座）

2-P9-1
感染管理認定看護師のコンピテン
シー・モデルの開発―組織における
影響力と説得力の変化―

順天堂大学医療看護学
部 川上 和美

2-P9-2 感染管理分野の看護実践能力向上研
修における教育効果の検討

一般財団法人甲南会
六甲アイランド甲南病
院 感染防止対策室

窪田 順江

2-P9-3
看護助手に対する感染対策教育を考
える～看護助手主導で行う感染対策
教育の定着に向けた取り組み～

仙台厚生病院ICT（感染
対策チーム） 阿部真有子

2-P9-4
中心静脈カテーテルルート交換時の
ベストプラクティス遵守率向上への
取り組み

岐阜大学医学部附属病
院 血液・消化器内科
病棟

山下 壽里

2-P9-5
麻しん対応可能職員を増やすための
取り組み～自費で行う抗体検査・ワ
クチン接種～

若草第一病院 医療安
全部 吉野 敦子

2-P9-6
リンクナースが現場で指導できる成
長を目指して―シミュレーション研
修運営の試み―

諏訪赤十字病院 感染
管理室 井川 正樹

2-P9-7 手指衛生遵守率向上へ向けた関わり 旭川赤十字病院 ICT 宮崎 寛康

2-P9-8 血液培養複数セット採取率向上の取
り組みとその効果

松江市立病院 感染対
策室 伊藤 憲一

2-P9-9 看護師の感染予防行動定着に向けた
取り組み

国立病院機構西埼玉中
央病院 武田 由美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

ワクチン
14：10～15：00

時松 一成
（神戸大学医学部
附属病院 感染制
御部）

2-P10-1
2016 17 年シーズンのインフルエン
ザ（flu）ワクチン接種時エラーに関す
る調査

日本ベクトン・ディッ
キンソン株式会社 戸丸 猛

2-P10-2 委託職員を対象としたB型肝炎ウイルス抗体獲得に向けた取り組み
NTT東日本札幌病院
感染管理推進室 萩野 貴志

2-P10-3 職業感染対策としてのワクチンプログラムの取り組みと課題 西宮市立中央病院 高橋三千代

2-P10-4
「医療関係者のためのワクチンガイド
ライン第 2版」の導入にむけた当院の
取り組み

伊万里有田共立病院
医療安全管理室 加藤 善満

2-P10-5 演題取り下げ

2-P10-6
当院職員に対する流行性ウイルス疾
患およびHBVの職業感染防止に向
けた取り組み

NTT東日本伊豆病院
感染制御室 黒田 則幸

2-P10-7 当院におけるHBワクチン接種率向上に向けた取り組み
東邦大学医療センター
大森病院 感染管理部 佐藤 恵美

2-P10-8

職員のHB抗体（事務職員を除く）・4
種ウイルス疾患（麻疹・風疹・水痘・
ムンプス）の抗体保有状況とワクチン
接種率向上の取り組み

荻窪病院 健康管理セ
ンター 岩野さちえ

2-P10-9 当院におけるワクチンプログラムの確立～職員の就業制限を経験して～
公立豊岡病院組合立豊
岡病院 ICT 吉盛奈津美

2-P10-10
長崎大学病院での院外実習生・研修
生・医療支援者を受け入れる際のワ
クチン接種に関する取り組みと課題

長崎大学病院 感染制
御教育センター 河野 圭
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

組織、活動 3
13：10～14：00

佐藤 香理奈
（東京都立大塚病
院 看護部 看護
科）

2-P11-1 当院における ICTラウンドの評価と課題
金沢医科大学病院 看
護部 日向千恵子

2-P11-2
リンクナースの部署内での感染防止
対策活動～月目標を掲示して取り組
んだ実践報告～

やわたメディカルセン
ター 看護部 根上 剛

2-P11-3 感染防止加算 2施設における看護師週 1回専従化の試み
医療法人回生会 大西
病院 感染制御部 松澤 敏江

2-P11-4 職員の結核をはじめとする感染者を早期に把握するための取り組み
りんくう総合医療セン
ター院内感染対策室 深川 敬子

2-P11-5 ICT活動活性化に向けての第一歩～院内巡回（ラウンド）の開始～

社会医療法人長門莫記
念会長門記念病院 看
護部

村西 正美

2-P11-6 感染対策担当者会議の活性化に向けた取り組み

JA長野厚生連 南長野
医療センター 篠ノ井
総合病院

宮野 美幸

2-P11-7 清掃担当部門との ICTラウンドによる院内環境改善の取り組み
和歌山県立医科大学附
属病院 感染制御部 小谷 智美

2-P11-8

「透析施設における標準的な透析操作
と感染予防に関するガイドライン（四
訂版）」の遵守状況からみた透析室の
感染管理上の課題

能美市立病院 透析セ
ンター 太田 律子

2-P11-9 新型インフルエンザ対応フローを活用した麻疹疑い患者対応

株式会社日立製作所ひ
たちなか総合病院
TQM統括室 安全管理
センター

根本 広子

アウトブレイク
4

14：10～15：00

青山 恵美
（（医）大雄会総合
大雄会病院）

2-P12-1 病院併設老人保健施設でのインフルエンザアウトブレイクの経験と課題 済生会今治病院 西村小百合

2-P12-2 Clostridium difficile 感染症アウトブレイクの原因分析と感染対策

みなと医療生活協同組
合協立総合病院 看護
部

眞孫 昌宏

2-P12-3 皮膚障害のある職員への介入を中心としたMRSAアウトブレイクの対応
豊橋医療センター
ICT 塩澤佳須子

2-P12-4
混合病棟における長期化したMRSA
検出患者のアウトブレイクへの ICT
介入

福井大学病院 感染制
御部 室井 洋子

2-P12-5 外科病棟におけるESBL 産生菌のアウトブレイクに対する取り組み
東京都保健医療公社
豊島病院 ICT 富本 聡子

2-P12-6 盛夏のインフルエンザアウトブレイク事例から
隠岐広域連合立隠岐病
院 看護部 村上 聡

2-P12-7 整形外科病棟 CREアウトブレイク
への対応

日本赤十字医療セン
ター 感染管理室 大久保佳代

2-P12-8
アウトブレイクと考えられた Pseu-
domonas putida による末梢カテーテ
ル関連血流感染症の 2症例

大津赤十字病院 院内
感染予防対策室 前田 朋美

2-P12-9 当院外科病棟におけるMRSA感染の遺伝子学的解析と介入（その 1）
東濃厚生病院 感染症
科 柴田 尚宏
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

アウトブレイク
5

13：10～14：00

荘子 久美子
（東京警察病院
ICT）

2-P13-1
インフルエンザ流行時の面会禁止期
間の対策～特別面会許可証の導入の
有用性と課題

医療法人浩然会 指宿
浩然会病院 肥後 裕子

2-P13-2 当院外科病棟におけるMRSAアウトブレイクへの介入 2 東濃厚生病院 ICT 山元 美穂

2-P13-3 角化型疥癬患者を発端とした疥癬アウトブレイクへの対応

朝日大学歯学部附属村
上記念病院 感染対策
部

尾崎 明人

2-P13-4 当院におけるCRE検出の経緯と対策の効果
国際医療福祉大学熱海
病院 牧野 陽子

2-P13-5
インフルエンザアウトブレイクを経
験して精神科ディケア参加者の居場
所を守るための対策

社会医療法人平和会吉
田病院 看護部長室 高木 匡代

2-P13-6
近隣小学校で起こった感染性胃腸炎
のアウトブレイクに対する地方病院
での対応経験

北海道社会事業協会
小樽病院 ICT 横山 和之

2-P13-7 ノロウイルスアウトブレイクを経験したその後の評価
神戸ほくと病院 感染
対策室 逸見 栄子

2-P13-8 A 病棟におけるインフルエンザアウトブレイクリスク因子の検討 高槻赤十字病院 松下めぐみ

2-P13-9
慢性期病院のインフルエンザ積極的
予防によるアウトブレイク対策の効
果

千里中央病院 重内美砂子

環境整備 1
14：10～15：00

池﨑 陽子
（船橋市立医療セ
ンター）

2-P14-1 ATP 測定による退院清掃の清浄度調査
愛知医科大学病院
ICT 稲垣 拓磨

2-P14-2 ICU排水口に生息する緑膿菌の除菌について
一宮西病院 感染対策
室 長瀬 仁

2-P14-3
ATP＋ADP＋AMP拭き取り検査（A
3法）を用いた高頻度接触面における
消毒薬を用いない環境清拭の評価

信州大学医学部附属病
院 感染制御室 丸山貴美子

2-P14-4 ATP 値測定と環境培養検査を用いた病棟内環境の清浄度評価
琉球大学医学部附属病
院 検査・輸血部 新垣 桃子

2-P14-5
長期間における検査室扉内側ドアノ
ブ 1日あたりのATP、ADP、AMP
付着量の解析

大阪回生病院 中央検
査部 竹花眞粧美

2-P14-6 ATP 測定法を用いた保護室・拘束帯の環境表面調査
公益財団法人積善会日
向台病院 看護部 菅原 俊一

2-P14-7 電子カルテ端末及びカート清掃サーベイランスの実施状況報告
沖縄県立中部病院 看
護部 嘉数 伸二

2-P14-8 清掃委託業者への指導と除菌洗浄剤の変更による日常清掃の効果
県立安芸津病院 看護
部 吉田 美香

2-P14-9 清掃用クロスと清掃方法の見直しが耐性菌検出に与える影響
伊勢赤十字病院 感染
管理室 石原 舞

2-P14-10 不特定多数が触る箇所の環境培養 市立三笠総合病院 感
染対策室 中島由美子
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

環境整備 2
13：10～14：00

中野 聖子
（東京女子医科大
学東医療センター
感染制御部）

2-P15-1 環境清拭クロス含浸薬剤である塩化ベンザルコニウムの殺菌効果 東京医療保健大学院 片渕 盛将

2-P15-2 中央材料部への環境ラウンド導入の評価
愛知医科大学病院
ICT 加藤 俊二

2-P15-3

ポリエステル素材の液晶クリーニン
グクロスとイソプロピルアルコール
含有不織布を用いた清掃による医療
用 PHSの減菌効果の比較

富山大学附属病院 手
術部 竹口 将志

2-P15-4
デイサービスにおける浴室脱衣所の
手すりの汚染対策～抗菌テープの効
果～

園田学園女子大学 人
間健康学部 人間看護
学科

山本 恭子

2-P15-5 当院における環境整備と手指衛生への取り組み
甲府城南病院 循環器
内科 三品 秀人

2-P15-6 環境表面での各種消毒剤の殺菌持続性に関する検討
香川大学 医学部 分
子微生物学 桑原 知巳

2-P15-7 環境クロス変更による環境改善とCDI 患者減少に対する効果
新潟県厚生連 新潟医
療センター ICT 桑原 正祐

2-P15-8 医療環境用清拭シートの清拭性能比較
高知高須病院 臨床工
学部 山本 隼也

2-P15-9
医療施設等の環境清拭清浄化におい
て繁用される消毒薬の持続活性に関
する検討

東京医療保健大学大学
院 早川千亜紀

2-P15-10
精神科病院におけるペルオキソ一硫
酸水素カリウム配合除菌・洗浄剤
（RST）を用いた環境整備法の検討

広島国際大学 糠信 憲明
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

薬剤耐性菌 1
14：10～15：00

中嶋 一彦
（兵庫医科大学
感染制御部）

2-P16-1
バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）制
圧に向けた手指衛生向上への取り組
み

横須賀市立うわまち病
院 感染制御室 松本ひろみ

2-P16-2
当院におけるカルバペネム耐性腸内
細菌科細菌（CRE）の検出状況と感染
対策

横浜市立大学附属病院
感染制御部 鈴木 智代

2-P16-3 ESBL 産生菌の分離状況および薬剤感受性の検討
博慈会記念総合病院
臨床検査科 野澤 洋祐

2-P16-4
当院におけるカルバペネム耐性腸内
細菌科細菌の分子疫学的解析による
検証結果と今後の取り組み

高知医療センター
ICT 平井 裕加

2-P16-5
metallo β lactamase 産生腸内細菌科
細菌におけるESBLs 遺伝子の保有状
況と薬剤感受性との関連について

川崎医科大学附属病院
中央検査部 田村 昌代

2-P16-6
帰国直前に入院歴のある患者から高
度多剤耐性菌（NDM 1・OXA 48）が
分離された症例

川崎医科大学総合医療
センター ICT 松田 真哉

2-P16-7
オストミー用トイレを介したMDRP
（多剤耐性緑膿菌）の院内伝播の原因
分析と対策について

順天堂大学医学部附属
順天堂医院 医療安全
推進部 感染対策室

田中 恵美

2-P16-8 地域アンチバイオグラム事業で収集したESBL 産生菌の特徴
茨城県立医療大・医科
学 桜井 直美

2-P16-9
IMP 型と GES型の二つのカルバペネ
マーゼ遺伝子を保有する Klebsiella
pneumoniae の 1 例

NHO四国こどもとおと
なの医療センター 西村 恵子

薬剤耐性菌 2
13：10～14：00

鈴木 克典
（産業医科大学病
院）

2-P17-1 薬剤耐性（AMR）対策アクションプランに対する医療関係者の関心と課題 東京労災病院 ICT 坂本 拓也

2-P17-2 一般病院におけるMRSAおよび E.coli ESBL 産生菌分離率の推移
KKR札幌医療センター
病理診断科 細菌検査 小泉 潤

2-P17-3 当院療養介護病棟における薬剤耐性アシネトバクター感染対策 西別府病院 看護部 梶川 優

2-P17-4
当院で帰国海外駐在員より分離した
カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細
菌（CPE）

尾道市立市民病院
ICT 森 三郎

2-P17-5

感染症法対象疾患・血流感染・
MRSA・CD・ESBL の院内持込・院
内発生の動向～院内感染症発生届よ
り後方視的～

荻窪病院 感染管理室 奥 由美

2-P17-6 Tolerance to antiseptics amongStaphylococcus epidermidis isolates
東京医科歯科大学大学
院 保健衛生学研究科 Ayibieke Alafate

2-P17-7 外来型カルバペネマーゼ産生菌の検出と院内伝搬予防 帝京大学 医学部 西田 智

2-P17-8
IMP 6 型カルバペネマーゼ産生腸内
細菌科細菌（CPE）の菌種別薬剤感受
性の検討

大阪医療センター 薬
剤部 中蔵伊知郎
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

微生物検査 1
14：10～15：00

山本 剛
（神戸市立西神戸
医療センター）

2-P18-1
当院で分離されメタロ β ラクタマー
ゼ産生確認試験の反応性に違いが見
られたMorganell morganii について

国立三重病院 検査科 山本健太郎

2-P18-2 血液培養検査適正実施に関する取り組みと効果について
大阪市立大学医学部附
属病院 感染制御部 中家 清隆

2-P18-3 休日での血液培養陽性報告による感染症診療への影響と効果
箕面市立病院 中央検
査部 澤田 加奈

2-P18-4 MALDI TOF MSによる血液培養陽性ボトル直接同定法の比較検討
東京北医療センター
臨床検査室 磯西美由紀

2-P18-5 便培養におけるESBL スクリーニング培地の有用性について

JA北海道厚生連 帯広
厚生病院 臨床検査技
術科

齋藤 峻平

2-P18-6 当院における血液培養採取基準を導入した成果 八尾徳洲会総合病院 萩原 美香

2-P18-7 時間外における血液培養陽性時の対応構築について
医療法人豊田会刈谷豊
田総合病院 藏前 仁

2-P18-8
薬剤師から医師への処方提案および
疑義照会が血液培養に与える影響に
ついて

山本第三病院 薬剤部 池田 桂子

2-P18-9 当院における抗菌薬感受性の推移 久留米大学医療セン
ター 升永 憲治

微生物検査 2
13：10～14：00

春木 宏介
（獨協医科大学）

2-P19-1
当院におけるカルバペネマーゼ産生
腸内細菌科細菌の検出に適したスク
リーニング指標薬剤の検討

安城更生病院 臨床検
査技術科 桂川 陽平

2-P19-2
VITEKMS Plus を使用した基質拡張
型 β ラクタマーゼ産生 Escherichia
coli の迅速検出における検討

東京医療保健大学大学
院 池ヶ谷佳寿子

2-P19-3 VRE の環境培養実施における増菌培養の有用性
川崎医科大学総合医療
センター ICT 矢島 尚子

2-P19-4 A 病院における 7年間の臍帯血培養について
鹿児島市立病院 臨床
検査技術科 原口 政臣

2-P19-5 早期検出により院内感染対策に寄与した百日咳の一事例
市立敦賀病院 感染制
御センター 川端 直樹

2-P19-6
βDグルカン検査の院内導入が診療に
及ぼす影響～抗真菌剤の使用状況か
ら

新潟大学医歯学総合病
院 茂呂 寛

2-P19-7 生物粒子測定器による従属栄養細菌の検出性能評価

一般財団法人 北里環
境科学センター 微生
物部

水谷 英秋

2-P19-8
食中毒発症者糞便より分離した Cam-
pylobacter jejuni のギラン・バレー
症候群関連遺伝子保有状況

さいたま市健康科学研
究センター 加藤 直樹

2-P19-9 細菌検査室を持たない急性期病院で院内グラム染色を開始して
社会医療法人共愛会
戸畑共立病院 永田 一岐
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

サーベイランス
14：10～15：00

内海 桃絵
（大阪大学 医学
部 保健学科）

2-P20-1
高知県西部地区（幡多地区）における
抗菌薬耐性サーベイランスの取り組
み

高知県立幡多けんみん
病院 ICT 西村さやか

2-P20-2 転院者を対象とした持込み耐性菌の実態調査 藤枝市立総合病院 粳田 和美

2-P20-3 抗菌薬長期投与患者におけるVREスクリーニングの評価 JCHO九州病院 薬剤部 阿部 名月

2-P20-4 当院における 5年間の新生児を含めた小児感染症の検討 つるぎ町立半田病院 中園 雅彦

2-P20-5 当院で分離された大腸菌のレボフロキサシン耐性率の推移と今後の課題 公立昭和病院 ICT 神保 明子

2-P20-6 ICTと日当直看護師長が連携して行う症候群サーベイランスの成果
鳥取市立病院 医療安
全対策室 中谷 知子

2-P20-7
膀胱留置カテーテル適応のアセスメ
ントシート導入によるCAUTI 予防
の取り組み

徳島県立中央病院 長町 律子

2-P20-8 当院における蓄尿・尿道カテーテル使用率の推移について
長崎大学病院 感染制
御教育センター 志岐 直美

2-P20-9
データマイニング疫学解析による感
染制御―当院の感染対策効果と更な
る改善点の解析と取組み―

医療法人弘仁会 南和
病院 中谷 光良

2-P20-10
監視菌サーベイランスの評価―A集
中治療室部門で経験したカルバペネ
ム耐性緑膿菌アウトブレイクから―

大阪警察病院 感染管
理センター 寺地つね子

病院建築設備
13：10～14：00

遠藤 史郎
（国際医療福祉大
学 塩谷病院）

2-P21-1 病院移転前後における耐性菌検出率の変化について 下越病院 検査課 石井 里子

2-P21-2
病院環境への長期定着が原因となっ
たレジオネラ事例と環境Best Prac-
tice の提案

東京医科大学病院 感
染制御部 中村 造

2-P21-3
病院の解体工事におけるアスペルギ
ルス対策とエアサンプラーを用いた
監視培養の結果報告

市立恵那病院 感染対
策室 安藤 徳子

2-P21-4 感染管理リスクアセスメント（ICRA）に準拠した清潔エリアの病院改修
国立がん研究センター
東病院 感染制御室 橋本 麻子

2-P21-5
病棟改修工事に対する ICTの介入に
ついて～浮遊粒子数と浮遊真菌から
の考察～

徳島市民病院 ICT 金丸 昌史

2-P21-6
病院改修工事におけるアスペルギル
スおよびレジオネラ菌のモニタリン
グ

国際親善総合病院 感
染防止対策室 田中 梨恵

2-P21-7 自動尿量測定装置の使用中止に向けての現状と課題
滋賀医科大学医学部附
属病院 感染制御部 竹村 美和

2-P21-8
外国の施設に学ぶ感染予防対策等に
配慮したサービス付高齢者向け住宅
のありかた

（有）由良薬局 由良 温宣

第33回 日本環境感染学会総会・学術集会

一
般
演
題
ポ
ス
タ
ー

－122－



セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

医療機器
14：10～15：00

高橋 陽一
（社会医療法人生
長会 府中病院）

2-P22-1 産婦人科の洗浄ユニットの微生物汚染の実態と対策
下関医療センター 薬
剤科 岡本 朋子

2-P22-2

待機人工呼吸器の回路交換の定期交
換は必要か中規模病院での人工呼吸
器の使用状況からみた適正な交換頻
度を検討する

名古屋共立病院 臨床
工学課 中野 薫

2-P22-3 ポータブル撮影装置の日常清掃の見直しについて
新城市民病院 感染対
策委員会 阿部 陽介

2-P22-4 包交車のあり方の検討 日本赤十字社 長崎原
爆病院 感染制御室 金澤美弥子

2-P22-5 内視鏡室における高水準消毒薬の適正使用
日本赤十字社医療セン
ター 西川美由紀

2-P22-6 軟性内視鏡洗浄の清浄度検査について
山口大学医学部附属病
院 検査部 敷地 恭子

2-P22-7 当院における軟性消化器内視鏡の清浄度実態調査への取り組み
JCHO 札幌北辰病院
感染管理部 高木 静江

2-P22-8 オゾンガス殺菌保管庫を用いた泌尿器科軟性内視鏡の管理

自治医科大学附属さい
たま医療センター 感
染制御室

水上由美子

2-P22-9
自動尿量測定・蓄尿器の使用実態、使
用背景の検討から使用廃止を拒む要
因について

大阪医科大学附属病院
感染対策室 川西 史子

SSI 2
13：10～14：00

小美野 勝
（埼玉県済生会栗
橋病院 院内感染
防止対策担当）

2-P23-1 消化器外科手術部位感染低減に向けた活動
国保旭中央病院 看護
局 廣井 友樹

2-P23-2
SSI サーベイランスデータのフィー
ドバックによる埋没縫合実施率と表
層 SSI の検討

高砂市民病院 感染制
御室 福田 純子

2-P23-3
SSI サーベイランスシートの記載に
よる実態調査―記載不備の原因調査
と取組―

福山市民病院 看護部 池上 裕子

2-P23-4 手術部位感染サーベイランスの電子化に伴う業務の効率化
大浜第一病院 感染管
理対策室 伊藤まゆみ

2-P23-5
現場主導型の業務改善に有効な SSI
サーベイランスの考察～サーベイラ
ンスグループ編成を試みて～

福井県立病院 感染制
御チーム 白崎 智恵

2-P23-6 手術部位消毒薬変更への取り組み～多施設調査からのアプローチ～
川内市医師会立市民病
院 ICT 長倉 周作

2-P23-7
消化器外科手術における SSI サーベ
イランスの実施と予防策改善への取
り組み

市立敦賀病院 感染制
御センター 田中 恵実

2-P23-8 骨軟部腫瘍科における手術部位感染後ろ向き調査から見えた特徴
国立がん研究センター
中央病院 石田 康子

2-P23-9 結腸手術手技の SSI 低減に向けた取り組み
JCHO京都鞍馬口医療セ
ンター 感染対策室 高谷あかね
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

地域連携 3
14：10～15：00

一戸 真由美
（国立病院機構北
海道がんセンター
感染対策室）

2-P24-1 地域アンチバイオグラムの経年変化とその傾向について
茨城県立医療大学 医
科学センター 桜井 直美

2-P24-2 有明地区感染管理ネットワークの 4年間の活動と今後の課題 荒尾市民病院 看護部 船原 初美

2-P24-3
福井県における感染制御ネットワー
ク活動（第 8報）～院内感染の発生率
減少に向けた地域全体の取り組み～

福井総合病院 橋元 千鶴

2-P24-4 ESBL 産生菌検出者症例の患者背景 荻窪病院 中央検査科 上野 将臣

2-P24-5 播磨科学公園都市圏域定住自立圏構想における感染対策連携事業の構築
たつの市民病院 医療
安全対策課 久保田真弓

2-P24-6 群馬県伊勢崎地域における感染管理活動 美原記念病院 三ツ倉裕子

2-P24-7
感染管理認定看護師が実施した高齢
者施設：インフルエンザアウトブレ
イクの減少に向けた取り組み

公立宍粟総合病院 感
染管理対策部 城内 美紀

2-P24-8 在宅医療・介護における感染管理の現状と課題 日本調剤 薬剤本部 鈴木 高弘

地域連携 4
13：10～14：00

残間 由美子
（坂総合病院）

2-P25-1 群馬県内の感染防止対策地域連携加算における相互評価の動向 公立藤岡総合病院 北林 礼士

2-P25-2 感染防止対策加算算定が広島県内CNIC に及ぼす影響 広島ICNの会 新田由美子

2-P25-3
北海道後志地区における経口キノロ
ン系抗菌薬使用量とEscherichia coli
の levofloxacin 耐性率に関する調査

余市協会病院 伊藤 好樹

2-P25-4
熊本県における職業感染対策の現
状～熊本県感染管理ネットワークの
アンケート調査結果より～

熊本大学医学部附属病
院感染制御部 藤本 陽子

2-P25-5 広島 ICNの会における地域連携の現状と課題 広島ICNの会 田中 千苗

2-P25-6 感染防止対策地域連携におけるサーベイランス結果 藤田保健衛生大学病院 梶川 智弘

2-P25-7 感染対策地域連携会を通しての感染制御システムの再構築 小澤病院診療部薬局 鈴木 寧

2-P25-8 A 病院が地域の中核病院として果たすべき役割
公立羽咋病院 感染制
御室 北 信代
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

プロセス管理 1
14：10～15：00

境 美代子
（富山福祉短期大
学）

2-P26-1
臨床検査部門における問題点―血流
感染ネットワーク血流感染マネジメ
ントバンドル 2017 を振り返る―

東海血流感染ネット
ワーク 犬塚 和久

2-P26-2 ベストプラクティスにおけるプロセスサーベイランスについて
仙台厚生病院ICT（感染
対策チーム） 佐藤 成美

2-P26-3
感染経路別予防策のバンドルを作成
し実施状況を可視化する―対策実施
状況の経過報告―

順天堂大学医学部付属
静岡病院 長富美恵子

2-P26-4
感染管理ベストプラクティスの実践
と評価～尿器と便器の洗浄・消毒
編～

兵庫県立リハビリテー
ション中央病院 ICT 池田 靖弘

2-P26-5 当院でのカンジダ血症におけるAC-TIONs Bundle2014 を用いた調査
福井赤十字病院 感染
管理室 寺本 敏清

2-P26-6
看護部門・ICT部門における課題―
血流感染ネットワーク血流感染マネ
ジメントバンドル 2017 を振り返る―

東海血流感染ネット
ワーク 松島 由実

プロセス管理 2
13：10～14：00

千葉 礼子
（済生会川口総合
病院）

2-P27-1 血液培養検体提出数アップへの取り組み～夜間の検体提出について～
医療法人純正会 名古
屋市立緑市民病院 帯金 里美

2-P27-2
皮膚消毒手順改定による血液培養の
コンタミネーション率低下への取り
組み

相澤病院 薬剤セン
ター 上條 泰弘

2-P27-3
兼任の感染管理認定看護師が効果的
なサーベイランスを実施するための
取り組み

独立行政法人国立病院
機構嬉野医療センター
看護部

重松 孝誠

2-P27-4
透析室におけるリンクナースの感染
対策活動～バンドルの継続をめざし
て～

土浦協同病院 看護部 川本 祥子

2-P27-5 ベストプラクティスを取り入れて 愛媛県立今治病院 看
護部 小池 知美

2-P27-6 ベストプラクティスを活用した輸液更新の標準化
箕面市立病院 3階南病
棟 三坂 明美
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セッション 座長（所属） 演題
番号 演題名 所属 演者

第2日目 2月24日（土） ポスター会場（グランドプリンスホテル新高輪 B1F さくら）

その他 1
14：10～15：00

有瀬 和美
（高知大学医学部
附属病院 感染管
理部）

2-P28-1 人工呼吸器関連感染症にかかる医療費に関する検討
社会福祉法人 三井記
念病院 中村ゆかり

2-P28-2
VAPケアバンドル導入前後での
VAP・VAE感染率の変化と今後の
課題

高知赤十字病院 成瀬 美佐

2-P28-3 当院における人工呼吸器関連肺炎（VAP）対策の実態調査と今後の課題 小郡第一総合病院 藤部 純子

2-P28-4 VAEサーベイランスの現状と課題 聖路加国際病院 救命
救急センター 橋内 伸介

2-P28-5 手術室における医療廃棄物分別方法の変更と結果 海老名総合病院 鈴木佐智子

2-P28-6 感染性廃棄物分別の適正化による廃棄費用削減のための取り組み
北晨会 恵み野病院
看護部 宮本 愛子

2-P28-7
九州北部豪雨災害における亜急性期
の避難所での災害支援ナース活動を
経験して

国家公務員組合連合会
新小倉病院 石原 佳子

2-P28-8 熊本地震災害派遣における ICT活動実践報告
自衛隊福岡病院 看護
部 中島 里恵

2-P28-9
ライフライン機能停止を想定した食
中毒菌検査方法（黄色ブドウ球菌）の
検討

さいたま市健康科学研
究センター 曽根 美紀

その他 2
13：10～14：00

笠原 敬
（奈良県立医科大
学）

2-P29-1 特定行為研修修了から現場での課題を考える
滋賀医科大学医学部附
属病院 感染制御部 金城 真一

2-P29-2 重症熱帯熱マラリア診断から専門施設搬送までを経験して

県民健康プラザ 鹿屋
医療センター 医療安
全対策室

永山 由香

2-P29-3
AMDAネパールシッダールタ母子専
門病院の感染管理の現状―院内ラウ
ンドから見えた課題―

高知大学医学部附属病
院 看護部 公文 典子

2-P29-4 皮膚科回診は疥癬拡大予防策に有効か
丸木記念福祉メディカ
ルセンター 看護部 細谷 克子

2-P29-5 栄養科職員における腸管系病原微生物保菌者の対応と対策

医療法人札幌麻生脳神
経外科病院 医療安全
管理部感染管理室

東后真奈美

2-P29-6 A 中規模病院の感染管理認定看護師と感染症看護専門看護師の業務実態 東京共済病院 看護部 中尾 穂高

2-P29-7
ニカルジピン注射液による血管障害
の発生頻度と静脈アクセスデバイス
選択の課題

横浜新緑総合病院 感
染対策室 新居田敦子

2-P29-8 精神科における院内肺炎・誤嚥性肺炎の検討
医療法人杏和会阪南病
院 ICT 中川 雅美

2-P29-9 感染防護服の運動機能性に関する検討 文化学園大 服装学部 小柴 朋子

2-P29-10
病院調理場の環境衛生表面実態調査
における拭取りアデノシン三リン酸
測定法の整合性に関する検討

静岡がんセンター 栄
養室 青山 高
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【共催企業】
アステラス製薬株式会社
株式会社大塚製薬工場
オックスフォード・イムノテック株式会社
杏林製薬株式会社
キョーリンメディカルサプライ株式会社
極東製薬工業株式会社
ゴージョージャパン株式会社
サクラ精機株式会社
サラヤ株式会社
三興化学工業株式会社
ジャパンワクチン株式会社
第一三共株式会社

テルモ株式会社
日本エア・リキード株式会社
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社
ハリヤード・ヘルスケア・インク
ビー・ブラウンエースクラップ株式会社
富士フイルム株式会社
富士フイルムメディカル株式会社
丸石製薬株式会社
株式会社メディコン
株式会社モレーンコーポレーション
吉田製薬株式会社

【企業展示】
アイテック阪急阪神株式会社
株式会社アースブルー
アキレス株式会社
旭化成アドバンス株式会社
アトムメディカル株式会社
アリーアメディカル株式会社
アルケア株式会社
イオンディライト株式会社
乾商事株式会社
株式会社 IMU・GENOS
株式会社医療福祉研究所
イワツキ株式会社
宇都宮製作株式会社
栄研化学株式会社
株式会社 NBC メッシュテック
株式会社エリカ　オプチカル
オオサキメディカル株式会社
株式会社大塚製薬工場
株式会社岡村製作所
小川医理器株式会社
オックスフォード・イムノテック株式会社
株式会社カインドウェア
花王プロフェッショナル・サービス株式会社
兼一薬品工業株式会社
株式会社カネカ
川本産業株式会社
関東化学株式会社
キッコーマンバイオケミファ株式会社
杏林製薬株式会社
キョーリンメディカルサプライ株式会社
株式会社共和
有限会社グッツール
株式会社グッドスマイルインターナショナル
株式会社ケアコム
ケーディーアイコンズ株式会社
健栄製薬株式会社
株式会社小池メディカル

コヴィディエンジャパン株式会社
興研株式会社
サクラ精機株式会社
サラヤ株式会社
三興化学工業株式会社
株式会社ジェイ・エム・エス
シオエ製薬株式会社
株式会社重松製作所
シスメックス株式会社
シーバイエス株式会社
株式会社写真化学
シャボン玉石けん株式会社
杉田産業株式会社
株式会社スギヤマゲン
株式会社スズケン
スミスメディカル・ジャパン株式会社
株式会社スミロン
スリーエムジャパン株式会社
株式会社セーフマスター
株式会社セントラルユニ
大衛株式会社
大研医器株式会社
株式会社ダン・タクマ
株式会社ティ・アシスト
有限会社テクノアメニティ
テルモ株式会社
東栄部品株式会社
東洋羽毛首都圏販売株式会社
株式会社東陽テクニカ
株式会社トーカイ
TOTO 株式会社
株式会社ニチオン
日科ミクロン株式会社
日機装株式会社
ニッタ株式会社
ニプロ株式会社
株式会社日本医化器械製作所
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日本エア・リキード株式会社
日本コヴィディエン株式会社
日本製紙クレシア株式会社
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社
日本メディカルプロダクツ株式会社
ニュートリー株式会社
白十字株式会社
ハクゾウメディカル株式会社
株式会社長谷川綿行
パラマウントベッド株式会社
ハリヤードヘルスケア・インク
株式会社パルメディカル
株式会社 VIP グローバル
ビオメリュー・ジャパン株式会社
ビー・ブラウンエースクラップ株式会社
富士フイルム株式会社
富士フイルムメディカル株式会社

株式会社フリーキラ製薬
平和メディク株式会社
ベックマン・コールター株式会社
丸石製薬株式会社
株式会社ミタス
ミドリ安全株式会社
株式会社名優
メディキット株式会社
メディコムジャパン
株式会社メディコン
株式会社メディテックジャパン
メドライン・ジャパン合同会社
株式会社メルシー
メンリッケヘルスケア株式会社
株式会社モレーンコーポレーション
吉田製薬株式会社

【書籍展示】
株式会社ガリバー
株式会社紀伊國屋書店

株式会社クマノミ出版
株式会社志学書店

【広告企業】
イオンディライト株式会社
株式会社ヴァンメディカル
キョーリンメディカルサプライ株式会社
ゴージョージャパン株式会社
サラヤ株式会社
シオエ製薬株式会社
塩野義製薬株式会社
大日本住友製薬株式会社

株式会社南江堂
ハクゾウメディカル株式会社
株式会社ホギメディカル
Meiji Seika ファルマ株式会社
株式会社メディカ出版
株式会社モレーンコーポレーション
吉田製薬株式会社

【寄　付】
Meiji Seika ファルマ株式会社

（五十音順　2018 年 1 月 31 日現在）

【企業展示】
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